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「教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究開発」に寄せて 
 

川村学園女子大学 教授 本郷 健 

 

本研究の今後の展開への期待を寄稿します。 

インターネットやコンピュータに代表され

る新しい教育メディアが、今日の教育的課題

の解決にどのように役立つか、あるいは役立

つ可能性を秘めているか、を実践を通して明

らかにされたことに敬意を表します。 

取り上げられたテーマは大きく２つありま

した。一つは「メディアを学びのための道具」

として捉え、各教科の学習目標を達成するた

めの学習環境の在り方と教授法の開発に関す

る研究であり、二つ目は「学習環境として利

用されるメディア」についての学習内容の開

発研究である。この２つの課題は、コンピュ

ータ教育で言えば、「コンピュータの教育利

用」と「コンピュータについての教育」とし

て取り上げられたものである。本研究では、

これらを同時に取り上げたところに、研究の

視点の広さをうかがい知ることができる。 

1.e-learning 研究について 

小学校での取り組みでは、授業者が「一人

ひとりの学びを保証したい」というねらいに

沿って教材を作成し、朝の自習時間の活用な

どの運用の工夫により、当初の目標を達成し

ている。発表の中で、e-learning を利用する

メリットの一つとして、児童一人ひとりの学

習履歴を分析することで、児童の理解度や間

違いやすい箇所を確認できる良さを強調して

いたのが印象的であった。普段の授業では、

一人ひとりの理解度やクラス全体の傾向を詳

細なデータを即時に入手して分析することは、

骨の折れる仕事である。本来、教師の仕事は

これにつきるわけであるが、現実の教育現場

が置かれた状況では、簡単にできることでは

ない。しかし、この報告では、生徒が朝の自

習時間に教師の手を煩わせることなく、自主

的に学んだ結果からデータを得ている。他校

でも日常的な教育活動として、是非利用して

いただきたい指導改善の提案である。 

同様に、高等学校の実践でも、メディアを

導入すると共に、教授法の改善によって、学

力の向上が確認できたと報告されている。こ

の研究グループの結果は e-learning が今日

的な教育課題である「学力の定着」に少なか

らず貢献できる可能性を示唆するものである。 

実は、これらの研究結果の多くは１９９０

年代から始まった CAI 教育でも示唆されてい

た成果でもあり、本研究結果はそのことを再

確認するものであるとも考えられる。 

ところが、CAI 教育が「学力の定着や一人ひ

とりの学力の保証」に有効であると言われな

がら、歴史的な事実として教育現場に広がる

ことはなかった。有効な方法であると考えら

れながら、なぜ学校の現場へ広がることがな

かったのか、そのことこそが本研究の今後の

課題として存在しているように思わる。例え

ば、どのような学習環境が構築できれば、こ

こで得られた有効な方法を広く県下の学校が

採用し、結果として児童・生徒の「学力の保

証」へと繋がるのかを探求すべきである。 

このテーマは、教育現場と密接な連携のも

とでの研究が可能な教育センターの重要な仕

事であると確信する。 

従来のＣＡＩ研究と現在の e-learning が行

われようとしている時代の大きな違いは、ネ

ットワーク環境が、学校だけでなく広く家庭

（学習者の周辺）まで、当時と比較にならな

いほど充実してきた点である。浦和北高等学

校の「いつでも」「どこでも」受講できる学習

環境の提供は、この点に教育の改善策を見出

そうとした研究である。教育実践を通して、
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実感として立ち現れた課題もいくつかあると

報告されているが、本実践は大変興味深く、

発展の可能性を秘めた研究である。 

「コンテンツの利用研究」は、研究背景で

も述べられているように、有益な素材の発掘

と発掘した素材を授業へ有効に活用するため

の授業設計とその授業展開例の普及にあると

思われる。本研究報告書に載せられた内容と

形式は、授業展開のイメージが伝わりやすい

ように良く工夫されている。この種の研究の

大切な点は、実践した授業自体の良さと成功

した授業イメージをどのように第三者に伝え、

利用する行動を起こさせるかである。報告書

にある単元指導計画は、利用したソフトウェ

アのキーとなる画面が表示されており、授業

展開との関連に置いてイメージしやすい。こ

の指導計画がウェブ上で公開されるときは、

ソフトウェアの画面にリンクが張られ、直ち

にその情報が得られるようになるのであろう。

「ダイナブック」ならぬ「ダイナ指導計画書

（指導案）」とでも呼びたいものになるだろう。 

「ネットワークの利用研究」は、複数のビ

デオ会議システムをさまざまな授業形態で長

期間に渡り活用した経緯を教育的観点から評

価したところが特筆できる。ビデオ会議を導

入したいと考えている学校にとって、発展の

著しいこの種のシステムを教育的観点から評

価した資料や豊富な実践事例は貴重なものと

なるだろう。また、複数のシステムの設置方

法や運用の仕方、注意点などを整理した資料

は多くの学校で広く活用されると確信してい

る。 

2.メディアリテラシー研究について 

後半の「メディアリテラシーの研究」は、

情報社会を生きる人びとにとって必須の内容

であり、新しい学習内容を提案し、かつ保護

者への啓蒙資料を提供している点が大変興味

深い。 

言うまでもなく、我々が自身の中に作り出

す世界観や価値観は、全て何らかの媒体を介

して伝えられる情報によって構成される。伝

えられる情報は、媒体（メディア）によって

規定される。マーシャル・マクルーハンは、

伝えられる情報（メッセージ）は伝えるメデ

ィアによって規定されるという主張を「メデ

ィアはメッセージである」というテーゼで印

象深く指摘した i 。このテーゼは、届けられ

る情報を正しく理解するには、メディアの特

性や機能、その社会的背景を正しく理解した

うえで、評価することの必要性を暗示したも

のである。 

さらに情報メディアの発達によって、マク

ルーハンが指摘したように、口承メディアの

時代に逆戻りしたような情緒的で、感覚を揺

り動かす情動的な情報が子供たちの周りに氾

濫してきている。こうした時代だからこそ、

メディアからの情報に対して分析的な厳密さ

を求める感覚を一層研ぎ澄ますことが求めら

れる。そのことによって、理性と感性のバラ

ンスを保ったメディアリテラシー教育が進め

られる。 

2.1 メディアリテラシーの基礎を育成する 

発信される情報が、有効に活用されるため

に、ましてや利用者に誤った判断を犯さない

ために、情報は事実に基づいて、事実を客観

的に記述することが求められる。一方、情報

を受信する人は、新聞やテレビ、インターネ

ットなどから溢れる情緒的な情報を、それは

事実なのか意見なのか、あるいは、どのよう

な事実に基づいた意見なのか推論なのか、な

どを正しく読み取ることが極めて重要となる。

事実や推論、判断、意見などを正確に表現し、

読み取ることがメディアリテラシー育成の基

礎となる。このことによって初めて、メディ

アを批判的に吟味し、理解し、評価し、主体

的能動的に選択できる能力が芽生えてくるか

らである。  
木下是雄は「理科系の作文技術」のなかで、
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事実と意見を正確に書き分けることが、格別

に重要であると指摘している。そして、米国

では小学校から大学までの教科書でこれらの

ことを区別する必要性を説いていることを紹

介している。そこでは、次のようにかかれて

いる ii 。  
「その後に調べてみると、事実と意見との

区別は米国の言語技術教育では繰り返し登場

す る も の の よ う で あ る 。 Patterns of 
Language の D、小学４年用の巻にはつぎの

かたちで出てくる。事実か意見か  
次に書いてあることを読みなさい。  
この背の高いアメリカ人は世界でいちばん

機敏な男でした。  
『ハワハニの新しい学校』というのはある

お話の題です。  
どちらが事実の記述ですか。事実とは何で

しょう。事実と意見はどうちがいますか。事

実と意見の例をあげてごらんなさい。次に書

いてあるのはどれが事実でどれが意見ですか。 
1. 私たちアメリカ人は他の国の人より機

敏です。  
2. このお話によると、ジョゼフは小屋に住

んでいました。  
3. 私達が読んだのはすばらしいお話でし

た。  
4. この島の土着民は争いを好まぬおとな

しい人たちでした。  
5. 彼らの国のことばはおかしなことばで

す。  
ある種の見解、たとえば上記の１と５とは問

題を起こすことがあります。なぜでしょう。

-------。  
そして、このページのわきには、  

事実とは、証拠をあげて裏付けすることが

できるものである。意見というのは、何事か

についてある人が下す判断である。他の人は

その判断に同意するかもしれないし、同意し  
ないかもしれない。 という二つの柱がなら

んでいるのである。」  
木下は小学校から大学までの教科書を上げ、

アメリカの言語技術教育がいかにこのことを

重視しているかを述べている。  
情緒的な情報が溢れている日本のメディア

にさらされる子供たちは、それらの情報に立

ち向かい、活用する基礎として、言語教育が

培ってきた客観的でクリティカルな思考の訓

練をさらに推し進め、高めていってほしいも

のである。  
2.2 社会のメディアリテラシー能力が子ど

ものメディアリテラシーを育成する  
最近の話題で言えば、イラク紛争は「イラ

クが大量破壊兵器を保持している」という情

報がもとで始められたといわれている。しか

し、その大量破壊兵器は未だ確認されていな

い。そこで、アメリカやイギリスでは公の機

関が、その情報の信憑性について検証に入っ

た。一方、日本では一般の社会的な行動とし

て、このような情報に対する検証も追求も行

われていない。これは、社会全体がいまだに

情報の信憑性や信頼性に対して極めて鈍い動

きしかできないという、ほんの一例に過ぎな

い。社会全体のメディアに対するクリティカ

ルな検証能力が高まることで、教育の場にお

ける「情報の信頼性や信憑性の学習などメデ

ィアリテラシー教育」はさらなる向上が期待

される。メディアリテラシー教育は個人の教

育の問題として帰されるだけでなく、社会全

体の問題として検討される必要があると考え

ている。  
さて、本研究で行われたメディア研究の大

きな特徴は、保護者に対してメディア教育の

啓蒙を行っている点である。このようにメデ

ィアリテラシー教育を保護者や地域社会とと

もに進めようとする視点は、先に述べた私の

主張と軌を一にするものであり、大変興味深

く伺うことができた。  
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最後に、当教育センターが、教育研究の基

本である教育現場に基礎を置く研究の中心的

役割を果たしていくことを期待します。  
 

                             

参考文献  
i  M.マクルーハン：「メディア論」，（みすず書

房 1996）  
ii 木下是雄：「理科系の作文技術」，（中公新

書,1981）pp.102 
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研究主題「教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究開発」 
 

概要：多様な教育活動の創造、児童生徒の情報活用能力の向上、わかる授業の推進など教

育の情報化に対応した新しい授業支援体制の具体的な在り方を検討するために、

｢ネットワークを活用した教育支援」、「ｅラーニングを活用した授業支援｣、｢コ

ンテンツを活用したわかる授業の展開｣、「メディア社会を生き抜く力を育成する

メディア・リテラシー教育」の４つの研究テーマを設定した。各研究テーマの目的

は、基礎学力の定着や学ぶ意欲の向上など教育の基本を軸に、日常的な教育活動で

活用できる具体的で実践的な教材や教授法を開発し、提案しようとするものである。

各テーマについての研究目的、研究経過、研究成果と今後の課題・提案・展望等を

報告する。 
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はじめに 

文部科学省は、２００５年度でいわゆる「e-Japan 戦略」が終結するのに伴い、新たな

政府戦略策定に向けての目指すべき方向性及び具体的な施策の基本的な考え方として「ポ

スト２００５」をまとめた(平成１７年１０月２４日)。その中で、今後の学校教育の情報

化に関して、目指すべき方向性として、我が国が最先端のＩＴ国家であり続け、新しいＩ

Ｔ社会の開拓者となることを目指し、学校教育の情報化を推進し、速やかにＩＴ環境の整

備を行い、教員のＩＴ指導力の向上及びＩＴ教育の更なる充実を図ること、また、校務の

情報化を促進し、学校運営の効率化等ＩＴの多面的な活用を促進することをあげている。 

具体的には、ＩＴ教育の充実のため、小中高等学校全体を通じた情報活用能力の育成を

図るとともに、教科指導における学力向上のためのＩＴ活用として、児童生徒の学習に対

する興味・関心を高め、理解を深めたり、個に応じた学習を支援することを求めている。

さらに、情報社会の進展に伴う課題への対応として、インターネット等の利用に起因した

トラブルや、インターネット上で人格形成に悪影響を及ぼすおそれのある有害情報が増え

ている現状を踏まえ、学校において「情報社会で適正な活動を行うための基となる考え方

と態度」を育成する情報モラル教育の充実を図ることを求めている。 

 また、『「ＩＣＴ政策大網」「ユビキタスネット社会の実現へ向けて」総務省』、「情報技術

（ＩＴ）」から「情報通信技術（ＩＣＴ）」へと呼称の変更など、現代の情報化社会は更な

る転換期を迎えている。また、平成１７年が目標年次であった「ｅ－Ｊａｐａｎ構想」は「ｕ

－Ｊａｐａｎ構想」として、目標年次を平成２２年に延長された。このような現代の情報

化社会の進展に、学校教育の果たす役割は大きい。 

このような要請を踏まえ、教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究を行い、

その学習活動の実践を通じて、多様な教育活動の創造、児童生徒の情報活用能力の向上と

ともに、わかる授業の推進を図る調査研究を行う。 

 

研究の進め方・内容について 

 研究体制は、高等学校４校、特別支援学校１校の研究協力校、及び、小学校３校、中学

校２校、高等学校４校、特別支援学校１校からの研究協力委員からなっている。具体的な

研究テーマは、｢ネットワークを活用した教育支援」、「ｅラーニングを活用した授業支援｣、

｢コンテンツを活用したわかる授業の展開｣、「メディア社会を生き抜く力を育成するメディ

ア・リテラシー教育」である。それぞれのテーマについて実践的な開発研究を行った。 

研究主旨、課題設定理由(何を明らかにしたいか)、研究仮説、これまでの研究経過・先

行研究からの課題、研究目標、研究の必要性、各学校の研究、成果と課題、提案・展望を

報告していくこととする。 

 また、研究を進めるにあたり、以下の点に留意した。従来教育のＩＣＴ化に関する研究

報告が、“どのような授業が行われたか”の実践報告のみで止まるものが多い。各学校の教

育的課題の解決を図る具体的な手引きとなる報告は少ない。そこで、教育的課題の手続き

とその解決方法を明示することによって教育現場でのＩＣＴの活用は一層促進されるとと

らえ、各学校で取り組むにあたっての教育的課題の解決が図れる手引きとなる研究報告書

の作成に努めた。 
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１章 調査研究にあたって 
 

１ 研究主題・趣旨 

  『研究主題：教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究開発』 (２ヵ年計画)  

平成 18 年度、新たに｢新彩の国情報化推進計画｣が策定された。その中で、学校教

育において、「すべての学級のあらゆる授業でのＩＴ活用」による「わかる授業」を

行うことが明示されている。 

 そこで、県立総合教育センターでは、コンピュータ新システムを活用した新しい授

業支援、異校種間の連携の推進（ビデオ会議システム利用）、コンテンツを用いた授

業活用モデルの提示、ｅラーニング等を活用した学習についての調査研究を行うこと

とした。 

また、後述する調査研究協力委員会で行った実態調査から①校務の情報化を進める

に当たっては、セキュリティ面での課題を解決した上で取り組むこと。また、情報化

の必要性を教員一人ひとりが理解することが必要であること。②手軽に使えるコンテ

ンツを用意し、提供することが必要であること。③情報モラル教育の重要性を広め、

小中高の各発達段階に応じた指導を行う必要があること。④教員へ情報モラル教育の

指導についての研修を行う必要があること。などの課題が明らかになった。 

また、ｅ－ｊａｐａｎ重点計画２００４により、平成１７年度までには普通教室に

１台ずつパソコンが整備されることを目指している。さらに埼玉県では、ＩＴを活用

して指導できる教員の平成１８年度中にほぼ１００％にすることを目標に、総合教育

センターで研修を行うなど様々な施策を講じている。また、平成１７年度に総合教育

センターのコンピュータシステムの更新があり学校支援システムが構築された。これ

は、授業等で活用できるＩＣＴ(Information and Communication Technology)機能

を提供するシステムである。 

これらを踏まえて、以下のように研究を進める。 

具体的には、 

(1) 小中高等学校の各発達段階を通した体系的な情報活用能力の育成を図るため、

ネットワーク機能を活用した新しい授業支援体制の研究 

(2) 児童生徒の学習に対する興味・関心を高め、理解を深める授業を支援するため

のデジタルコンテンツの整備・管理や効果的な活用方法の研究 

(3) 個に応じた学習を支援するために、教科指導におけるＩＴ活用を推進し、e ラ

ーニングを新しい授業支援と位置づけた。自主的に学習できるシステムの運用と

その効果についての研究 

(4) 児童生徒が、情報の利用に関する正しい知識や能力の育成を図る教育に関する

研究、情報化社会で適正な活動を行うための基となる考え方と態度の育成を目的

としたメディア・リテラシー教育の研究 
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２ 県立総合教育センター学校支援システムの概要    

 

学校支援システムとは、県立総合教育センターが、埼玉県下の公立小・中・高等学

校・特別支援教育諸学校（１２７８校）とその教員、約３６,０００名を対象に、授業

等で活用できるＩＣＴ機能を提供するものである。 

  具体的には埼玉県公立学校の教員方、総合教育センター等を１つのグループウェア

機能を用いて結ぶことで、ＩＣＴを活用した授業の実践や、教員同士での情報共有な

ど、教育の情報化を支援するためのシステムである。 

 

学校支援システムが提供するサービスは以下のとおりである。利用申請することで、

学校は勿論、インターネットにつながる環境であれば自宅のパソコンからでも利用が

可能になる。 

 

サービス 機   能  

コミュニケーション機能 県下１,４００校と教員約４３,０００名を対象にグループウェア機能を提供

し、電子メール等を用いて相互の情報交換を可能にする。 

ビデオ会議機能 パソコンと CCD カメラによりインターネット経由によるビデオ会議機能を提供

する。（対象は埼玉県下１,４００校・教員約４３,０００名） 

教育コンテンツ 

データベース機能 

当センター所有及び IPA の教育用コンテンツをインターネット上で提供すると

ともにコンテンツの収集・登録を行うことを可能にする。 

ｅラーニング機能 アプリケーションソフト（ワード、エクセル、パワーポイント、アクセス）の

自学自習教材を提供する。 

カリキュラムコンサル 

ティング機能 

教科指導に関する質問や相談にインターネット経由で回答する。 

（対象は埼玉県下の教員約４３,０００名） 

研修に関わるコンサル 

ティング機能 

当センター研修受講後の質問や相談にインターネット経由で回答する。 

※本システムは、いわゆるテレビ会議の機能に加えて録画機能もあるのでビデオ会議と表現する。 

 

総合教育センターコンピュータシステム   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 立 学

校間ネッ

ト ワ ー ク
 

 研 修 受 講
ネットワークシステムネットワークシステム   市町村立学校  

家

イ ン タ ー  

ネ ッ ト  

学学校校支支援援  
シシスステテムム   

研研修修  
シシスステテムム   

･ コ ン ピ ュ ー
タ 講 義 ･ 演
習 室  

･ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン サ
ー ビ ス  

･大 研 修 室 等  ･ カ リ キ ュ ラ
ム コ ン サ ル
テ ィ ン グ 機
能  

･各 研 修 室  
･ 教 育 情 報 配

信 機 能 (ｲ ﾝ ﾄ
ﾗﾈｯﾄ)

･教 育 情 報 コ ン テ ン ツ DB 機 能  
･e ラーニング機 能  
･教 育 情 報 配 信 機 能 (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ) 
･資 料 室 検 索 ･管 理 機 能  
･シ ス テ ム 管 理 ･運 営 機 能 (職 員 用 )
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３ 県立学校間ネットワークの概要 

   県立学校間ネットワークは、県立学校の高速インターネット接続環境を実現するた

め、すべての県立学校を光ファイバーで接続し、すべての県立学校は、拠点となるデ

ータセンター（県立総合教育センター深谷支所）を経由してインターネットに接続さ

れるネットワークである。 

   インターネットのサーバはデータセンターに設置し、一元的に運用管理する。 

 これにより、有害・違法情報の排除（ＵＲＬフィルタリング）、セキュリティの確

保、学校間での教育情報の共有化、ネットワーク管理の効率化、学校のネットワーク

管理等に関する負担軽減、学校間コミュニケーションの推進を図る。 

 

 (1) 県立学校間ネットワークの全体構成 

  

インターネット 

教育委員会 
  

   
  

  

通信事業者設備：光ファイバー網
 

  

県立学校   

    

県立総合教育センター 
  

深谷支所 
 

拠点システム

 

 

 

県立学校 

 

県立学校 

  

県立学校   

30Mbps
 

400Mbp

s

 

10Mbps 
  10Mbps   

10Mbps
 

10Mbps
 

10Mbps
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(2) 県立学校間ネットワークの主な機能 

 

No 機         能  備    考 

１ 

ホームページ公開機能 

（校内用） 

校内に限定して、ホームページを公開することができる。

生徒が授業で作成したホームページや、学校内の掲示板的

に活用することができる。 

２ 
電子メール機能 電子メールの送受信ができる。すべての県立学校生に電子

メールアドレスを付与することができる。 

３ 
メーリングリスト機能 

（校内用） 

校内の利用者に限定して、電子メールの一斉送信ができる。
Ⅰ 

４ 

グループウェア機能 

（校内用） 

校内の利用者に限定した電子会議室、チャット、掲示板な

どの機能により、クラス・班・部活などグループごとによ

る協同作業を支援する。 

５ 

ホームページ公開機能 

（イントラネット用） 

イントラネット内に限定して、ホームページを公開するこ

とができる。 

６ 

グループウェア機能 

（イントラネット用） 

 

イントラネット内に限定した電子会議室、チャット、掲示

板などの機能により、学校間のグループによる協同作業を

支援する。 

７ 

ビデオ会議機能 

（イントラネット用） 

コンピュータを使用せず、液晶プロジェクタやテレビに接

続することができ、イントラネット内に限定して、大画面

でのビデオ会議を行うことができる。 

Ⅱ 

８ 

音声・動画像蓄積配信機能

（イントラネット用） 

 

すべての県立学校に、同時に音声及び動画像を配信するこ

とができる。 

大学教授・各業界のスペシャリストによる特別講義などを、

一斉に配信することができる。 

９ 

ホームページ公開機能 

（インターネット用） 

インターネットに、ホームページを公開することができる。

学校の情報を広く社会・家庭に向けて発信することができ

る。 

１０ 
メーリングリスト機能 

（インターネット用） 

電子メールの一斉送信ができる。 

 

１１ 
検索機能 

（インターネット用） 

埼玉県の教育用ポータルサイト（インターネットの入り口）

として構築することができる。 

１２ 
ビデオ会議機能 

（インターネット用） 

コンピュータを使った小画面のビデオ会議ができる。 

 

Ⅲ 

１３ 

教育用マルチメディア 

コンテンツ配信機能 

（インターネット用） 

児童生徒のための優良な教育用コンテンツを収集し、提供

することができる。 

 

    ※ Ⅰ校内用     Ⅱイントラ用     Ⅲインターネット用 
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４ 調査研究に関するアンケートのまとめ 

 （１）平成１７年度実施アンケート分析、課題（アンケート内容は、Ｐ148 を参照） 

・調査人数 小・中・高教員 １３２名。 

・内容は、主に「校務の情報化」と「活用状況」及び「情報モラル教育」について。 

校務の情報化をもっと進めるべき

いいえ
14%

どちらと
もいえな

い
36%

はい
50%

情報の共有化の必要性を

はい
65%

どちらと
もいえな

い
22%

いいえ
13%

     

コンテンツを活用したことがあ
る

はい
65%

いいえ
35%

児童生徒にモラル教育は必要か

どちらと
もいえな

い
8%

はい
90%

いいえ
2%

 

 

教員にモラル教育は必要かどちらと
もいえな

い
15%

いいえ
7%

はい
78%

児童生徒にメディアリテラシー教育は
必要かどちらと

もいえな
い
11%

いいえ
4%

はい
85%
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アンケート分析 

①「校務の情報化」については、進めるべきと考えている人は、「共有化も必要」と感じてい

る教員が多い。それと同時に「セキュリティ面」の不安も挙げている。また、情報の共有

化の必要性ついては 

・各分掌で抱えている情報を共有することで指導もしやすくなる。 

・ データのデジタル化により事務処理の効率化が図れる。などを挙げられている。 

 

②「授業でのコンテンツ」の活用であるが、約３分の１が活用していない現状にある。 

 

③「情報モラル教育の必要性」であるが、多くの教員が危機感を持っていると思われた。グ

ラフからもわかるように、ほとんどの教員が情報モラル教育を必要と感じている。 

具体的には 

・テレビや新聞等で報じられたニュースを見て。 

・子どもたちの方がメールやネットに触れることが多くなっているから。 

・インターネットやメール等で現実に犯罪に巻き込まれている児童生徒がいるので。 

・著作権、セキュリティ、個人情報関連に不安を感じた。 

・調べ学習において、生徒はどのサイトからも同じように情報を引き出し、レポートに書

くが、根拠のあるサイトなのかどうかには全く関心が向かない。鵜呑みにする。 

・フィルターがかけてあっても生徒は工夫して不適切なサイトを見てしまう。 

・情報モラル自体がよくわからない。 

などの意見が多かった。 

「メディア・リテラシー教育」についても、必要性を感じている教員が多い。 

具体的には 

・生活の中にこれだけ情報があふれている時代において欠くことのできない能力であると

考える。 

・生活の一部になっているから。 

・インターネットでの架空請求等、様々な問題が起こっている中、早急に対応する必要が

ある。 

・何でもＯＫではなく……ということを理解させたい。 

・進路選択の際、インターネットを検索し、それを簡単に信じてしまっている。インター

ネットを絶対視する傾向がある。 

・情報に左右されないようにさせたい。 

・活用の中からの育成がいいのではないでしょうか。 

・特に、影の部分についても理解させる必要。 

・調べ学習にもインターネットを使用しても調べられない生徒が多い。適切な使い方を指

導すべきだと考えます。 

などの意見が多く出され、その必要性は十分意識されている。 

 

④「教員自身への情報モラル教育」の必要性についてであるが、次のような意見が出された。 

・十分身に付けている人とパソコン関連には全くさわらない人の差が大きいので画一的な

    調査研究に関するアンケートのまとめ 
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研修は実施するのが難しいと思うから。 

・情報モラルの指導といっても何をどんなふうに指導していったらいいかわからない人が

いる。 

・何をどのように教えたらいいのか、範囲が広すぎてわからない。 

・個人情報保護や匿名などの投書などを気軽に行ってしまうので。 

 

【課題】 

以上の結果から、次のような点が今後の課題になるのではないかと考えた。 

 ①校務の情報化を進めるに当たっては、セキュリティ面の課題を解決した上で取り組む。

また、情報化の必要性を教員一人ひとりに理解させることが必要である。 

②手軽に使えるコンテンツを用意し、提供することが必要である。 

③情報モラル教育の必要性を広め、小中高の発達段階に応じた指導を行う必要がある。 

④教員に対するモラル教育の指導についての研修を行う必要がある。 

     
 以上のアンケート結果を参考にし、平成１７年度の研究を行った。 

 

（２）平成１８年度実施アンケート分析、課題（アンケート内容は、Ｐ150 を参照） 

平成１８年度は、昨年度の研究結果から、新たに教職員のＩＣＴ活用意識と活用の現状・情報

教育の推進状況をつかむために、アンケートを実施した（調査人数 小・中・高教員 ９４名）。 

内容は、主に「インフラが整備されることの学校教育への影響」と「教員のＩＣＴ指導力の必

要性」及び「学校支援システムの活用」「校務へのＩＣＴ活用」「情報リテラシー」についてであ

る。その目的は、「教育の情報化」が進まない原因はどこにあると考えるのか、また、児童生徒の

授業にあたっている教員が、何に不安をもっているのか、どう環境が変わることを期待している

のかを探り、「教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究開発」に係る調査研究への課題

をより明確にして取り組むためである。 

    

アンケートの結果から、次のようなことがわかった。  

 アンケート分析 

図１

学校教育への影響

授業へのＩ
ＣＴ活用が
増える
28%

その他
5%

わからな
い
3%

大きくは変
わらない

12%

校務の情
報化が進

む
52%

① ＩＴ新改革戦略には、２０１０年までに教員

一人に一台のコンピュータが配布されること

が記されている。このような「インフラが整

備されることの学校教育への影響」について

は、校務の情報化が進むことへの期待が読み

取れる。一方、授業への活用促進は、低かっ

た。（図１）意見の中に「すでに、ほとんどの

職員が個人的にパソコンを所有しているが、

コンピュータを授業に生かしている場面が見

られないし、ファイルの共有化もあまり進ん

でいないので、校務上もさほどの変化は見られないと思う。高校のように、LAN の

システムを導入すれば変わるかもしれない」というものがあった。 
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・「ＩＣＴ活用」と「確かな学力」は別個のもので、無関係と

思う。 

・児童一人ひとりの進度などがわかるようになり、個に応じ

た指導ができる。 

・どこでも学習ができるようになる。「確かな学力」について

よくわからないが、あまり効果がないと思う。 

・関心、意欲の増大や、わかりやすい授業につながっていく

と思う。 

教育の中でＩＣＴ活用が増えていくことによる確か

な学力の育成への効果は？（回答者の意見） 

図２ 

教員のＩＣＴ指導力は必要か

はい
53%

いいえ
23%

わからな
い
24%

図３―１ 

授業で学校支援システムの機能を使っ
たか

ない
64%

ある
28%

知らない
8%

一方で「教員のＩＣＴ指導力の向上はこれ

からの学校教育に必要だ」と考えている教員

は、半数を超えていた。 

やらなければならないことと情報環境が

使いやすいものになっていない現状とのギ

ャップに不安を持っていると考えられる。 

研修会も「教育用コンテンツの作成，活用

研修」ならば参加したいという声が多かった。 

②  授業の中で県立総合教育センター

「学校支援システム」の機能を活用し

たことがあった教員は、２８％であっ

た。平成１８年４月からの本格稼働し

たことを考えると、もう少し普及を図

りたいと思う。しかし、学校支援シス

テムが教員支援のためのシステムで

あり、授業支援を目的としていない以

上、事例が少ないことも仕方のないこ

とだといえる。また、自分の研修に学

校支援システムを使うことが少ない

ということもわかった。これは、まだ

まだ学校支援システムの機能自体が

周知されていない現れだろう。（図3

-1･3-2）  

図３―２

自分の研修に学校支援システ
ムを活用したか

ある
39%

ない
61%

図４ 

校務の情報化は進んだか

データベース
化
6%

ペーパーレ
ス化
12%

ネットワーク
機能の活用

1%

教務事務・
管理
81%

授 業 へ の 活 用 と い う 面 か ら 考 え る

と、やはり「環境」の不十分さをあげ

る声声が多かった。今後、普通教室へ

の Ｌ Ａ Ｎ の 整 備 や プ ロ ジ ェ ク タ の 常

設が進むことを期待したい。 
③ 校務への活用では、やはり「教務事

務及び児童生徒のデータ管理」を行

うことが進んできたことがわかる。 

    調査研究に関するアンケートのまとめ 
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しかし、「少ない台数・セキュリティ面」などの問題をクリアできずにいる

実態も浮かんできた。校内及びネットワークのガイドラインを整備し、予算の

確保などの対応が必要と思われる。(図４)しかしながら、予算面などは学校現

場だけではどうにもならない点もあるのも事実である。 

④  情報教育の推進を見ると、「情報活

用の実践力」は進んでいると答えた教員

が多かった。また、情報社会に参画する

態度も予想した以上に進んでいた。（図

5-1･5-2･5-3）  

図５－１

情報活用の実践力

進んでい
ない
22%

進んでい
る

78%

ただし、情報化社会に必要と考える教

育という面では様々な内容が必要とさ

れている。どれも欠くことができないと

いう意識の中で多すぎてどこから始め

たらいいのか戸惑っているという意見

もあった。（図６） 
 

図５－２ 

情報の科学的な理解

進んでいな
い
64%

進んでいる
36%

図５－３

情報社会に参画する態度

進んでい
ない
47%

進んでい
る
53%

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒に必要な教育は

肖像権
8%

著作権
10%情報の信頼性と

有害情報
16%

その他
2%

個人情報
12%

ネットワーク犯罪
10%

不正アクセス
5%

コンピュータウイ
ルス
5%

健康上の問題
4%

ネットワーク上の
エチケット

13%

人権・プライバ
シー
15%

図６ 
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【課題】 

以上の結果から次のような点が今後の課題となると考えた。 

①授業に活用できる有用なコンテンツを活用した授業の実践とその検証結果をできるだけ

多くの教員に広めていく必要がある。 

②県立総合教育センターの学校支援システム機能の紹介を、実践例を含めて普及していく

必要がある。 

③セキュリティポリシー等すでに整備されていると考えるが、より安心して情報機器を使

える環境整備を推進する。そのため、利用形態の実例を紹介していく必要がある。 

④メディア･リテラシー教育の在り方を提示する必要がある。 

    このアンケート結果を、２年目の研究の視点の一つに取り入れ進めていった。 

    調査研究に関するアンケートのまとめ 
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２章  ｅラーニングを活用した授業支援  
 
研究概要 

県立総合教育センターにおける今までのｅラーニング研究の流れを表すと 

・教員を対象とした既存ｅラーニング教材を活用した研究 

・既存ｅラーニング教材を生徒の学習に活用した研究（高等学校での実践） 

          ↓ 

・作成コンテンツを児童生徒の学習に活用した研究（小学校・高等学校での実践）となる。 

３校の共同研究からスタートした小学校のｅラーニング活用は、一人の教員が作成した教材を複数

校で活用した。しかし、一つの教材を複数学年で活用するよりも、内容・対象を明確にして進めた方

がより効果を検証できると考えて研究を進めた。また、高等学校では自宅での学習に対するオンライ

ンサポートの在り方を探った。 

 

はじめに 

 

これまでに授業の様々な場面でＩＣＴの活用が図られてきたが、「すべての学級のあら

ゆる授業でＩＣＴを活用」するところまでには至っていないのが現状である。   
授業でＩＣＴを利用した学習を効果的にするには、(1)児童生徒の学習状況に応じた教

材であること (2)学習過程の中に位置付けられた活用であること (3)児童生徒の学習状況

の評価をしていることの３項目に留意することが大切であると考える。この３項目に留

意しつつ、ＩＣＴを利用した学習の効果を評価していくことが、学校現場における実践

研究であろう。  
ｅラーニングには、教室で学習を行う場合と比べて、「遠隔地にも教育を提供できる点

や、ＩＣＴならではの教材が利用できる点」などの特徴があると考えている。広い意味

でのｅラーニングには、ビデオ会議やコンテンツ配信等ネットワーク上を活用した教育

が含まれる。狭い意味でのｅラーニングには、非同期型ｅラーニングが該当する。本研

究では、富士通の「 Internet Navigware V8.0」教材作成キットを使用するが、本ソフ

トは、非同期型ｅラーニングのオーサリングソフトである。  
また、最近では、ＷＢＴ（Web Based Training）  という言葉も出てくるようになっ

たが、それは、一般に広い意味でのｅラーニングといえよう。ＷＢＴの観点から、時間

や場所に制限されない学習者への支援方法について、本研究で検討することにした。  
 

１  研究の趣旨・目的 

 

 過去の実践報告を展望すると、ＣＡＩを授業で用いて効果的であったという報告はさ

れているが、ｅラーニングについては、小・中・高等学校のいずれでも実践研究は少な

いようである。  
先行研究には、福島大学生涯学習教育研究センターの一般市民を対象とした e ラーニ

ングのあり方についての研究開発や香川県教育センターの教員や児童生徒が「いつでも」

「どこでも」学習できる「ｅラーニング」サービスなどがある。また、企業の社内研修
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でも用いられているほか、英会話学校などがインターネットを通じて教育サービスを提

供している例などもある。このように、ｅラーニングについての研究は、近年行われて

きているが、学校教育におけるｅラーニングの授業実践は、未だ十分に行われておらず、

現場における教育的効果の報告は少ない。  
そこで今回の研究にあたっては次のように仮説を立てた。  
・ｅラーニングは、教材および指導方法が適切であれば、授業を効果的に進められる

新しい学習支援システムの一つになるだろう。  
そして、明らかにすべきこととして次のような実践的課題を立てた。  
・ｅラーニングの導入はどんな効果を学習者に与えるか  
・ｅラーニングを導入するときの学習者への教育支援はどうあるべきか  
・ｅラーニング活用上での現実的な問題は何か  

 
２  ｅラーニングを活用した授業展開と教材作成の取組 

 

（１） ｅラーニングを用いた教育に関する３つの達成目標への取組  
 
実 践 報 告 １  秩 父 市 立 影 森 小 学 校 ・ 本 庄 市 立 本 庄 東 小 学 校 ・ 熊 谷 市 立 熊 谷 西 小 学 校  

１  目 的  

(1)個 別 学 習 さ せ る こ と に よ り 、 学 習 意 欲 を 向 上 さ せ る の に 効 果 的 か 検 証 す る 。  

(2)児 童 一 人 ひ と り の 達 成 度 を 把 握 す る の に 有 効 か 検 証 す る 。  

(3)ア ン ケ ー ト 調 査 等 を 実 施 し て ｅ ラ ー ニ ン グ 活 用 に お け る 効 果 を 検 証 す る 。  

２  内 容  

（ １ ） 概 要  

平 成 １ ７ 年 度 の 結 果 か ら 、 遠 隔 地 に お い て も ｅ ラ ー ニ ン グ に よ っ て ほ ぼ 教 室 内 と 同 一 の

授 業 が 展 開 で き る こ と が 明 ら か と な っ た 。 し か し 、 小 学 校 の 学 年 構 成 か ら 考 え る と １ 年 生

か ら ６ 年 生 で は 発 達 段 階 に 相 当 の 開 き が あ り 、 単 一 の 教 材 で は 、 す べ て の 学 年 で 活 用 す る

こ と は 難 し い と い う こ と が 課 題 と な っ た 。 そ こ で 、 今 年 度 、 ど の 学 年 の 児 童 に 学 習 を さ せ

る の か と い う 内 容・対 象 を 明 確 に し て ｅ ラ ー ニ ン グ を 構 築 し て い く こ と が 重 要 だ と 考 え た 。

こ の こ と を ふ ま え て 、 学 年 の 発 達 段 階 を 意 識 し て 、 学 年 ご と に こ れ だ け は 確 実 に 身 に つ け

て ほ し い と 埼 玉 県 が 全 県 を あ げ て 取 り 組 ん で い る 「 教 育 に 関 す る 3 つ の 達 成 目 標 」 に つ い

て の ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 を 作 成 し 実 践 す る こ と に し た 。 

（ ２ ） 研 究 の 過 程  

ア  平 成 １ ７ 年 度 の 取 り 組 み と 検 証 

【 実 践 】  

平 成 １ ４ 年 か ら 平 成 １ ６ 年 に 熊 谷 市 立 籠 原 小 学 校 で 、 さ ら に 平 成 17 年 か ら 熊 谷 市 立 熊 谷

西 小 学 校 で 、 小 学 ３ ・ ４ 年 生 対 象 に 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に 行 わ れ て い る 情 報 モ ラ ル 教 材 「 学

校 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」（ ８ 時 間 扱 い ） を 1 時 間 分 の 授 業 と し て ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 に 作 成

し な お し た 。 平 成 １ ７ 年 度 に は 、 本 教 材 を 使 っ て 、 遠 隔 地 の 小 学 校 で 学 習 を 実 施 し て み た 。

ロ グ イ ン か ら 学 習 ま で 定 着 度 等 を 見 な が ら 、 ｅ ラ ー ニ ン グ の 可 能 性 と 効 果 を 検 証 す る こ と と

実践報告 秩父市立影森小学校・本庄市立本庄東小学校・熊谷市立熊谷西小学校  
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し た 。   

本 教 材 は テ キ ス ト と プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 か ら な る が 、そ れ を そ の ま ま 掲 載 し た だ け で

ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 と す る の は 、 好 ま し く な い 。 な ぜ な ら 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 に 作 ら れ た

資 料 は 、 あ く ま で も 、 講 義 の 補 助 、 補 足 用 に つ く ら れ た も の で あ り 、 そ の ま ま 児 童 に あ た え

る に は 無 理 が あ る と 考 え た 。 そ こ で 、 担 当 教 員 な し に 既 存 教 材 を 児 童 に 提 示 し た と き の 評 価

テ ス ト の 平 均 点 を 調 べ た と こ ろ 以 下 の よ う に な っ た 。  

授 業 形 態  平 均 点     考    察  

１  テ キ ス ト を 読 ま せ る  ８ ２ 点 た だ 読 ま せ て い る だ け で は 、 重 要 な ポ イ ン ト が

伝 え ら れ な い こ と が わ か っ た 。  

２  テ キ ス ト を 授 業 で 一 斉 よ

み  

９ ３ 点 一 斉 音 読 で も 、 復 唱 す る 活 動 の 効 果 が あ る と 感

じ ら れ た 。  

３  パ ワ ー ポ イ ン ト 資 料 の み  ８ １ 点 必 要 な 説 明 が 入 っ て お ら ず 、 通 過 率 が 悪 か っ

た 。 た だ ク リ ッ ク し て い る だ け の 児 童 も い た 。

（ 平 成 １ ７ 年 調 査  熊 谷 市 立 熊 谷 西 小 学 校 調 査 人 数 ３ ３ 人   

個 別 学 習 に よ る 評 価  学 科 １ 評 価 テ ス ト  5 年 生 ） 

① 検 証 の 過 程  事 前 ア ン ケ ー ト  

ま ず 、児 童 に 日 常 生 活 の 中 で イ ン タ ー ネ ッ ト や メ ー ル に ど の 程 度 ふ れ て い る か を 調 査 し

実 態 を 把 握 し た 。  

質 問 １  イ ン タ ー ネ ッ ト を ど の く ら い 利 用 し ま す か  

・ 週 ３ 回 以 上   １ 名 （ 家 で ）   

・ 週 に １ ， ２ 回 程 度   ６ 名 （ 家 で ）  

・ ほ と ん ど 利 用 し な い   １ ９ 名  

質 問 ２  イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て い て 何 か 困 っ た こ と は あ り ま す か  

・ あ る    １ 名  次 々 に ク リ ッ ク し て い く と 途 中 で わ か ら な く な っ て く る 。  

・ な い   ２ ５ 名  特 に 困 っ た こ と は な い 。  

質 問 ３  メ ー ル は し ま す か  

・ す る    １ 名       

・ し な い  ２ ５ 名  

質 問 ４  メ ー ル を し て い て 何 か 困 っ た こ と は あ り ま す か  

・ な い  ２ ５ 名  

・ あ る   １ 名  

以 上 の 結 果 か ら 、本 学 級 の 児 童 は 学 校 で の 調 べ 学 習 な ど で は イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ た こ

と が あ る が 、普 段 の 日 常 生 活 の 中 で は ほ と ん ど イ ン タ ー ネ ッ ト や メ ー ル に 触 れ て い な い こ

と 、 気 を つ け な け れ ば な ら な い こ と は よ く わ か っ て い な い こ と が わ か っ た 。  

② 授 業 実 践  

学 校 の コ ン ピ ュ ー タ 室 に お い て 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の Web ペ ー ジ に ア ク セ ス し 、 学

校 支 援 シ ス テ ム ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」 を 児 童 に 閲 覧 さ せ 、イ ン タ ー

ネ ッ ト の 基 礎 知 識 や 留 意 点 な ど に つ い て の 学 習 を 行 っ た 。  

③ ｅ ラ ー ニ ン グ と 授 業 ス タ イ ル で 行 っ た 時 の 確 認 テ ス ト の 比 較  

イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 を 学 習 し た 後 で 、そ の 内 容 が 定 着 し た か を 把 握 す る た め 確 認 テ ス
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ト を 行 っ た 。授 業 ス タ イ ル で 行 っ た も の と 比 べ て も 若 干 低 い も の の 大 き く 劣 る こ と は な か

っ た 。  

確 認 テ ス ト の 正 答 率  （   ） は 教 師 授 業 で 行 っ た 場 合   

問 題  １   92％  （ 100％ ）     問 題  ２  100％  (100％ ) 

問 題  ３   73％  （  83％ ）    問 題  ４   96％  (100％ ) 

問 題  ５   88％  （  92％ ）     問 題  ６   76％  （  78％ ）  

問 題  ７  100％  （ 100％ ）     問 題  ８  100％  (100％ ) 

問 題  ９   96％  （ 100％ ）    問 題 10  88％  （  89％ ）  

（ 詳 し く は 、 平 成 １ ７ 年 度 調 査 研 究 報 告 書 を 参 照 ）  

 

イ 平成１８年度の取組と検証 

① Ｉ Ｄ の 登 録  

学 校 支 援 シ ス テ ム の e ラ ー ニ ン グ の 学 習

を 活 用 し て ｅ ラ ー ニ ン グ を 行 う た め に は ま

ず 登 録 申 請 を 行 う 必 要 が あ る 。 児 童 用 の Ｉ

Ｄ の 登 録 に は 、 「 Ｃ Ｓ Ｖ フ ァ イ ル 」 を 用 い

て 一 括 で 申 請 し た 。 ク ラ ス 全 員 （ ３ ４ 人 ）

の Ｉ Ｄ と Ｐ Ｓ Ｗ （ パ ス ワ ー ド ） を も ら う 。

Ｉ Ｄ は こ ち ら の 希 望 す る も の を も ら え る が 、

パ ス ワ ー ド は 数 字 と ア ル フ ァ ベ ッ ト （ 大 文

字 ・ 小 文 字 ） と の ラ ン ダ ム な 組 み 合 わ せ が

配 布 さ れ る 。 小 学 生 ３ 年 生 の 児 童 に と っ て

は 大 文 字 小 文 字 を 含 む ア ル フ ァ ベ ッ ト の パ

ス ワ ー ド に よ る ロ グ イ ン が や や 困 難 で あ る 。 な ぜ な ら 、 パ ス ワ ー ド は 入 力 す る 際 に「 ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ 」（ 隠 さ れ て し ま う ） と だ け 表 記 さ れ る の で 、 小 学 生 で は パ ス ワ ー ド の 入 力 時 に

確 認 が で き な い た め ミ ス を し て し ま う こ と が 多 い か ら で あ る 。そ こ で 教 員 が 事 前 に 全 員 の

Ｉ Ｄ と パ ス ワ ー ド で ロ グ イ ン し 、 パ ス ワ ー ド を 数 字 だ け に 変 更 す る 作 業 を し た 。 そ し て 、

変 更 し た パ ス ワ ー ド で 担 任 が 再 度 ロ グ イ ン し て 、 接 続 を 確 認 し て か ら 実 践 を 行 っ た 。  

② 教 材 の 作 成  

小 学 校 ３ 年 生 を 対 象 と し た「 ３ け た の た し 算 と ひ き 算 」「 わ り 算 や あ ま り の あ る わ り 算 」

「 １ ０ 倍 、１ ０ ０ 倍 し た 数 や １ ０ で わ っ た 数 」な

ど を 中 心 に「 教 育 に 関 す る ３ つ の 達 成 目 標 」に 示

さ れ た 内 容 を す べ て 扱 う こ と に し た 。                     

                                  

ク リ ッ ク す る た び に ポ イ ン ト と な る こ と を 短

い 言 葉 で 説 明 し た 。ア ニ メ ー シ ョ ン 機 能 を 利 用 し

て ス モ ー ル ス テ ッ プ で 個 別 に 自 分 の ペ ー ス で 学

習 を 進 め ら れ る よ う に 教 材 を 作 成 し た 。ま た 、そ

の ペ ー ジ の 最 後 に は ま と め の 説 明 を 入 れ た 。  ３ け た の ひ き 算 の 教 材  
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③ ｅ ラ ー ニ ン グ の 実 践 授 業  

・ 日 時  平 成 １ ８ 年 １ １ 月   コ ン ピ ュ ー タ 教 室  

・ 対 象  ３ 年 ２ 組  ３ ４ 名  

は じ め に 、昨 年 度 成 果 を あ げ て い る ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材「 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」を 用 い

て ロ グ イ ン の 仕 方 や 学 校 支 援 シ ス テ ム の 基 本 的 な 操 作 方 法 を 確 認 し た 。教 師 用 の モ ニ タ ー

の 画 面 を 児 童 の モ ニ タ ー に 写 し 、ロ グ イ ン ま で の 操 作 方 法 を 示 し 、一 人 ひ と り が ロ グ イ ン

で き る よ う に 段 階 を お っ て 指 導 し た 。今 回 の 対 象 は 小 学 校 ３ 年 生 で あ る た め 、ま だ キ ー ボ

ー ド 操 作 に 不 慣 れ で な か な か ロ グ イ ン で き な い 児 童 も い た 。  

 

③ -Ⅰ  事 前 ア ン ケ ー ト の 実 施  

実 践 に あ た り 質 問 紙 に よ る ア ン ケ ー ト を 行 っ た 。日 常 生 活 に お い て イ ン タ ー ネ ッ ト を ど

れ く ら い 利 用 し て い る か と い う ア ン ケ ー ト に 、学 校 の 授 業 で の 調 べ 学 習 な ど の 他 に 、家 庭

で も よ く 利 用 し て い る と い う 児 童 が １ １ 名 お り 、ク ラ ス の 約 ３ 分 の １ を し め た 。小 学 校 ３

年 生 で も 日 常 生 活 に お い て イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て い る こ と が わ か っ た 。  

③ -Ⅱ  ｅ ラ ー ニ ン グ に よ る 学 習 の 様 子  

学 校 の コ ン ピ ュ ー タ 室 に お い て 総 合 教 育 セ ン タ ー の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ へ ア ク セ ス し 、学 校 支

援 シ ス テ ム の ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 「 ３ 年 算 数 」 を 個 別 学 習 し た 。 児 童 は 、自 分 の ペ ー ス で 画

面 に 向 か い 学 習 を 行 っ た 。 ク リ ッ ク し な が ら 画 面 を 進 め 「 教 育 に 関 す る ３ つ 達 成 目 標 」 の

３ 年 算 数 に 示 さ れ た 項 目 を 学 習 し 終 え た 。  

 

 

 

           

 

  

 

 

児 童 に よ る ｅ ラ ー ニ ン グ の 開 始  ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 「 ３ 年 算 数 」 の 学 習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教 材 「 10 倍 、 100 倍 し た 数  ｅ ラ ー ニ ン グ 「 確 認 テ ス ト 」 の 実 施  
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③ -Ⅲ  確 認 テ ス ト の 実 施  
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③ -Ⅳ  ｅ ラ ー ニ ン グ 実 践 後 の ア ン ケ ー ト 結 果  

問 １  教 室 で の い つ も の 授 業 と 比 べ て ｅ ラ ー ニ ン グ は ど う 感 じ ま し た か 。  

・ 自 分 の ペ ー ス で で き る の が よ か っ た （ １ ２ 名 ）      

・ コ ン ピ ュ ー タ の 使 い 方 な ど も が わ か る よ う に な る の で い い と 思 う （ ３ 名 ）  

問 ２  ｅ ラ ー ニ ン グ で の 確 認 テ ス ト は ど う 感 じ ま し た か  

・ す ぐ に 点 数 が わ か っ て い い （ ２ ２ 名 ）  

・ ぱ っ と 点 数 が で て く る の が 楽 し み （ ６ 名 ）  

・ ど れ だ け 身 に 付 い て い る の か が す ぐ に は っ き り し て い い （ １ 名 ）  

④ ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 を 活 用 し た 教 材 作 成 の 取 り 組 み と 授 業 展 開  

教 材 は テ ス ト 形 式 と し た 。 テ ス ト を 行

う 単 元 は 、 ６ 年 生 の 計 算 領 域 の 中 心 と も

言 え る 「 分 数 の 四 則 計 算 」 で あ る 。 左 表

の よ う に ８ つ の ス モ ー ル ス テ ッ プ を 行 い 、

児 童 は 全 部 の 問 題 の 合 格 を 目 指 す 。 解 答

方 法 は 三 者 択 一 と し た 。 合 格 点 を ８ ０ 点

と 設 定 し 到 達 で き な い 場 合 は 繰 り 返 し テ

ス ト を 行 う 。  

分 数 の た し 算 １  約 分 の な い 計 算  

分 数 の た し 算 ２  約 分 の あ る 計 算  

分 数 の ひ き 算 １  約 分 の な い 計 算  

分 数 の ひ き 算 ２  約 分 の あ る 計 算  

分 数 の か け 算 １  約 分 の な い 計 算  

分 数 の か け 算 ２  約 分 の あ る 計 算  

分 数 の わ り 算 １  約 分 の な い 計 算  

分 数 の わ り 算 ２  約 分 の あ る 計 算  

基 本 的 な 学 習 を 終 え た 後 に 、各 自 の 達 成 率 が

わ か る よ う に 確 認 テ ス ト を 行 っ た 。表 示 さ れ る

画 面 に そ っ て ク リ ッ ク し「 ３ 年 算 数 テ ス ト 」の

ペ ー ジ に 進 み 各 自 テ ス ト を 行 っ た 。  

 

 
分 数 の 四 則 計 算 の ８ つ の ス モ ー ル ス テ ッ プ  

 

 



 

 

右 図 は 実 際 の 問 題 で あ る が 、 分 数 を HTML と し て

入 力 す る の は 困 難 で あ っ た た め 問 題 、選 択 肢 と も す べ

て GIF の 画 像 を 作 成 し そ れ を 貼 り 付 け る こ と で 作 成 し

た 。  

ま た 、問 題 の 抽 出 は 児 童 が 使 っ て い る 教 科 書 か ら お

こ な っ た 。テ ス ト を 行 う 際 に は 筆 記 用 具 を 持 参 さ せ 計

算 を ま ず ノ ー ト に 行 い 、そ の 解 答 と 同 じ も の を 選 ぶ よ

う に 指 導 し た 。児 童 は チ ェ ッ ク ボ タ ン に は 慣 れ て お り 、

ス ム ー ズ に 解 答 を す る こ と が で き た 。  

 

学 習 の 形 態 と 学 習 方 法  

在 籍 児 童 の 人 数（ 学 習 者 ）が ３ ８ 名 、コ ン ピ ュ ー タ の 台 数 が ２ １ 台 の た め 、ク ラ ス を 半

分 に 分 け て 、 学 習 を 進 め た 。 学 習 時 間 は 朝 の 自 習 の 時 間 （ 水 曜 日 と 金 曜 日 ２ ０ 分 間 ） と し

た 。児 童 に は あ ら か じ め 、一 斉 に ロ グ イ ン ま で の 方 法 を 指 導 し 、 Ｉ Ｄ 、パ ス ワ ー ド を 全 員

に 配 布 し ロ グ イ ン や テ ス ト の 方 法 を 説 明 し た 。  

  

② Ｕ Ｒ Ｌ 入 力 の 省 略  

  ロ グ イ ン ペ ー ジ の シ ョ ー ト カ ッ ト を サ ー バ ー 上 に 置 き 、 入 力 を 省 略 し た 。  

児 童 は 入 力 が 非 常 に 安 易 に お こ な う こ と が で き る よ う に な っ た 。  

例  Ｉ Ｄ     ２ ０ ０ ６ ６ ４ ２ ７  

   パ ス ワ ー ド  ７ ２ ４ ６ ６ ０ ０ ２  

パ ス ワ ー ド は Ｉ Ｄ を 逆 か ら 読 ん だ も の と し た 。 こ れ に よ り 、  

ス ム ー ズ な ロ グ イ ン の た め の 工 夫  

学 習 時 間 が ２ ０ 分 間 と 限 ら れ て い る た め 、 短 時 間 で の ロ グ イ ン が 不 可 欠 で あ る 。  

① Ｉ Ｄ パ ス ワ ー ド の 工 夫  

セ ン タ ー か ら の パ ス ワ ー ド は 英 数 大 文 字 小 文 字 が 混 在 し て い る の で 小 学 生 に は な か な か 難 し

い 。 そ こ で 、 児 童 の パ ス ワ ー ド を 変 更 し 、 法 則 性 を 持 た せ た 。 Ｉ Ｄ は ２ ０ ０ ６ 年 度 ６ 年 ４ 組 の 出

席 番 号 と し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ -Ⅰ  県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー Ｈ Ｐ よ り 、 ワ ン ク リ ッ ク で 左 記 の ペ ー ジ に ロ グ イ ン す る 。  

パ ス ワ ー ド は 「 ユ ー ザ ー Ｉ Ｄ 」（ 見 え て い る ）

数 字 の 右 か ら 入 力 す る の で 、ミ ス が 最 小 限 に な

る 。  
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④ -Ⅱ  自 分 の 名 前 を 確 認 し て 「 受 講 」 を ク リ ッ ク  

 

 

 

 

④ -Ⅲ  コ ー ス 名 を 確 認 「 ６ 年 生 計 算 確 認 テ ス ト 」 し て ク リ ッ ク  

 

 

 

④ -Ⅳ  テ ス ト ボ タ ン を ク リ ッ ク し て テ ス ト を 開 始 す る 。  

 

 

 

時 間 の 経 過 は 画 面 の 右 上 で １ 分 ご と に カ ウ ン ト ダ ウ ン さ れ 、 随 時 確 認 が 可 能 。  

 

 

 

 

 

 

上 記 の よ う な 操 作 は 一 度 体 験 す れ ば す ぐ に マ ス タ ー で き る 。計 算 が 終 わ っ た 児 童 か ら チ

ェ ッ ク ボ ッ ク ス に 入 力 し 「 採 点 」 を お こ な っ た 。そ の 際 、 採 点 に 時 間 が か か る こ と や ハ ン

グ ア ッ プ し て し ま う コ ン ピ ュ ー タ が 数 台 で た り し て 困 っ た 。  

テ ス ト 時 間 は １ ０ 分 と い う 設 定 で あ っ た が 、１ ０ 分 を 過 ぎ て も 学 習 は で き る も の と し た 。 

学 習 者 一 人 ひ と り の 成 績 は 画 面 上 で 確 認 す る こ と が で き る 。全 体 と し て 苦 手 な 問 題 、そ

の 児 童 に と っ て つ ま ず い て い る と こ ろ が 判 断 で き た 。  

⑤  検 定 進 度 カ ー ド の 作 成  

学 習 者 は 小 学 生 な の で 、意 欲 の 持 続 に 工 夫 が 必 要 と

考 え た 。 そ こ で 、 児 童 一 人 ひ と り に 検 定 進 度 カ ー ド を

持 た せ て 、コ ン ピ ュ ー タ で 合 格 す る と 合 格 し た 日 を 記

入 し 教 員 に 提 出 さ せ る 。教 員 は そ れ を チ ェ ッ ク し て ま

た 児 童 に 返 す と い う 方 式 で 行 っ た 。  

こ の 検 定 進 度 カ ー ド が あ る と 、児 童 は 自 分 が ど こ ま

で 進 ん で い る の か が コ ン ピ ュ ー タ を 見 な く て も わ か

る し 、 教 員 も 児 童 の 進 捗 状 況 を つ か む こ と が で き る 。

ま た 、最 後 に 全 部 合 格 し た 結 果 を 持 ち 帰 る こ と も 可 能

で あ る 。こ の カ ー ド は 児 童 の 意 欲 付 け に 大 き な 役 割 を

果 た し て い る 。  
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３  考 察  

コ ン ピ ュ ー タ に 自 分 専 用 の Ｉ Ｄ・パ ス ワ ー ド を 入 力 す る と い う 経 験 が ほ と ん ど な か っ た た め 、

は じ め は 戸 惑 っ て い た が 、 す ぐ に 操 作 に は 慣 れ 、 さ ら に 自 分 専 用 の ペ ー ジ が 開 い て く る と い っ

た こ と が 意 欲 向 上 に つ な が っ て い た 。 自 分 の 解 答 を 採 点 す る と す ぐ に 結 果 が 得 ら れ る と い う シ

ス テ ム が 非 常 に 有 効 で た と え 不 合 格 （ ８ ０ 点 以 下 ） で も す ぐ に 繰 り 返 し 学 習 し て い た 。 ま た 、

学 校 だ け で な く 、 自 宅 か ら ｅ ラ ー ニ ン グ を 行 っ た 児 童 が い た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 に よ っ て

家 庭 か ら の ア ク セ ス が 容 易 に な っ た 結 果 で あ る 。 小 学 校 ３ 年 生 （ ８ 歳 ） の 発 達 段 階 で は 保 護 者

の 協 力 が 必 要 と な っ て く る が 、 各 家 庭 か ら ｅ ラ ー ニ ン グ を 実 施 で き る 対 象 が 小 学 生 ま で 広 げ ら

れ る 可 能 性 を 示 す 結 果 と な っ た 。  

（ １ ） 成 果  

・ ｅ ラ ー ニ ン グ に よ っ て 児 童 の 意 欲 的 な 学 習 の 姿 が 見 ら れ た 。  

・確 認 テ ス ト で は 、採 点 ま で の 時 間 が な い た め 、実 施 し た 後 で 学 習 者 に す ぐ に 採 点 結 果 が 伝 わ り

達 成 率 を す ぐ に 確 認 で き る よ さ が あ る 。ま た 、担 任 の 教 員 に と っ て 日 ご と に 繁 雑 化 す る 業 務 の

中 で 、わ ず か １ ０ 問 で あ っ て も ク ラ ス 全 員 の 採 点 に 要 す 時 間 が ほ と ん ど な く 児 童 の 達 成 率 の 状

況 を 知 る こ と が で き る 点 は 非 常 に 有 効 で あ る 。  

・児 童 の 達 成 率 は ９ ０ ％ 以 上 と 分 数 の 計 算 に つ い て 理 解 が 進 ん で い る こ と 、間 違 え や す い 問 題 な

ど 有 効 な デ ー タ を 得 る こ と が で き た 。  

（ ２ ） 課 題  

・教 材 を 作 り 込 む 際 に 、も う 少 し 、問 題 を 読 ま せ る よ う な ペ ー ジ を 作 り 、児 童 が 次 々 ク リ ッ ク し

て い く だ け で な く 、単 元 の 重 要 な ポ イ ン ト に お い て は 、考 え る 時 間 を 入 れ る 工 夫 が で き る と よ

い 。  

・ 採 点 後 、「 正 解 を 表 示 し な い 」 設 定 に し た が 、 ９ ０ 点 を 獲 得 し た 児 童 は 合 格 で は あ る が ど こ が

間 違 っ て い た の か 、知 り た が っ て い た 。正 解 表 示 も 選 択 す る こ と で 可 能 に な る と 良 か っ た と 思

う 。  

・確 認 テ ス ト も 毎 回 同 じ 問 題 で な く 、問 題 パ タ ー ン は そ の ま ま に し て 、数 字 等 を ラ ン ダ ム に 変 更

で き る よ う に 問 題 を 作 り 込 ん で い け る と よ い 。  

・一 つ の 教 室 で ク ラ ス 全 員 が 一 斉 に イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し ｅ ラ ー ニ ン グ を 行 う と 回 線 速 度 が 著

し く 低 下 す る こ と が あ る 。  
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（２） ｅラーニングを用いた教科での指導法  
 

実 践 報 告 ２  埼 玉 県 立 浦 和 北 高 等 学 校   

ｅ ラ ー ニ ン グ を 利 用 し た 授 業 支 援 の 研 究  

１  目 的   

（ １ ） ｅ ラ ー ニ ン グ の 形 態 の １ つ で あ る Ｗ Ｂ Ｔ （ Web Based Training： ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用

し た 教 育 ） を 利 用 し た 授 業 支 援 を 行 い 、 学 習 を 効 果 的 に 支 援 す る 方 法 を 検 証 す る 。  

（ ２ ） イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 授 業 支 援 で の 指 導 に お け る 課 題 を 検 証 す る 。  

（ ３ ） 情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ た 生 徒 集 団 と 、 慣 れ て い な い 生 徒 集 団 の 間 で の ｅ ラ ー ニ ン グ 活 用

に お け る 差 異 を 検 証 す る 。  

２  内 容  

（ １ ） 概 要  

  本 研 究 は 生 徒 が 指 導 者 不 在 の 環 境 で 、 ｅ ラ ー ニ ン グ に よ る 自 主 学 習 を 効 果 的 に 行 う シ ス

テ ム を 検 証 す る も の で あ る 。 平 成 １ ７ 年 度 は 、 「 情 報 Ａ 」 「 情 報 Ｃ 」 に お け る ア プ リ ケ ー

シ ョ ン 指 導 の 事 前 学 習 と し て 、 １ 年 次 ※ 生 徒 全 員 が Ｗ Ｂ Ｔ を 利 用 し た 。 こ の 取 り 組 み の 検

証 結 果 を 踏 ま え 平 成 １ ８ 年 度 は 、 教 科 情 報 以 外 の ｢英 語 」 と ｢理 科 」 で 、 よ り 実 践 的 な 授 業

支 援 の 方 法 を 研 究 し た 。  

  ま た 情 報 ス キ ル の 異 な る 生 徒 が ｅ ラ ー ニ ン グ を 活 用 す る こ と で の 学 習 効 果 の 差 異 に つ い

て も 検 証 を 試 み た 。 本 校 は 単 位 制 の 学 校 で あ り 、 １ 年 次 で 「 情 報 Ａ 」 ま た は 「 情 報 Ｃ 」 の

選 択 必 修 と な っ て い る 。「 情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い る 生 徒 」が「 情 報 Ａ 」を 、「 情 報 機 器

の 扱 い に 慣 れ て い な い 生 徒 」 が 「 情 報 Ｃ 」 を 受 講 す る 傾 向 に あ る 。 こ の 異 な る 生 徒 集 団 で

の 差 異 も 検 証 し た 。  

 ※ 本 校 は 単 位 制 シ ス テ ム を 導 入 し て い る た め 、「 年 次 」 と 表 記 し て い る 。  

（ ２ ） 研 究 過 程  

ア  平 成 １ ７ 年 度 の 取 組 と 検 証  

 【 実 践 】  

「 情 報 Ａ 」「 情 報 Ｃ 」 に お け る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 操 作 の 学 習 の 事 前 学 習 と し て 、 １ 年 次

生 徒 全 員 が 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー 学 校 支 援 シ ス テ ム 上 の ｅ ラ ー ニ ン グ を 利 用 し 、「 よ く わ

か る  Excel２ ０ ０ ３ 基 礎 」 コ ー ス を 受 講 し た 。 特 に 指 導 者 が い る 授 業 時 で は な く ３ ２ ０

人 の 生 徒 が 自 宅 や ホ ー ム ル ー ム 教 室 か ら 、任 意 の 時 間 に オ ン デ マ ン ド 型 の 自 主 学 習 に 取 り

組 む こ と を 中 心 と し 、 よ り 実 践 的 な 学 習 活 動 を 実 現 す る 方 法 を 検 証 し た 。  

 

 

 

 

 

 

授 業 で ｅ ラ ー ニ ン グ 受 講 手 順 を 説 明 風 景              
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【 考 察 】  

・  約 １ 割 の 生 徒 は 、家 庭 か ら イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し 学 習 を 行 う こ と が で き る 環 境 に な

い 。 こ の た め 学 校 で 受 講 で き る 機 会 を 設 け る 等 の 対 策 が 必 要 で あ る 。  

・  情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い な い 生 徒 が 受 講 す る 場 合 の 、よ り 適 切 な 指 導・支 援 と 、不

具 合 が 発 生 し た と き の 対 応 等 、 事 前 指 導 の 徹 底 が 必 要 で あ る 。  

・  成 績 管 理 機 能 で 生 徒 の 学 習 状 況 を 把 握 し 、 生 徒 に 適 切 な 助 言 を 与 え る こ と が で き た 。

こ の 機 能 の 活 用 は ｅ ラ ー ニ ン グ を 活 用 し た 学 習 に は 不 可 欠 で あ り 一 層 の 活 用 が 求 め

ら れ る 。  

・  教 科 の 指 導 を 充 実 さ せ る た め に は 、 適 切 な 自 作 教 材 の 作 成 が 必 要 で あ る 。  

   平成１８年度の取り組み  
・オンラインサポート  
・自作教材の作成と活用  

平成１７年度の成果・課題  
・学習支援体制確立の必要性  
・適切な教材提供の必要性  

 

 

 
2 年 間 の 研 究 の 流 れ  

イ  平 成 １ ８ 年 度 の 取 組 と 検 証  

① 事 前 調 査  

自 宅 で イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 が 可 能 な 生 徒 に 対 し て は 、自 宅 で の 受 講 を 奨 励 し た 。表 １ は 、

平 成 １ ８ 年 度 １ 年 次 生 徒 の 自 宅 で の 接 続 環 境 調 査 の 結 果 で あ る 。「 情 報 Ａ （ 情 報 機 器 の 扱

い に 慣 れ て い る 生 徒 が 多 い ）」「 情 報 Ｃ （ 情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い な い 生 徒 が 多 い ）」 の

受 講 者 ご と に 集 計 し て い る 。  

表 １  生 徒 自 宅 で の 接 続 環 境   調 査 対 象 ： １ 年 次 全 ８ ク ラ ス 生 徒 ３ ０ ５ 名  

項 目  回 答  情 報 Ａ  情 報 Ｃ  全 体  

で き る  95.5% 84.4% 88.2% 自 宅 で イ ン タ ー ネ ッ ト に 接

続 し 学 習  で き な い  4.5% 15.6% 11.5% 

９ 割 弱 の 生 徒 が 自 宅 で イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 で き る 。特 に「 情 報 Ａ 」受 講 者（ 情 報 機 器

の 扱 い に 慣 れ て い る 生 徒 が 多 い ）は 、そ の ９ ５ ．５ ％ が イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 可 能 で あ る 。  

② 本 研 究 に 先 立 つ 少 人 数 補 習 で の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト  

・ 実 施 期 間    ： 平 成 １ ８ 年 ７ 月 ２ ４ 日 （ 月 ） ～ ７ 月 ２ ８ 日 （ 金 ）  

・ 対   象    ： ３ 年 次 夏 季 補 習 「 化 学 Ⅰ セ ン タ ー 試 験 に 勝 つ ！ 」 受 講 者 １ ６ 名  

・ 概   要    ： ２ 学 期 に 実 施 さ れ る １ 年 次 生 全 員 に 対 す る オ ン ラ イ ン サ ポ ー に 先 立 ち 、

手 順 等 の 確 認 を 目 的 と し て 、少 人 数 補 習 で の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト を 行 っ

た 。本 校 で は 例 年 、 ３ 年 次 生 を 対 象 に 任 意 参 加 の 進 学 向 け 補 習 を 実 施 し

て い る 。 今 回 は 、 夏 季 休 業 中 に 実 施 さ れ る 化 学 Ⅰ セ ン タ ー 試 験 対 策 補 習

に お い て 、ｅ ラ ー ニ ン グ を 利 用 し て 学 習 の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト を 実 施 し

た 。生 徒 が 補 習 で 解 く 問 題 の 解 答 、 お よ び 解 答 の ポ イ ン ト を 閲 覧 で き る

コ ー ス を 設 定 し 、補 習 の 予 習・復 習 を 自 学 自 習 で き る よ う に し た 。ま た 、

コ ー ス 掲 示 板 を 開 設 し 、 対 象 者 は 自 由 に 質 問 し 、担 当 者 が で き る だ け 速

や か に 回 答 す る 。  
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情 報 処 理 室 ｅ ラ ー ニ ン グ 実 施 開 放 日
 

 

コ ー ス 掲 示 板 で は 、補 習 内 容 に 関 す る こ と よ り 、化 学 一 般 に 関 す る 質 問 の 場 と し て 利 用

す る 生 徒 が 多 か っ た 。  

学 校 支 援 シ ス テ ム で は セ キ ュ リ テ ィ の た め 、一 定 時 間 画 面 を 操 作 し な い と タ イ ム ア ウ ト

に な っ て し ま う 。 つ ま り 掲 示 板 で 、一 定 時 間 を 越 え て 文 字 入 力 し て い る と 、 タ イ ム ア ウ ト

に な っ て し ま う 。こ の た め 、受 講 者 、 指 導 者 と も 、掲 示 板 で の 質 問 ・ 解 答 で 長 文 を 入 力 す

る と き は 、あ ら か じ め 別 の ソ フ ト ウ ェ ア で 文 書 を 作 成 し 、こ れ を 貼 り 付 け る 必 要 が あ る こ

と が わ か っ た 。こ れ は 管 理 上 や む を 得 な い 仕 様 で あ る が 、生 徒 へ の 指 導 に は 注 意 が 必 要 で

あ る 。  

③ 自 作 教 材 と 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト  

・ 実 施 期 間    ： １ ０ 月 １ ９ 日 （ 木 ） ～ １ ０ 月 ２ ５ 日 （ 水 ）  

・ 対   象    ： １ 年 次 生 徒 ３ ２ １ 名 全 員 。 た だ し 受 講 は 任 意  

・概   要    ：本 校 で は ｢英 語 Ⅰ 」が １ 年 次 必 修 、「 生 物 Ⅰ 」ま た は「 化 学 Ⅰ 」が １ 年 次

選 択 必 修 と な っ て い る 。 今 回 は 、 「 英 語 Ⅰ 」 「 生 物 Ⅰ 」 「 化 学 Ⅰ 」 の 各

科 目 で 第 ２ 学 期 中 間 考 査 の 試 験 範 囲 の 一 部 を 学 習 す る 教 材 と 、教 材 に 関

し て 質 問 で き る コ ー ス 掲 示 板 を 用 意 し た 。 教 材 作 成 と 質 問 の 回 答 に は

「 英 語 科 教 諭 」 も 参 加 し 、｢生 物 と 情 報 の 両 方 を 担 当 す る 教 諭 」「 化 学 と

情 報 の 両 方 を 担 当 す る 教 諭 」 の ３ 名 で サ ポ ー ト を 実 施 し た 。生 徒 は こ の

教 材 を 用 い て 、 自 主 的 に 家 庭 等 で 学 習 す る 。  

 

化 学 Ⅰ セ ン タ ー 試 験 補 習 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト 教 材 画 面  

学 校 支 援 シ ス テ ム ｅ ラ ー ニ ン グ 受 講 時 の 初 期 画 面  

○ 自 作 教 材 の 作 成 と 活 用   

通 常 、 教 材 作 成 に は 「 Internet 

Navigware 教 材 作 成 キ ッ ト 」 を 利 用

す る が 、 今 回 は ｢ Microsoft Office 

Power Point 」 で 作 成 し た 。 Power 

Point で 作 成 し た ス ラ イ ド を 、

「 Internet Navigware PowerPoint

教 材 変 換 ツ ー ル 」 で ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材

に 変 換 す る ほ う が 、 は る か に 作 業 効 率

が よ い 。  
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ス ラ イ ド に ア ニ メ ー シ ョ ン を 設 定 す れ ば 、 Internet Navigware 上 で も 動 作 す る 。

ク リ ッ ク す る と 文 字 が 複 雑 に 動 き 、書 式 が 変 化 す る 類 の 教 材 も 容 易 に 作 成 で き る 。た

だ し 、 OS の 種 類 や バ ー ジ ョ ン に よ っ て は 動 作 し な い こ と も あ る 。（ 作 成 方 法 は 「 ｅ

ラ ー ニ ン グ 教 材 作 成 マ ニ ュ ア ル 」 参 照 ）  

○ 自 作 教 材 の 受 講  

生 物 Ⅰ 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト コ ー ス 掲 示 板 画 面

コ ー ス は ｢英 語 Ⅰ 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン

サ ポ ー ト 」｢生 物 Ⅰ 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン サ

ポ ー ト 」｢化 学 Ⅰ 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン サ ポ

ー ト 」の ３ つ で あ る 。事 前 に 教 科「 情 報 」

の 授 業 で １ 年 次 生 徒 全 員 に ID・ パ ス ワ ー

ド を 付 与 し 、 そ の 取 り 扱 い に つ い て 指 導

し た 。 さ ら に 学 校 支 援 シ ス テ ム へ の ロ グ

イ ン 方 法 、 ｅ ラ ー ニ ン グ 利 用 方 法 を 解 説

し た 。 そ の 後 、 情 報 処 理 室 に て 一 度 、 生

徒 全 員 に 受 講 方 法 を 確 認 さ せ る 。 受 講 は

強 制 で は な い が 、 自 宅 等 で の 自 主 的 な

受 講 を 奨 励 し た 。  

 

○ 受 講 状 況 調 査 結 果  

中 間 考 査 前 １ 週 間 の 受 講 期 間 が 終 了 し ６ 日 後（ 中 間 考 査 終 了 後 ）か ら 、受 講 状 況 に 関

す る 調 査 を 実 施 し た 。表 ２ は そ の 結 果 で あ る 。結 果 は「 情 報 Ａ 」受 講 者（ 情 報 機 器 の 扱

い に 慣 れ て い る 生 徒 が 多 い ）、「 情 報 Ｃ 」受 講 者（ 情 報 機 器 の 扱 い に 不 慣 れ な 生 徒 が 多 い ）

ご と に 集 計 し た 。  

 

表 ２  生 徒 の 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト 受 講 状 況  

質 問 内 容  回 答 情 報 Ａ  情 報 Ｃ  全 体

試 み た 50.9% 45.6% 47.5%

試 み て な い 49.1% 52.8% 51.5%

(1)情 報 の 授 業 以 外 で 自 主 的

な ロ グ イ ン を 試 み た か  
無 回 答 0.0% 1.6％  1.0％

情 報 処 理 室 の 開 放 日 22.8% 13.6% 17.2%

自 宅 75.4% 80.7% 78.6%

教 室 1.8% 4.5% 3.4%

(2) (1)で ロ グ イ ン を 試 み た

場 合 、 そ の 場 所  

そ の 他 0.0% 1.1% 0.7%

で き た 84.2% 71.6% 76.6%

で き な い 12.3% 25.0% 20.0%

(3) (1)で ロ グ イ ン を 試 み た

場 合 、 ロ グ イ ン で き た か  
無 回 答 3.5% 3.4% 3.4%

英 語 Ⅰ 56.3% 46.0% 50.5%

生 物 Ⅰ 54.2% 52.4% 53.2%

(4) ロ グ イ ン が 成 功 し た 場

合 、 受 講 し た 教 材  
化 学 Ⅰ 39.6% 38.1% 38.7%

閲 覧 し 質 問 し た 8.3% 6.3% 7.2%

閲 覧 だ け し た 75.0% 47.6% 59.5%

(5) ロ グ イ ン が 成 功 し た 場

合 、 掲 示 板 の 利 用  
閲 覧 も 質 問 も し な か っ た 16.7% 46.0% 33.3%
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分 析  

（ １ ） 受 講 は あ く ま で 任 意 と し た が 、そ れ で も 約 半 数 の 生 徒 が 英 語 Ⅰ 、生 物 Ⅰ 、 化 学 Ⅰ を

受 講 し た 。  

（ ２ ） ロ グ イ ン を 試 み た 生 徒 の 約 ８ 割 は 自 宅 で 実 施 し て い る 。  

（ ３ ） 約 ２ 割 の 生 徒 は ロ グ イ ン を 試 み た が 、 失 敗 し て い る 。た だ し 、 情 報 機 器 操 作 に 慣 れ

て い る 生 徒 の 割 合 が 多 い 「 情 報 Ａ 」 受 講 者 の ほ う が 、 成 功 し た 割 合 が 多 い 。  

（ ４ ）掲 示 板 は ロ グ イ ン に 成 功 し た 生 徒 の う ち ７ 割 弱 が 閲 覧 し 、7％ 程 度 の 生 徒 が 質 問（ 発

言 ） し て い る 。「 情 報 Ａ 」 受 講 者 の ほ う が 、 掲 示 板 利 用 率 が 高 い 。 こ れ は 一 般 で の

掲 示 板 等 の 利 用 経 験 の 違 い だ ろ う 。  

昨 年 度 実 施 し た 「 よ く わ か る  Excel 2003 基 礎 」 で の 受 講 時 に は 多 く の 不 具 合 が 発 生

し て い た が 、 今 年 度 は 受 講 時 で の 問 題 は ほ と ん ど 発 生 し て い な い 。 FLASH 等 の 動 画 が な

く 、 単 純 な テ キ ス ト デ ー タ の み の 教 材 を 設 定 し た た め と 推 測 さ れ る 。 よ り 操 作 が 容 易 な 、

低 い レ ベ ル の 環 境 で も 動 作 す る ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 を 開 発 す る こ と で 、受 講 時 の 不 具 合 は 解

決 さ れ る こ と が 予 想 さ れ る 。  

 

表 ３  イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 学 習 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト に 対 す る 生 徒 意 見  

質 問 内 容  回 答  情 報 Ａ  情 報 Ｃ  全 体  

は い  85.4% 71.4% 77.5%(1)今 回 の 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト は 役 に

立 っ た か（ 自 主 的 な ロ グ イ ン を 試 み 、さ ら に

成 功 し た 生 徒 の み 対 象 ）  い い え  14.6% 28.6% 22.5%

は い  83.9% 78.8% 80.7%

い い え  10.7% 14.5% 13.1%
(2)今 後 学 習 の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト は あ っ た ほ

う が よ い か （ 全 員 を 対 象 ）  

無 回 答  5.4% 6.7% 6.2%

   

上 記 ア ン ケ ー ト (1)は 実 際 に 受 講 し た 生 徒 だ け を 対 象 に 集 計 し た 。 ８ 割 弱 の 生 徒 は 今 回

の 中 間 考 査 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト が 「 役 立 っ た 」 と 回 答 し て い る 。 特 に 、「 情 報 機 器 の 扱 い

に 慣 れ て い る 」 情 報 Ａ 受 講 者 は 、 そ の ８ ５ ％ が 「 役 立 っ た 」 と 考 え て い る こ と が わ か る 。 

(2)は 実 際 の 受 講 を し な か っ た 生 徒 を 含 め 、 全 員 を 対 象 に 集 計 し た 。 ８ 割 の 生 徒 が 、 今

後 の 学 習 オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト 実 施 を 望 ん で い る こ と が わ か る 。(1)と 同 様 に「 情 報 機 器 の 扱

い に 慣 れ て い る 」 情 報 Ａ 受 講 者 の ほ う が そ の 傾 向 が 強 か っ た 。  

表 ４ は 、ア ン ケ ー ト に 記 入 さ れ た 、学 習 の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト に 対 す る 意 見 を 抜 粋 し た

も の で あ る 。 自 主 的 な 受 講 を し て い な い 生 徒 の 意 見 も 含 ん で い る 。  

表 ４  全 生 徒 を 対 象 と し た 学 習 の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト に 対 す る 意 見 （ 抜 粋 ）  

問 １  

 

今 後 、 学 習 の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト を 実 施 す る と し た ら 、 ど の 教 科 （ 分 野 ）

の 教 材 を 希 望 し ま す か  

答 え  ｢国 語 （ 文 法 の 活 用 等 ）」 ｢数 学 （ ポ イ ン ト を ま と め た も の 等 ）」 ｢英 語 の 基 礎

的 な 文 法 」 ｢日 本 史 ・ 世 界 史 」 ｢テ ス ト が 実 施 さ れ る す べ て の 教 科 」 ｢今 回 と

同 じ で よ い 」 ｢自 分 で 学 習 す る の が 難 し い 教 科 」 ｢進 路 に 関 す る も の 」  

問 ２  今 後 、学 習 の オ ン ラ イ ン サ ポ ー ト を 実 施 す る と し た ら 、ど ん な サ ー ビ ス を 希

望 し ま す か  

実践報告 県立浦和北高等学校 
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答 え  ｢携 帯 電 話 か ら も 利 用 で き る よ う に 」 ｢も っ と 問 題 の 量 を 多 く 」 ｢画 像 を 多 く

入 れ て ほ し い 」 ｢そ の 日 の 授 業 の 復 習 が で き る よ う に 」 ｢模 擬 テ ス ト 」 ｢テ ス

ト 前 で な く て も 利 用 で き る よ う に 」｢入 力 し た ら す ぐ に 正 誤 が わ か る よ う に 」

｢家 に い て も 学 校 と 同 じ 授 業 が 受 け ら れ る よ う に 」 ｢今 回 の も の で よ い 」 ｢ロ

グ イ ン の 手 順 を 簡 単 に 」 ｢チ ャ ッ ト が で き る よ う に 」 ｢す ぐ に 返 事 が く る 」  

問 ３  イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 学 習 に は 、 ど ん な こ と を 期 待 し ま す か  

答 え  ｢楽 し く 勉 強 で き る よ う に し て く れ る こ と 」 ｢質 問 に 答 え て も ら え る こ と 」  

｢い ろ い ろ な 人 と 意 見 交 換 す る こ と 」 ｢手 軽 に で き る こ と 」 ｢自 宅 で 学 校 の 学

習 が で き る こ と ｣｢自 宅 の 学 習 だ け で も 卒 業 で き る こ と 」 ｢い つ 質 問 し て も 、

答 え が な る べ く 早 く 返 っ て く る こ と 」｢PC を み て る と 目 が 痛 く な る の で 印 刷

で き る よ う な 教 材 を 載 せ る こ と 」 ｢い ろ ん な 人 が 見 る の で 、 一 度 に み ん な に

情 報 が 渡 っ て い い と 思 う 」 ｢も っ と 沢 山 の 授 業 で こ の シ ス テ ム を 利 用 出 来 る

様 に し て ほ し い 」｢ち ょ っ と 楽 し い か ら や る 気 に な る 」｢イ ン タ ー ネ ッ ト を 利

用 し な く て も よ い 」  

 

生 徒 の ほ と ん ど は 、イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 学 習 支 援 に 好 感 を 持 っ て い る よ う だ 。反 面「 受

講 手 続 き の 煩 わ し さ 」を 感 じ る 生 徒 も 少 数 い る 。生 徒 に と っ て 有 益 な シ ス テ ム に で き る か

否 か は 、 教 材 と 運 営 方 法 次 第 だ ろ う 。 今 回 の シ ス テ ム は 生 徒 に と っ て 、 学 習 支 援 手 段 の 選

択 肢 の 一 つ と な っ た と 考 え て も よ い だ ろ う 。  

○ 受 講 管 理 と 成 績 管 理  

Internet Navigware 成 績 管 理 サ ー ビ ス に よ り 、 生 徒 の 受 講 状 況 を 把 握 し た 。  

Internet Navigware 成績管理サービ

ス  

Internet Navigware 成績管理サー

ビスの画面  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  考 察  

（ １ ） 成 果  

 受 講 に つ い て  

約 １ 割 の 生 徒 は 、家 庭 か ら イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 で き な い 環 境 に あ っ た 。こ れ は 昨 年 度

と ほ ぼ 同 じ 割 合 で あ る 。情 報 処 理 室 の 公 開 日 に 関 し あ ら か じ め 説 明 を 行 っ て い た た め 、接

続 で き な い 生 徒 の 自 主 学 習 も 問 題 な く 行 わ れ た よ う だ 。ま た 、昨 年 度 の よ う な 動 画 等 デ ー

タ 量 の 多 い 教 材 を 使 用 し な か っ た た め 、 受 講 中 の 不 具 合 は ほ と ん ど 発 生 し て い な い 。「 い
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つ で も 」「 ど こ か ら で も 」 受 講 で き る ｅ ラ ー ニ ン グ 学 習 に は 、 高 い 機 能 を 要 求 せ ず 、 一 般

的 な 環 境 で 動 作 す る 教 材 が 必 要 と い う 昨 年 度 の 反 省 が 活 か さ れ た と 考 え て い る 。  

 コ ー ス 掲 示 板 に つ い て  

７ 割 弱 の 生 徒 が 掲 示 板 を 閲 覧 し て い る こ と を 考 え れ ば 、そ の 効 果 は 十 分 で あ っ た と 考 え

ら れ る 。 ア ン ケ ー ト で は「 す ぐ に 質 問 に 答 え て く れ る 」 シ ス テ ム を 期 待 す る 意 見 が 多 く み

ら れ た 。掲 示 板 に よ る 学 習 サ ポ ー ト を 実 用 化 す る に あ た っ て は 、指 導 の 体 制 を 考 え る 必 要

が あ ろ う 。  

 

（ ２ ） 課 題  

 ア カ ウ ン ト 取 得 に つ い て  

大 量 の 生 徒 ア カ ウ ン ト 取 得 か ら ID、パ ス ワ ー ド の 連 絡 、そ し て ア カ ウ ン ト 管 理 等 、昨 年

度 の 経 験 を 踏 ま え 問 題 な く 実 行 で き た 。生 徒 の ID、パ ス ワ ー ド の デ ー タ は 、事 前 に「 Excel

フ ァ イ ル 」 の 形 式 で 総 合 教 育 セ ン タ ー よ り い た だ い た 。 今 後 、 ｅ ラ ー ニ ン グ を 普 及 す る に

あ た っ て は 、 生 徒 向 け Ｉ Ｄ ・ パ ス ワ ー ド の 発 行 を 効 率 よ く 処 理 す る 方 法 も 必 要 と な る 。  

ま た 今 回 、所 属 校 の 教 員 ア カ ウ ン ト で は 、所 属 校 に 公 開 さ れ て い る コ ー ス に 参 加 で き な

い こ と が わ か っ た 。 こ の た め 指 導 者 は「 生 徒 と し て の 権 限 を 持 つ 教 育 者 用 ア カ ウ ン ト 」 を

使 用 し た 。今 後 こ の シ ス テ ム を 普 及 す る に あ た っ て 、教 員 ア カ ウ ン ト と 生 徒 ア カ ウ ン ト の

権 限 を 整 理 す る こ と が 必 要 と な る 。  

 受 講 に つ い て  

現 在 で も 生 徒 の 自 宅 か ら の ロ グ イ ン で は 、約 ２ 割 の 生 徒 が 失 敗 し て い る 。接 続 環 境 に よ

っ て は ロ グ イ ン が で き な い こ と も わ か っ て い る 。正 し い 設 定 を 行 っ て も １ ０ ０ ％ 成 功 す る

こ と は な い の だ が 、早 急 に 失 敗 の 原 因 を 特 定 す る 必 要 が あ る 。イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 で き

る 環 境 で あ れ ば 、 ど こ か ら で も 受 講 で き る シ ス テ ム が 理 想 で あ る 。  

 「 情 報 Ａ 」 受 講 者 と 「 情 報 Ｃ 」 受 講 者 で の ｅ ラ ー ニ ン グ 活 用 に お け る 差 異 に つ い て  

情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い る 「 情 報 Ａ 」 受 講 者 は 、「 情 報 Ｃ 」 受 講 者 と 比 較 し て ロ グ イ

ン の 失 敗 が 少 な い 。原 因 は 特 定 で き な い が 、情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い な い 生 徒 に と っ て

接 続 環 境 の 設 定 が 大 変 で あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 ｢情 報 Ｃ 」 受 講 者 の ほ う が 旧 Ｏ

Ｓ を 利 用 し て い る 生 徒 の 割 合 が 多 い 。「 情 報 Ａ 」 受 講 者 の ほ う が 、 適 切 な 環 境 に あ る 生 徒

の 割 合 が 多 か っ た と も 考 え ら れ る 。  

情 報 機 器 に 対 す る 知 識 が 不 足 し て い て も 、不 利 益 を 生 じ な い 学 習 支 援 シ ス テ ム が 理 想 で

あ る 。  

 自 作 ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 の 共 有 に つ い て  

県 立 新 座 北 高 等 学 校 が 作 成 し た コ ー ス「 セ キ ュ リ テ ィ と 個 人 の 責 任 」を 受 講 で き る よ う

に 設 定 し て い る 。今 後 、多 く の 学 校 で 自 作 教 材 を 作 成 し さ ら に 多 く の 学 校 が そ れ を 共 有 す

る こ と が 期 待 さ れ る 。し か し 複 数 校 で の 自 作 教 材 の 共 有 は シ ス テ ム 管 理 者（ 県 立 総 合 教 育

セ ン タ ー ） で し か 設 定 を 許 さ れ て い な い 。 今 後 、 学 校 管 理 者 の 権 限 で も 設 定 が 可 能 と な る

よ う 希 望 す る 次 第 で あ る 。  

 （ 資 料 １ 「 ｅ ラ ー ニ ン グ 共 有 教 材 」 参 照 ）  
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実 践 報 告 ３  埼 玉 県 立 新 座 北 高 等 学 校  

授 業 文 脈 に 重 点 を 置 い た ｅ ラ ー ニ ン グ 数 学 授 業 の 研 究  

は じ め に  

図 1 数式－言葉－グラフ・動画の関係

言葉 

数式 グラフ

動画 

数 学 の 授 業 が 活 性 化 す る た め に は 、 黒 板

で 問 題 の 解 法 だ け を 解 説 す る の で は 不 十 分

で あ る 。  

生 徒 に 数 学 の 概 念 を し っ か り と 形 成 さ せ る

に は 、「 授 業 の 中 で 適 切 な メ タ フ ァ（ 内 容 を

表 す た と え の こ と ） を 選 択 」 と 「 メ タ フ ァ

を 使 っ た 指 導 の 文 脈 」 が 鍵 と な る 。 数 学 の

授 業 で の メ タ フ ァ （ 例 え ば グ ラ フ ） を う ま

く 見 せ る 指 導 の 文 脈 を 作 る に は 、 コ ン ピ ュ

ー タ の 活 用 が 有 効 で あ る 。 さ ら に 指 導 の 文 脈 は 、 コ ン ピ ュ ー タ の 画 面 を 中 心 に し て 、 色 々 な 予

想 や 議 論 を 授 業 で 行 う こ と か ら 作 り 上 げ ら れ る 。      

図 1 は 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重 視 し た 授 業 に お け る「 数 式 」「 言 葉 」「 グ ラ フ・ 動 画 」の ３

つ の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。 ３ つ の 要 素 の そ れ ぞ れ の 相 互 作 用 を 何 度 も 繰 り 返 し て 行 う こ と か

ら 、 し っ か り と し た 概 念 や イ メ ー ジ が 構 成 さ れ る も の と 考 え ら れ る 。  

文 脈 を 工 夫 す れ ば 、 授 業 の 目 的 に 応 じ て 、 帰 納 的 な 思 考 を 要 求 す る こ と や 、 生 徒 の 発 言 を 元

に 演 繹 的 に 実 験 を す る こ と も で き る 。 今 回 の 研 究 で は 、 Ｉ Ｃ Ｔ に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 組 み 合

わ せ た Ｉ Ｃ Ｔ に よ る 授 業 は 、 生 徒 の 積 極 的 な 授 業 参 加 を 促 し 、 活 発 な 数 学 に つ い て の 認 知 操 作

を 引 き 出 す こ と を 検 証 す る も の で あ る 。  

 

１  目 的  

高 校 数 学 Ⅱ に お い て 、 授 業 の 補 助 教 材 と し て 授 業 の 活 性 化 が で き る ｅ ラ ー ニ ン グ を 開 発 し 、

そ の 効 果 を 明 ら か に す る 。  

２  内 容  

（ １ ） 概 要  

  本 研 究 で は 、 ２ つ の こ と を 目 標 に 行 っ た 。 一 つ は 、 誰 で も 使 え る よ う な ｅ ラ ー ニ ン グ 教

材 の 開 発 で あ る 。 も う 一 つ 目 は 、 教 材 を 使 う こ と に よ る 基 礎 学 力 の 低 い 生 徒 で も 効 果 の あ

る 授 業 を 展 開 で き る 授 業 文 脈 の 構 築 で あ る 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 、 生 徒 の 実 態 を 明 ら か に

す る た め の ① 基 礎 学 力 テ ス ト の 作 成 と 実 施 、 ② 生 徒 の 実 態 に 応 じ た 開 発 を す る た め の 教 材

の 課 題 分 析 、 ③ 課 題 に 応 じ た ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 の 開 発 、 ④ 課 題 目 標 に 応 じ た 事 前 事 後 テ ス

ト の 作 成 、 ⑤ ｅ ラ ー ニ ン グ 授 業 に 応 じ た 授 業 プ リ ン ト の 作 成 と い う 手 順 に な っ た 。  

（ ２ ） 研 究 過 程  

ア  平 成 １ ７ 年 度 の 取 組 と 検 証  

【 実 践 】 

平 成 17 年 度 は 、 高 校 数 学 Ⅱ  に お い て 、 授 業 の 補 助 教 材 と し て 高 校 数 学 の 基 礎 ス キ ル

ト レ ー ニ ン グ の で き る ｅ ラ ー ニ ン グ を 開 発 し 、そ の 効 果 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。

開 発 す る ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 の 目 的 は 、数 学 の 学 習 の 補 助 教 材 で あ り 、基 礎 の ド リ ル 演 習 で

あ る 。  
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図 ３  知 識 問 題 ２  図 ２  知 識 問 題 １  

 

 

 

 

 

 

【 考 察 】  

ス ケ ル ト ン の 機 能 を 使 用 す る こ と で 、教 材 の 構 成 を 簡 単 に 作 る こ と が で き る た め 、授 業

の 流 れ を 想 定 し な が ら 、 ｅ ラ ー ニ ン グ の 教 材 を 作 成 す る こ と が で き た 。  

教 材 作 成 の も と と な る テ ン プ レ ー ト も 、情 報 機 器 に 詳 し い 教 員 が 作 り 出 す こ と が で き た 。

授 業 で 情 報 機 器 を 活 用 し た 授 業 を 行 っ て い な い 場 合 は 、新 た に ｅ ラ ー ニ ン グ の コ ン テ ン ツ

を 作 る こ と に な り 、そ の 手 間 を か け て ま で 、効 果 を 挙 げ る こ と が で き る の か ど う か を 確 認

し な け れ ば な ら な い 。  

情 報 教 育 を 推 進 す る 立 場 と し て は 、ど の よ う な 場 面 で ｅ ラ ー ニ ン グ の コ ン テ ン ツ を 効 果

的 に 利 用 す る こ と が で き る か を 自 ら 実 践 し 、他 の 教 員 に 情 報 機 器 を 活 用 す る き っ か け づ く

り を す る こ と が 必 要 で あ る 。と こ ろ が 教 材 開 発 に お い て 、富 士 通 の「 Internet Navigware 

V8.0」は 、個 に 応 じ た 綿 密 な も の と 作 ろ う と す る と 限 界 が あ る こ と が 判 明 し た 。複 数 の サ

ブ ル ー チ ン を リ ン ク さ せ る こ と が で き な い の で あ る 。図 2，図 3 は 、平 成 17 年 度 に 基 礎

ス キ ル を 獲 得 さ せ る た め に 作 ら れ た 問 題 画 面 で あ る 。高 校 生 の 場 合 、す で に 学 習 し て い る

範 囲 が 非 常 に 多 く な っ て い る 。小 学 生 か ら 中 学 生 に 至 る 膨 大 な 問 題 集 を 作 る こ と は 可 能 で

あ る が 、ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 と し て 各 生 徒 の 獲 得 し て い る ス キ ル に 応 じ て 適 切 な 問 題 を 示 す

こ と は 困 難 で あ る こ と が 分 か っ た 。  

2 年 目 に 、 動 画 を 用 い た 提 示 用 ｅ ラ ー ニ ン グ を 目 指 し た 理 由 は そ こ に あ る 。 従 っ て 、 2

年 間 の 研 究 の 流 れ は 、 下 記 の 図 4 の よ う に な っ て い る 。  

 

個 別 教 材 の 開 発 作 成 を 中 心 に

教 材 の 開 発 研 究  

平 成 17 年 度  

動 画 を 活 用 し 、誰 で も 使 え る 教

材 の 開 発 研 究  

平 成 1８ 年 度  
 

 

 

図 4 2 年 間 の 研 究 の 流 れ   

 

イ  平 成 １ ８ 年 度 の 取 組 と 検 証  

① 基 礎 学 力 テ ス ト の 作 成 と 実 施  

数 学 の 授 業 で 頻 繁 に 出 て く る 基 本 的 な 計 算 力 に つ い て 調 べ て み る こ と に し た 。問 題 数 は

25 問 、 試 験 時 間 は 10 分 で あ る 。  
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次の計算をせよ  

(1)０＋１                   (14)０÷３  
(2)－６＋９         (15）９÷（－６）×２  
(3)２８＋４４        (16)０－５  

 (4)８＋７           (17)（１２－２）×６  
 (5)９＋０          (18)３×（４＋８）  
 (6)４－９          (19)２×（２＋４＋５）  

(7)－４－０         (20)－１０＋（－２４）÷８  
 (8)－３－４         (21)４×（－６）－（３２）÷２  

 (9)３２×１３               (22)
6
5

3
2
+  

(10)２５＋（－１３）＋５    (23)
5
3

5
1
+  

(11)０×（－１２２）        (24)
5
27

9
25

×  

(12)－５×３×（－８）      (25)
13
8

39
24

÷  

(13)２×０                 

基礎学力テスト問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 礎 学 力 検 査 実 施 日 は 、10 月 ２ 日（ 月 ）で あ る 。新 座 北 等 高 校 3 年 1 組 34 名 中 当 日

欠 の 3 名 を 除 き 31 名 が 受 験 し た 。全 体 の 成 績 は 、担 当 が 考 え て い た よ り 良 く な い 。高 校

の 数 学 の 教 育 を 受 け る こ と を 前 提 に 考 え る と こ の 程 度 の 計 算 力 基 礎 テ ス ト は 、 限 り な く

100 点 に 近 づ か な く て は な ら な い 。し か し 実 際 は 、平 均 84.9 点 。中 に は 40 点 や 48 点

を 取 っ て い る 生 徒 も い る 。し た が っ て 授 業 の 際 に は 、こ う し た 生 徒 に 配 慮 し な が ら 行 う 必

要 が あ る 。通 常 の 授 業 で も 、こ う し た 生 徒 に 対 す る 配 慮 を 十 分 に す る 必 要 が あ る と 思 わ れ

る 。 今 後 は 、 個 別 指 導 な ど 何 ら か の 対 策 を 考 え る べ き で あ ろ う 。  

以 下 に 誤 答 分 析 の 結 果 を 示 す 。（ 人 数 は 、31 名 の 内 の 間 違 え た 生 徒 数 で あ る 。ま た 、誤

答 の 無 か っ た 問 題 は 省 略 し た 。）  

② テ ス ト 結 果 の 分 析  

（ 1）  0 に 数 を 加 え る 計 算 。 １ ＋ ０ が ０ と な っ た 生 徒 は 、 1 名 で あ る 。  

（ 3）  2 桁 の 足 し 算 の で き な い 生 徒 は 、 3 名 。  

（ 6）  引 き 算 で 結 果 が 負 に な る も の 。 3 名 。 一 桁 で こ の 状 況 で あ る 。 引 き 算 で 負 に な る

も の は 気 を つ け る 必 要 が あ る 。  

（ 7）  負 の 数 か ら ０ を 引 く 。 4 名 。 負 の 数 の か け 算 と 混 同 し て ＋ ４ と す る 生 徒 が い る 。  

（ 8）  負 の 数 へ の 引 き 算 。 2 名 。 こ ち ら の 方 が で き て い る 。  

（ 9）  2 桁 の か け 算 。 4 名 。 練 習 不 足 で あ ろ う 。  

（ 10） 3 つ の 数 の 和 で 真 ん 中 が 負 の 数 。5 名 。や や 複 雑 に な る と 間 違 え る 。つ ま り 計 算

操 作 の 間 違 い 。 引 き 算 を し て い る 内 に 、 ― １ ３ ＋ ５ で マ イ ナ ス 符 号 が プ ラ ス に

２章 ｅラーニングを活用した授業支援 38



な っ て ３ ３ 等 。  

（ 11）  ゼ ロ に 負 の 数 を か け る 。 4 名 。 ゼ ロ に な ら ず － １ ２ ２ 。  

（ 12）  3 つ の 数 の か け 算 。 6 名 。 符 号 の ミ ス 。 計 算 ミ ス な ど 。  

（ 13）  整 数 に ゼ ロ を か け る 。 2 名 。 11 番 も 共 に 間 違 っ て い る の は 1 名 の み 。  

（ 14） ゼ ロ を 割 る 計 算 。3 名 。3 名 と も ３ と 答 え て い る 。３ ÷１ と 混 同 か 3×１ と 混 同

か ？  

（ 15） 3 つ の 数 の か け 算 割 り 算 。17 名 。誤 答 者 は 半 分 以 上 で あ る 。わ る 数 を 分 母 に お

い て 約 分 が で き な い 。 マ イ ナ ス の 符 号 の つ け 忘 れ 。  

（ 16）  0 か ら 数 を 引 く 。 3 名 。 3 名 と も 1 番 は で き て い る 。 7 番 が で き て い る も の 2

名 。 1 名 は 7 番 も 不 正 解 。  

（ 17）  括 弧 内 の 引 き 算 を し て か ら か け 算 。 2 名 。  

（ 18） 括 弧 内 の 足 し 算 を し て か ら 前 の 数 と か け 算 。1 名 。（ 17）と 共 通 に 間 違 っ て い る

も の 0 名 。  

（ 19）  括 弧 内 の 3 つ の 数 の 足 し 算 を し て か ら 前 の 数 と か け 算 。 3 名 。（ 18） と 共 通 に

間 違 っ て い る も の 0 名 。  

（ 20）  3 つ の 数 の 計 算 。 後 ろ の 2 数 の 割 り 算 を し て か ら 前 の 数 と の 足 し 算 を す る 。11

名 。  

（ 21）  前 の 数 の か け 算 後 、 後 ろ の 数 の 割 り 算 を し て か ら 引 く 。 11 名 。  

（ 22） 通 分 が 必 要 な 分 数 の 和 。12 名 。簡 単 な 分 数 で あ っ て も 通 分 が で き な い 生 徒 が 3

割 ほ ど い る こ と に な る 。  

（ 23）  通 分 の 不 要 な 分 数 の 和 。 2 名 。  

（ 24）  分 数 の か け 算 。 約 分 。 4 名 。  

（ 25） 分 数 の 割 り 算 。約 分 。10 名 。分 数 の 割 り 算 に お け る 約 分 が で き な い 生 徒 が 約 3

割 と い う こ と で あ る 。  

小 学 校 高 学 年 か ら 中 学 1 年 ま で の 基 本 的 な 計 算 が で き な い 生 徒 が 、幅 広 く 存 在 す る 。式

の 後 ろ の 掛 け 算 を し て か ら 加 算 を す る よ う な 可 逆 思 考 を 要 求 す る 問 題 は 、 3 割 ～ ５ 割 ほ ど

の 生 徒 が 間 違 え て い る 。以 上 の 事 実 は 、 授 業 を 組 み 立 て る 際 に 配 慮 す る 必 要 が あ る 。 こ う

し た 生 徒 は 、 授 業 の 説 明 の 様 々 な と こ ろ で 内 容 が 分 か ら な い 可 能 性 が あ る 。 基 本 的 に は 、

説 明 の 単 位 を 細 分 化 し 、 ゆ っ く り 繰 り 返 し て 生 徒 の 理 解 を 確 認 す る 必 要 が あ る 。  

③ 教 材 の 課 題 分 析 と 開 発  

今 回 開 発 し た ｅ ラ ー ニ ン グ 用 教 材 「 ２ 次 関 数 の 提 示 用 コ ン テ ン ツ 」 を 以 下 に 示 す 。  

図 ５ は「 ２ 次 関 数 の 提 示 用 コ ン テ ン ツ 」の 、最 初 に 出 て く る メ ニ ュ ー 画 面 、図 ６ は 、係

数 を 動 か し て い る 画 面 で あ る 。基 本 的 に 、 マ ウ ス さ え 操 作 でき れ ば 、 停 止 ・ 再 提 示 等 自 由

に で き る 。  
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教 材 作 成 の 手 順  

(1)教 材 の 課 題 分 析  

生 徒 の 実 態 に 応 じ て 、 教 育 目 標 の 設 定 、 教 育 計 画 及 び 課 題 分 析 を す る 。 こ こ

で は 、 学 習 内 容 を で き る だ け 小 さ な 単 位 に 分 け 、 効 果 的 に 学 習 す る た め の 授 業

の 構 成 を 考 え る 。  

(2)ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 の 作 成  

動 画 を 活 用 し た 。 富 士 通 の 「 Internet Navigware V8.0」 は 、 学 習 過 程 を 細

か く 記 録 し て 個 に 対 応 し た 学 習 教 材 を 作 成 す る こ と に 向 い て い な い 。 学 習 結 果

を 記 録 し て 最 適 教 材 を 選 択 す る 場 合 、 単 線 的 な 課 題 対 応 し か で き ず 、 複 数 の 課

題 に 対 応 し た 学 習 環 境 の 設 定 が 不 可 能 で あ る 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 動 画 に よ る

表 現 が 有 効 で あ る こ と に 注 目 し 、 動 画 を 加 え た ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 に よ る 授 業 の

組 み 立 て を 研 究 し た 。  

動 画 の 作 成 に つ い て は 、 Grapes （ グ ラ フ 教 育 用 フ リ ー ソ フ ト ） と

ViewretBuilder４ を 利 用 し た  

     (3)動 画 の 作 成  

① 授 業 の シ ナ リ オ に 応 じ て 、 生 徒 に 作 り た い 動 画 を Grapes で 確 認 し て お く 。  

② 動 画 の 最 初 の シ ョ ッ ト を 取 る た め に 、 パ ラ メ ー タ を 1 番 目 の も の で 描 い て お

く 。  

③ ViewretBuilder４ を 立 ち 上 げ る  

④ マ ウ ス の 右 ボ タ ン で － ス タ ー ト  

⑤ 取 り 出 し た い シ ョ ッ ト で 「 Pause」 ボ タ ン を 押 す と 、 ８ ０ ０ ×５ ４ ０ の ス ラ

イ ド 画 面 が 取 り 出 せ る 。  

⑥ Grapes の パ ラ メ ー タ は ． ０ ２ 単 位 で 動 か し た 。  

⑦ 複 数 の ス ラ イ ド が 記 録 で き た ら 、「 Viewlet」 － 「 コ ン パ イ ル の 設 定 」 － 「 動

画 完 了 」  

以 上 の 手 順 で １ つ の 動 画 を 作 る こ と が で き る 。  

(4)「 Internet Navigware V8.0」 の 編 集  

必 要 な 動 画 が で き あ が っ た ら 、動 画 を「 Internet Navigware V8.0」に COPY

し 、HTML の index を「 Internet Navigware V8.0」上 で 作 成 す れ ば 、提 示 用

の ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 と な る 。  

メ ニ ュ ー 画 面  実 際 の 画 面 を 動 か し て い る 場 面  
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④ 授 業 実 践 と 授 業 効 果 の 分 析  

授 業 実 践 の 内 容 に つ い て は 、 事 前 事 後 テ ス ト （ p51）、 学 習 指 導 案 （ p52） を 参 照 さ れ

た い 。  

⑤ 授 業 効 果 の 分 析  

対 象 者 ３ ４ 名 か ら 、事 前 事 後 テ ス ト を 両 方 受 験 し た 30 名 を 抽 出 し 、JavaScript-STAR

で 被 験 者 内 分 散 分 析 を 行 っ た 。  

表 １  事 前 事 後 テ ス ト の 平 均 と 標 準 偏 差  表 １ は 、 事 前 事 後 テ ス ト の 平 均 と 標 準 偏 差

を 示 し た も の で あ る 。表 ２ は 、分 散 分 析 の 結 果

で あ る 。分 散 分 析 の 結 果 、表 ２ に 示 し た よ う に

授 業 の 効 果 は 有 意 で あ っ た（ F(1,29)＝ 5.23，

ｐ ＜ .05）。 こ れ は 、 本 授 業 に お け る ｅ ラ ー ニ

ン グ 学 習 が グ ラ フ と 数 式 と の 関 係 を つ か む こ と に 対 し 、 効 果 が あ っ た こ と を 示 し て い る 。 

 人 数  平 均  標 準 偏 差

事 前  ３ ０  1.43 1.15 

事 後  ３ ０  2.00 1.24 

 

 

要 因  変 動  自 由 度 不 偏 分 散  Ｆ 値  

個 人 差  58.68 29 2.02  

条 件  4.82 1 4.82 5.23* 

残 差  26.68 29 0.92  

全 体  90.18 59 +p<.10 *p<.05 **p<.01 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 は 、 授 業 後 の コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 授 業 で 、  

生 徒 が ア ン ケ ー ト に 答 え た 結 果 で あ る 。 数 学 嫌 い 、 グ  

ラ フ 嫌 い の 生 徒 が 多 い 中 で 、面 白 い 8 名・ど ち ら と も

言 え な い 15 名・面 白 く な い 4 名 と い う 結 果 は 、ま ず

ま ず の 効 果 が あ っ た と 思 え る 。 本 授 業 は 、 生 徒 が コ ン

ピ ュ ー タ を 操 作 し 各 自 の ペ ー ス で 行 う 授 業 で は な い 。

普 通 の 一 斉 授 業 に 動 画 表 示 を 加 え て 構 築 し た 授 業 で

あ る 。 生 徒 に は 、 コ ン ピ ュ ー タ 教 室 に 移 動 し な が ら コ

ン ピ ュ ー タ を 操 作 で き な い と ま ど い が 見 ら れ た 。 し か し 、普 段 か ら な か な か 授 業 に 集 中 し

な い 生 徒 も 数 多 い な か 、事 後 テ ス ト の 結 果 で 平 均 点 が ２ 点 に ま で 上 が っ た 事 は 、大 き な 成

果 で あ る 。こ こ ま で 2 次 関 数 の グ ラ フ に つ い て 理 解 さ れ る と 、以 後 の 授 業 で 、数 式 と グ ラ

フ を 対 応 さ せ る こ と が ス ム ー ズ に で き る こ と が 、 実 際 の 授 業 で 大 い に 感 じ 取 れ た 。 イ メ ー

ジ を 獲 得 さ せ 、 授 業 の 活 性 化 す る こ と は 、 成 功 し た と 言 え る だ ろ う 。 

項 目  人 数  

面 白 い  ８  

ど ち ら と も い え な い  １ ５  

面 白 く な い  ４  

無 回 答  ３  

表 ２  分 差 分 析 表  

表 3 コ ン ピ ュ ー タ 数 学 授 業  

   ア ン ケ ー ト 結 果  
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３ 考察 

 

２年間の研究を通して、「児童生徒はｅラーニングを利用した学習支援に期待」

を持っており、いかに適切な教材を作成し、有効なサポート体制を構築するかとい

うことが重要だとわかった。また、平成１７年度の実践から、小学校や高等学校で

も、ｅラーニングは有効だというデータも取れているが、内容として全てが明らか

になったわけではなく、端緒としての研究が始まっただけである。以下に今回の研

究での成果と課題を挙げる。 

(１)成果 

    ・小学校、高等学校の実践からわかるように、ｅラーニングは、学習者の意欲を

継続させたまま学習を進めることができた。また、各家庭からｅラーニングを

実施できる対象が小学生まで広げられる可能性を示した。 

    ・学習者の課題が明確になり、だれが、どこまで理解できているかが掌握できる

システムといえる。個別対応が綿密にできた。 

    ・「いつでも」「どこからでも」受講できるシステムは、今後の学習形態を変容さ

せる面を有している。また、高等学校では、「オンライン」で自宅学習をサポ

ートできるなど新たな学習形態に繋がる実践となった。 

(２)課題 

    ・学習過程の重要なポイントにおいては、考える時間を入れる工夫ができるとよ

い。学習教材をしっかり研究してのｅラーニング教材の作成が必要である。 

    ・小学校では、接続者数が多くなると回線速度が著しく低下することがある。 

    ・ｅラーニングを普及するにあたっては、児童・生徒向けＩＤ・パスワードの発

行を効率よく処理する方法を作ることも必要である。 

    ・今後、多くの学校で自作教材を作成しさらに多くの学校がそれを共有すること

が期待される。しかし、複数校での自作教材の共有はシステム管理者（県立総

合教育センター）でしか設定を許されていない。今後、学校管理者の権限でも

設定が可能となるよう考えていく必要が出てきた。 

 

当然、ｅラーニングは、実物に触れたりする体験活動型の学習には向いていない。

ＩＣＴの活用は、すべての学習に対応できるわけではない。また、確認テストを取

り入れた小学校のアンケートには、「すぐに採点されるのもいいが、テストが返さ

れるときのドキドキ感がなくて残念」と答える児童も数名いた。その場で結果がわ

かる利便性もあるが、教育活動の中では教員と児童生徒との直接的な関わりが大切

であることはいうまでもない。しかし、ＩＣＴを活用することで今まで違った学習

が可能になり、「いつでも」・「どこからでも」学習できるようになる。 

今回の研究内容を踏まえて改良を行えば、現実的な学習支援システムが構築され

ることが期待できる。また、この２年間で実際の学習支援に有効なシステムの手が

かりをつかめたと考えるが、現場のニーズが幅広いことを考えると、今後の方向性

を模索していくことも大きな課題であると言える。学習形態が変わることで、教員

の役割も変わるが、より一層教員の役割は重要となる  
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実践報告１ 秩父市立影森小学校・本庄市立本庄東小学校・熊谷市立熊谷西小学校 資料 

 

教材作成概要   

１ 既存のデータを活用してのｅラーニング教材作成      熊谷市立熊谷西小学校 

 

「学校インターネット教習所」は、８時間のパック教材で、各時間にある

ものは・児童用テキスト・指導案・評価テストの３つである。これを実際

に行うときには、さらにプレゼンテーション資料が加わる。ｅラーニング

教材化は、テキストとプレゼン資料を兼ね備え、教師が提示したい資料、

言葉などを順にアニメーションとして織り込むように作成した。 

e ラーニング教材の作成と授業実践 

 (1) 作成期間 環境等 

    ・作成期間   平成１７年１０月１８日～２０日 

      ・環境   マイクロソフト windows2000 

      ・利用ソフトウエア   富士通 Internet Navigware 教材作成キット ver.8 

                 Internet Navigware コンテンツマネージャー 

Internet Navigware Powerpoint 変換ツール ver.8  

マイクロソフト パワーポイント２０００ 

ジャストシステム 一太郎スマイル 

       

(2) 作成手順  

手順１ テキストとプレゼン資料からｅラーニング資料に 

 

 

・紙媒体のテキストはそのままでは読まない。 

・プレゼンテーション資料はあくまでも発表の補助資料で

あるためにそのままでは伝わらない。 

・画面だけで、意図を伝えていくｅラーニング教材は、ロ

ールプレイングゲームのような要素が必要になってく

る。 
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次の講座にいくために講座の最後にという 画面を挿入した。 

  

手順 2 パワーポイントから 教材（html 形式）に変換 

 パワーポイント変換ツールにて教材用に変換 

手順 3 教材をデバッグする 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

手順 4 評価テストをｅラーニング用に打ち込んでデバッグする 

テスト教材（紙媒体）   →  ｅラーニング用テスト（Ｗｅｂ） 
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２ ｅラーニング教材作成            秩父市立影森小学校（３年算数） 

 

手順１「学力達成目標 ３年 計算」に示された内容をメニュー画面にする 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順２ クリックするたびに、計算のポイントを画面に表示する 

 

 

・学習事項の確認ができるように

「まとめ」の言葉をアニメーショ

ンで表示 

・次の単元の学習へ進む合図とし

て「次へ」という画面を挿入 
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手順３ スモールステップでの学習にする 

 

・クリックするたびに進むように作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順４ 確認テストを入れる 

 

・基本的な学習を終えた後で、確認テスト

を行う。 

・「テスト」をクリックし「３年算数」を選

択する。 

 

 

 

・採点ボタンをクリックするとテストの結

果が表示 

 

 

 

 

 

 

・確認テストの結果によるメッセージ 
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３ 成績管理について       本庄市立本庄東小学校  

 

(1)Internet Navigware 成績管理サービス V8.0 による成績管理 

手順 1 Internet Navigware 成績管理サービス V8.0 を起動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＤ、パスワードは学校代表で。 

 

・部門教育管理者でログイン。 

I 

 

 

手順 2 一人一人の成績を確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記の画面は学習者の問題に対する正解率をグラフで表しているもの。他にも成績の一

覧表なども閲覧が可能。 
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(２)Ｗｅｂブラウザでの成績管理 

手順 学校支援システムからｅラーニングへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どこからでもＷｅｂブラウザを使

って学習者の進捗状況やテスト結

果など成績情報を参照できる。 

・「講師」権限で参照  

講師の場合は学習者の得点・得点

率・かかった時間を参照すること

が可能。 

・学校のＩＤでログインし講師を決

定 

・ＩＤ・パスワードを入力後「講師」

でログイン 

 

 

・成績参照をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

・コース別（指導単位）をクリック

し「６年生計算確認テスト」を選

ぶ。 

「テスト」のみ参照することが可

能である。「６年４組」をクリック

すると、クラスのデータと個人の

成績などを参照することが可能。 

さらに、グラフ化されるなどわか

りやすい表示機能である。 
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実践報告３ 県立新座北高等学校 資料 

資料１ 「セキュリティと個人の責任」 

 

１ 指導計画 

 （１）目標 

情報の収集と発信を行う中で必要とされるセキュリティについて理解し、個人の責任について

自ら考え行動できるようにする。 

（２）展開 

過程 学習内容と活動（●生徒 ○教師） 指導上の留意点 時間 

導入 

○前回までの復習から、ネットワーク上で誰もが
情報のやりとりをできることを確認させる。 
●プリントとスライドを見て、確認する。 
 

前回からの継続性を意
識させる。 

５分 

展開 

○ネットワークを通じた個人情報の流出が増えて
いることを web サイトで確認させる。どのような
情報が流出しているのかを挙げる。 
●web サイトから流出した情報の種類を調べ 
 プリントに記入する。 
 
○個人情報が漏れることによって、どのような被
害が起きるかを体験させる。 
●指示された Web ページを操作して具体例を体験
する。 

 
○体験を元に、個人情報を扱う際は自己責任が必
要であることを説明する。 

 
○自分の個人情報を守るためには「セキュリティ」
が重要であることを伝え、セキュリティの種類
を提示する。 

●セキュリティの種類をプリントに記入する。 
 
○パスワードを例として破られやすいセキュリテ
ィについてスライドで説明する。 

 
○破られやすいセキュリティを体験させる。 
●指示された Web ページを使用して、セキュリテ
ィが破られる例を体験する。 
 
○破られにくいパスワードの作り方を説明する。
●説明をプリントに書き込む 

生徒に身近な例を調べ
させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
身近問題であることを
意識させる。 
 
パスワード以外の説明
は簡単にすませる。 
 
 
 
生徒が実際に使うよう
な例を挙げる。 
 
体験の目的を明示す
る。 

35 分 

まとめ 

○プリントに書き込みをさせる。 
 情報社会の中では、個人情報が流出する可能性

は高い。情報を自己管理し、セキュリティを意
識することが重要になる。 

●プリントの空欄部分に書き込みをする。 

指名し、生徒に空欄部
分を答えさせる。 

５分 

 
 
 



資料２ 「セキュリティと個人の責任」 

   

Internet Navigware を使用したコンテンツ 

eラーニングのコンテンツ

部分。html で作成。 

Internet Navigware によ

る学習の制御のパネル 

 
 
ViewletBuilder による Flash ムービーの作成画面 

 

キャプチャした画面にテキスト

を追加し、チュートリアルムー

ビーを作成している。 
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資料３ 授業実践の内容（授業文脈に重点を置いたｅラーニング数学授業の研究） 

 
3年1組  番氏名              

 
 
問 下記のグラフを表す2次関数を①～⑩の中から一つ選び○をつけなさい 
（１） 
①ｙ＝ｘ２

②ｙ＝－ｘ２

③ｙ＝３ｘ２＋１ 
④ｙ＝（ｘ＋１）２

⑤ｙ＝２（ｘ＋１）２

⑥ｙ＝（ｘ－１）２

⑦ｙ＝２（ｘ－１）２

⑧ｙ＝２（ｘ－１）２＋２ 
⑨ｙ＝２（ｘ－１）２－２ 
⑩ｙ＝２（ｘ＋１）２＋２ 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 
①ｙ＝ｘ２

②ｙ＝－ｘ２

③ｙ＝３ｘ２＋１ 
④ｙ＝（ｘ＋１）２

⑤ｙ＝２（ｘ＋１）２

⑥ｙ＝（ｘ－１）２

⑦ｙ＝２（ｘ－１）２

⑧ｙ＝２（ｘ－１）２＋２ 
⑨ｙ＝２（ｘ－１）２－２ 
⑩ｙ＝２（ｘ＋１）２＋２ 
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資料４ 授業実践の内容（授業文脈に重点を置いたｅラーニング数学授業の研究）  

数 学 科 学 習 指 導 案 
平成1８年11月29日（水） 第２校時 

９：４０～１０：３５（45 分）＋１０：３５～１０：４０（5分テスト） 
第３学年２組（男子１８名 女子１５名 合計３３名） 

指導者 教諭（主幹） 白石紳一 
１．単元名 ２次関数 
２．単元について 
（１）生徒観 

生徒たちは高校入学後、２次関数（数学Ⅰ）を学習してきた。いずれも基礎的な部分については小学
校・中学校で学び、２次関数に関した内容も高校数学の様々な単元で学習してきている。本来であれば、
２次関数に関する内容は十分に習熟できているはずのものである。しかしプリテストの結果を見れば分
かるように、式やグラフの関連を十分には把握していない。グラフと式の対応の問題については、正答
率45.5%，63.6%，27.3%で非常に低い。基礎学力については、基礎計算力テストの結果よりわかるように、
小学校での学習内容である計算問題について５割前後の正答率の生徒がいる。基礎的な計算力は、15番
や20番のように、２つ以上の操作を可逆的に要求されると、できなくなってしまう生徒が50%前後いるこ
とである。また、授業中に集中力を維持することができない生徒も多数存在する。したがって、授業の
構成でも繰り返し学習する機会を設けることが必要になる。 

（２）単元観 
本単元である２次関数は、高校数学の中で最も重要で基礎的な単元である。高校１年生では、２次方

程式や２次不等式を扱う中で、高校数学で必要な基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。そのスキル
は、全て数学Ⅱ、数学Ⅲで学ぶ色々な関数を調べる上で必要となるものである。単元２次関数では、関
数概念の全体の理解を深め、関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識できるようにする
ことが目標である。 

（３）指導観 
ここでは、基礎学力の低い生徒たちに対して、ｅラーニングの教材を利用し、２次関数のグラフと式

のイメージを構成していこうとするものである。生徒の学力を勘案し、高い学力を必要とする説明は行
わないことが、ポイントである。授業では、コンピュータを活用し、生徒との相互作用的なやり取りと
プリントの作業の組み合わせで、確実な学習を目指す。 

３．目標 
（１）様々な２次関数の式の変化からグラフの変化の関係をつけられるようにする。 
（２）グラフから、式の係数を読み取れるようにする。 
（３）ｅラーニングによるグラフの変化を確認した上でプリントに記述し、言葉で確認し記述する。 
（４）ｙ＝ａ（ｘ－ｐ）２＋ｑからグラフを描く。 
（５）グラフから ｙ＝ａ（ｘ－ｐ）２＋ｑを正しく読み取れる。 
（６）言葉で、２次関数の頂点と形を表現できる。 

４．指導計画 
２次関数（18時間，本校の生徒に合わせて内容を圧縮してある） 

（１） 関数とグラフ………………………………１ 
（２） ２次関数のグラフ…………………………２（本時１／２） 
（３） ２次関数の最大最小………………………４ 
（４） ２次関数の決定……………………………２ 
（５） ２次関数のグラフと２次方程式…………４ 
（６） ２次不等式…………………………………５ 

５．本時の計画 
（１） 目標 

ｙ＝ａ（ｘ－ｐ）２＋ｑで、ａ，ｐ，ｑの意味をｅラーニングで確認した上で、プリントにグラ
フを描き、まとめの言葉で意味を確実に把握する。 

（２） 展開 

 

過程 学習内容と活動（●生徒 ○教師） 指導上の留意点 時間 

導入 ○画面上でグラフを動かし、生徒に今日の学習は、何

かを聞く。 

○目標ｙ＝ａ（ｘ－ｐ）２＋ｑを最初に明示する。 

コンピュータの画面は、eラーニングのメニュ

ー画面 

４分 

展開 問１ 

○ ａの係数を正の範囲で動かし、生徒に感想を聞

 

良く観察するように注意する。 

３８分
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く。 

● 形が変わってる 

○ 式との関係を生徒に聞く。 

● ａのところが変わってる。 

○ ａのグラフ上での読み方を、聞く。 

● 頂点からの高さ 

○ 画面に、ｙ＝２（ｘ－１）２＋１を示してプリン

トに写すように指示する。 

○ ａの係数を負の範囲になったらどうなるかを聞

く。 

○ 画面に、ｙ＝２（ｘ－１）２＋１を示してプリン

トに写すように指示する。 

○ ポイントを質問する 

●とがった所から横に１つの変化がａの係数 

問２ 

○ ｐを動かして、生徒の感想を聞く 

● 横に動いてる 

○ 式のどこが変わっていたかを聞く 

● ｐのところ 

○ 式とグラフとの関係を聞く 

● ｘの座標 

○ ｙ＝２（ｘ－2.5）２＋１を表示しプリントに写さ

せる 

○ ｐがプラスのときは、どうなるかを聞く 

● 負のｘ座標 

○ ｙ＝２（ｘ＋２）２＋１を表示し、プリントに写

させる 

○ ポイントを質問する 

● ｐがｘ座標 

問３ 

○ ｑを動かして、生徒に感想を聞く 

● ｙ座標だ 

○ ｙ＝２（ｘ－１）２－１を表示し、プリントに写

させる 

○ ｑがプラス２だったらどうなるかを聞く 

● 頂点が２のところ 

○ ｙ＝２（ｘ＋２）２＋２を表示し、プリントに写

させる。 

○ ポイントを聞く 

● ｑがｙ座標 

 

気づくまで色々とヒントを与える。 

 

ホワイトボードで２ｘ２のグラフのポイント

を示す。 

 

 

全員がきちんとグラフを描ききるまでまつ 

 

 

 

言葉によるまとめは、ゆっくりと実際のグラ

フと関連付けて説明する。 

 

とがった所の名称は、「頂点」は、教える。

 

 

 

 

 

 

写すときにａの２に注意するように言う 

頂点（3,1）は、類推させる。 

 

 

 

描くべき式はｙ＝（ｘ＋２）２＋１なので、写

すときに頂点の座標と形に注意させる 

 

 

 

 

 

頂点の座標を、図で示しながら写させる。 

 

 

 

 

写すべき式はｙ＝（ｘ＋２）２＋２なので 

形に注意させる。 

図の座標とｑとの関連を強調する。 

まとめ ｙ＝ａ（ｘ－ｐ）２＋ｑで各係数のはたらきについて確

認する。 

ａ，ｐ，ｑの総復習。何人か指して、言葉で、

各係数の特徴をゆっくり確認させる。 

３分 
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ｅラーニング教材作成マニュアル 

 
～教材作成とサーバへのアップロードに関する留意事項～ 

 
１ 教材作成 
(1)Microsoft Office Power Point を利用した教材の

作成 
図１ Microsoft Power Point で作成したスライド

①Power Point で教材となるスライドを作成。 
（アニメーションを設定しておけば、Internet 

Navigware 上でも動作する。ただし、OS の種

類やバージョンによっては動作しないことも

ある。） 
②ppt 形式で保存する。 
 
 
 
 
③「Internet Navigware PowerPoint 図２ Internet Navigware PowerPoint 

教材変換ツールで教材に変換 教材変換ツール」で変換する。 
（「inp」の拡張子を持つ教材ができる） 
 
 

 
 
 
 
 
 
(2)Internet Navigware 教材作成キットを利用した教材の設定 
 Internet Navigware 教材作成キットを利用すれば、詳細を設定した教材を作成すること

が可能（別紙参照）。 
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２ 外部ネットワークからのアップロードについての留意事項 
【事前準備】 
【外部ネットワークより、教材作成ツールを使用する場合の注意点】 
外部ネットワークより、iNavi のサーバに接続する場合は、HTTPS のみ通信できます。 
外部ネットワークから教材作成ツールを使用する場合は、iNavi のサーバが発行している証

明書を、”信頼されたルートの証明期間”にインポートする作業が必要になります。 
※内部ネットワーク(深谷支所、さいたま本所) 内からは、iNaviサーバへの接続が、HTTP
で通信するため、下記の手順を行う必要はありません。 
 
下記より、iNavi サーバが発行している証明書をインポートする手順を記述します。 
 
①まず、ブラウザを立ち上げ iNavi サーバ(https://wbt2.center.spec.ed.jp)に接続します。 
⇒セキュリティの警告画面が表示されます。 
 
セキュリティの警告画面で「はい」を選択すると、iNavi のログイン画面を表示されますが、

ここでは、セキュリティの警告画面で「証明書の表示」をクリックし、証明書のインポー

ト作業を続けます。 
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②証明書ダイアログが表示されます。全般タブで「証明書のインストール」をクリックし

ます。 

 

 
③証明書のインポートウィザードが表示されます。「次へ」をクリックします。 

 

④証明書ストアダイアログが表示されます。ここでは、「証明書をすべて次のストアに配置

する」（ラジオボタン）を選択し、「参照ボタン」をクリックします。 
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⑤証明書ストアの選択画面が表示されます。「信頼されたルートの証明期間」を選択し（反

転）させ、「OK」ボタンをクリックします。 

 
 
⑥証明書ストアの欄に、「信頼されたルートの証明期間」の文字列が入っているのを確認し、

「次へ」ボタンをクリックします。 

 

⑦ユーザが選択した証明書のストアが、「信頼されたルートの証明期間」になっていること

を確認し、「完了」ボタンをクリックします。 
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⑧セキュリティ警告画面が表示されますが、「はい」をクリックします。 

 
 
⑨正しくインポートされましたとメッセージがでます。「OK」ボタンをクリックします。 

 
 
⑩証明書ダイアログを閉じるため、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 
 
 
 

2 章 ｅラーニングを活用した授業支援 58



⑪確認のために、セキュリティの警告画面より、再度「証明書の表示」ボタンをクリック

し、 

 
 
下記のように、「リモート コンピュータの ID を保証する」となっていることを確認します。 
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～ e-learning システムへのコンテンツのアップロード手順 ～ 

 
【事前準備】 
外部ネットワーク(学校等)から教材作成ツールを使い iNaviサーバに教材をアップロードす

る場合(https を使用する場合)、iNavi サーバが発行する証明書をインポートします。 
※ 内部ネットワークからのアップロードでは http なので上記内容は不要 
 
【アップロード】 
１ 教材をアップロードする場所をサーバ上に確保します。 
① 学校代表アカウントで学校支援システムにログインします。 
② iNavi に「部門教育管理者」の権限でログインします。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 「コース管理」の中の「教材」を選択し、学校名をクリックします。次に「登録」ボ

タンをクリックします。 
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④ 「教材の登録」画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  「教材名」は教材作成ツールで作成したコンテンツと同一名にします。 
  「教材 ID」は任意のものを指定します。 
  「教材形式」は「オンデマンド」を指定します。 
  「教材ディレクトリ」は「external」とします。 
  「教材作成者」は追加ボタンで学校代表を指定します。 
 
５ 「ＯＫ」ボタンをクリックすると、「教材名」と「状態」が編集中になっていることを

確認します。 
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２ 教材を「教材作成ツール」からアップロードします。 
① 教材作成ツールで教材を読み込みます。教材名が１の④で指定した名前と同じである

か確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② メニューから「ファイル」「サーバへコピー」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ サーバ名とパスを指定します。 

サーバ名は「wbt.center.spec.ed.jp」 パスは「inavi」です。 
学校や家庭からアップロードする場合は「SSL」にチェックを入れます。 
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④ ユーザーID とパスワードを指定します。 

ユーザーID は学校代表 ID、パスワードは学校代表パスワードです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ コピーの方法を指定します。 

一般に対象ファイルは「全てのファイルをコピー」、「コピー終了後、教材を確定モー

ドに変更する。」を指定します。編集モードから確定モードには後でも変更できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 転送が開始されます。 
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⑦ アップロードされた教材が「確定」モードになっているか確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
３ コース登録を行います。 
① 「コース管理」で「コース」の中の「教育基本ソフト」を選択し、「登録」ボタンをク

リックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 「コースの登録」画面で、「基本」を選択します。 
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 「コース名」、「コースコード」は任意のものを設定します。「コース名」はそのまま表示

名になるので内容がわかりやすいものにします。 
 「コースタイプ」は「オンデマンド」とします。 
「使用教材」は「選択」ボタンをクリックし指定します。 
 

③ 「教材名」のラジオボタンにチェックを入れ「OK」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 「コース登録」画面で状態を「公開」に、公開期間を任意に設定します。 
   最後に画面下にある「OK」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                     2 章資料：eラーニング教材作成マニュアル 65



⑥ 教材がコース登録できたかを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ コース割り当てを行います。 
 教材のアップロードとコース登録が完了したら、コース割り当てを行います。コース割

り当てとは、アップロードされコース登録された教材を使うことができるユーザー（所属

もしくはクラス）を設定することです。 
 
① 「受講管理」の「コース割当て」画面を表示し、「教育基ソフト」を選択します。 
  目的のコース名の操作欄で「所属／クラス」ボタンをクリックします。 
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② 「割当て済所属クラス一覧」画面で、「割当て」ボタンをクリックします。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 「所属／クラスの選択」画面で所属クラス名のチェックボックスにチェックを入れて 
  [OK]をクリックします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 「割当て済所属クラス一覧」画面で、「状態」が「非公開」となっているのでこれを「公

開」とするために操作欄の「変更」ボタンをクリックします。 
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⑤ 「コース情報の変更」画面で、「状態」を公開にし、画面下の「OK」ボタンをクリッ

クします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 統合アカウント管理から生徒権限でログインし、アップロードした教材が受講できる

かを確認します。 
 

「生徒」権限で利用申

請し承認を受けたユ

ーザー 

 
 
 
 
 
 
 
⑦ これで生徒として受講可能なことが確認できました。 
 
 
 
 
 
 
 

2 章 ｅラーニングを活用した授業支援 68



【重要】 
  ※ 統合アカウント管理に生徒権限のユーザーとして利用申請し承認を受けると、こ

のユーザーは生徒と見なされます。故に自動的に所属校にアップされている

e-learning 自作教材の受講者となります。 
 
  ※ 統合アカウント管理に一般権限のユーザーとして利用申請し承認を受けると、こ

のユーザーは教員と見なされます。故に自動的に Microsoft Office の e-learning
受講者になりますが、e-learning 自作教材の受講者にはなりません。 

 
※ 統合アカウント管理に生徒権限のユーザーとして利用申請し承認を受けたユーザ

ーを e-learning システム上で削除してしまうと、それ以降受講できなくなるばか

りか、それまでの受講履歴も削除されます。ユーザーの削除は学校支援システム

の統合アカウント管理上で申請し承認を受けて下さい。 
 

この画面から削除しないこと 

統合アカウント管理上では生

徒権限のユーザー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※ １つの自作教材を複数の学校で共有する場合の設定は、総合教育センター側で行

います。設定方法は別紙参照 
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３章 わかりやすい授業展開のためのデジタルコンテンツの収集と 

効果的な活用 

研究概要 

「わかる授業」を実現するための第一の要因は、最新の学習情報を提供し、児童生徒の

興味・関心・意欲を引き出すことである。 

そして、多くの教員に最新の学習情報があるコンテンツを授業の中で活用してもらうには 

（１）  学習過程への位置づけ 

（２） 授業実践での検証・提案 

が必要と考え研究を行った。 

 また、理科の研究では、デジタルコンテンツを取り入れた単元の指導計画を作成し、

他の教員にもその指導計画での実践を促した。それと並行して授業実践を進めた。 

 

はじめに 

 

現在、インターネット上には、総合教育センター教育コンテンツデータベースや教育情

報ナショナルセンター（NICER）、情報処理推進機構（IPA）など,豊富なデジタルコンテ

ンツが公開されている。このようなデジタルコンテンツを活用することで、授業の質的

改善を図り、魅力ある授業を展開できると考えている。しかし、授業に有用なデジタル

コンテンツがあふれているにもかかわらず、すべての教員がそれを利用した授業を実践

しているわけではない。このような現状の中、埼玉県では、概ねすべての教員がＩＣＴ

を活用した授業ができるようになることを目指し、さまざまな施策が策定・施行されて

いる。 

 

１ 研究の趣旨・目的 

 

昨今、社会における高度情報化の進展には目覚しいものがある。しかし、授業の情報

化に目を向けると、その進捗状況は今一歩である。例えば、本調査研究のアンケート調

査によると、約３分の１の教員が授業でデジタルコンテンツを活用していない。その主

な理由として、「なくても授業ができる。」などがあげられている。社会において高度

情報化が進んでいる現状からも、全ての教員にデジタルコンテンツを活用した授業を行

う力をつけていくことは必須である。使えないから、わからないから、指導できないと

いうわけにはいかないのである。 

一方、デジタルコンテンツの授業での活用に目を向けると、平成１７年度の研究におい

ても、活用することにより「授業の質的改善」を図り、生徒にとって魅力あふれる、わ

かりやすい授業が展開するために有効であることがわかった。 

平成１７年度の研究成果及び上述した教育を取り巻く情報化の現状を受け、以下のよう

に研究仮説を立てた。 

・誰もが使えるようにデジタルコンテンツを取り入れた指導計画を作成・活用し、教員

間の情報の共有化を図れば、より多くの教員が「わかる授業」を展開できるようにな

るだろう。 
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そして、より多くの教員が活用し、より一層、児童生徒の興味・関心を喚起するわかり

やすい授業を展開することをねらい、実践課題を次のようにした。 

・デジタルコンテンツを活用した授業を単元全体で実践し、授業のねらいを達成するた

めの選定と授業での活用の在り方（提示の仕方の工夫）を探る。 

・単元の指導計画に具体的に位置づけ、デジタルコンテンツを活用した授業の普及を目

指す。 

 

２ 教育コンテンツデータベースを活用したわかる授業の展開 

 

実 践 報 告 １  入 間 市 立 豊 岡 中 学 校           

教 育 コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス を 活 用 し た 理 科 学 習 指 導  

１  目 的 

教 育 コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 効 率 よ く 教 材 を 収 集 し 効 果 的 な 指 導

が 実 施 で き る こ と を 検 証 す る 。 

２  内 容 

（ １ ） 概 要  

理 科 に お い て は 学 習 指 導 要 領 の 目 標 に 「 目 的 意 識 を も っ て 観 察 ， 実 験 な ど を 行 い ・ ・ ・」

と あ る よ う に 、 直 接 体 験 を 通 し て 科 学 的 な も の の 見 方 や 考 え 方 を 養 う こ と を 重 視 し て い る 。

し か し 、実 際 の 指 導 場 面 で は 時 間 的・空 間 的 な 制 約 か ら 実 物 を 観 察 す る こ と が 困 難 な 単 元 も

あ っ た 。ま た 、導 入 段 階 で の 興 味・関 心 を 高 め 、観 察・実 験 の 結 果 や 考 察 を ま と め る 段 階 で

効 果 的 に 視 聴 覚 教 材 を 利 用 す る こ と も あ っ た 。そ こ で 、単 元 全 体 に わ た っ て コ ン テ ン ツ を 活

用 し て 授 業 実 践 を 行 い ，コ ン テ ン ツ の 選 定 や 授 業 で の よ り よ い 活 用 の あ り 方 を 探 る こ と に し

た 。さ ら に ，単 元 の 授 業 計 画 に 具 体 的 に コ ン テ ン ツ を 位 置 づ け ，情 報 機 器 等 を 計 画 的 に 準 備

す る こ と で 、今 ま で 以 上 に 興 味・関 心 を 持 た せ た「 わ か る 授 業 」の 実 践 が で き る は ず で あ る。 

（ ２ ） 研 究 の 経 過 

ア  平 成 17 年 度 の 取 組 と 検 証  

【 実 践 】 

① 題 材 名 「 金 星 の 見 え 方 と 運 動 」  

② 単 元 の 目 的 小 単 元 名  惑 星 は ど の よ う な 天 体 か （ ２  時 間 ） 

・ 写 真 や 資 料 か ら 惑 星 の よ う す を 知 り 、 特 徴 を と ら え ら れ る よ う に す る 。 （  関 心 、 意

欲 、 態 度 ）  

・ 金 星 の 位 置 や 満 ち 欠 け を 記 録 で き る 。 （ 技 能 、 表 現 ）  

・ 金 星 の 見 え 方 に つ い て ， 地 球 や 金 星 の 公 転 運 動 と 関 連 づ け て 考 え る こ と が で き る 。 

（ 科 学 的 な 思 考 ） 

・ 内 惑 星 、 外 惑 星 な ど の 太 陽 系 の 構 造 に つ い て 理 解 す る 。 （ 知 識 、 理 解 ） 

③ 授 業 設 計 段 階 に お け る コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス の 利 用  

こ の 単 元 の 学 習 に 先 立 ち 、 視 聴 覚 教 材 と し て イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の コ ン テ ン ツ を 利 用 し

た 事 例 が あ る か ど う か 調 べ て み た 。方 法 と し て 、県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 教 育 情 報 コ ン

テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し 、 「 金 星 」 と い う キ ー ワ ー ド で 検 索 を か け る と 「 IT 活 用

事 例 」と し て 指 導 案 が ２ 件 ヒ ッ ト し た 。そ こ で 、こ の ２ つ の 指 導 案 を 参 考 に し て 授 業 の
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展 開 を 作 成 し た 。 

感 想 は、画 像 が き れ い で、わ か り や す か っ た と い う も の が 多 く、金 星 の 表 面 の 様

子

 

イ  平 成 1８ 年 度 の 取 組 と 検 証  

(ア

ツ を 取 り 入 れ た 単 元 の 指 導

計

、ＶＴＲを視聴する時間がとれなかったが、シミュレ

することができた。 

よい。リンクされて

・ ので，大変参考になった。 

 

感 想 を み て わ か る よ う に、デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 取 り 入 れ た 単 元 の 指 導 計 画 は 概 ね 好 評

で

【 考 察 】 

生 徒 の

は 初 め て み る 生 徒 が 多 か っ た 。（ 教 科 書 に も 写 真 が 掲 載 さ れ て い る の だ が・・・） 学

校 で 準 備 し て い る ビ デ オ な ど に は 金 星 探 査 機 マ リ ナ ー の デ ー タ し か 登 場 し な い の で 、マ ゼ

ラ ン の レ ー ダ ー 観 測 に よ っ て 作 成 さ れ た 画 像（  動 画 ）な ど 最 新 の 情 報 が 利 用 で き る な ど、

ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 場 合 の 有 効 性 が 確 認 で き た 。 

単 元 「 身 近 な 物 理 現 象 」 に お け る コ ン テ ン ツ の 収 集 と 効 果 的 な 活 用  

) デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 取 り 入 れ た 単 元 の 指 導 計 画 の 作 成 

第 1 学 年「 身 の ま わ り の 現 象 」に お け る 、デ ジ タ ル コ ン テ ン

画（ 資 料 ｐ 81 参 照 ）を 作 成 し 、数 名 の 教 員 に 実 践 し て も ら っ た 後 、ア ン ケ ー ト を 行 い 、

デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の 位 置 づ け 等 に つ い て の 評 価 や 単 元 の 指 導 計 画 全 体 に 関 す る 感 想 を

求 め た 。 そ の い く つ か を 以 下 に 示 す 。 

・ 光の実験では，光の作図に時間がかかるため

ーションソフトは短時間で効果的に代替でき、大変よかった。 

デジタルコンテンツをＶＴＲやＯＨＰ感覚で実験のまとめに使用・

・単元の指導計画は、それだけでなく，簡単なリンク集としても利用できる。 

・ＵＲＬのリンクが良い。できれば、紙ベースでなく電子データでもらった方が

いるサイトを簡単に閲覧でき便利だと思う。 

理科ねっとわーくなどの存在自体知らなかった

・他にどんな教材があるのか，探してみたいと思った。 

・検索方法など教材の探し方を身につけたい。 

あ っ た 。  
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(イ )授 業 実 践  

① 単 元 名  「 身 近 な 物 理 現 象 」 

② 単 元 の 目 標 

身近な事物・現象についての観察，実験を通して，光や音の規則性，力の性質について理解させると

ともに，それらの事象を日常生活と関連付けて科学的にみる見方や考え方を養う。 

③ 目 的 に 合 っ た デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の 選 定 

ア 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 教 育 コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス で の 検 索 

県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 教 育 コ ン テ ン ツ   

デ ー タ ベ ー ス で 検 索 を か け た が ，対 象 と す

る 単 元 に 登 録 さ れ た 資 料 は な か っ た 。そ こ

で ， Ｉ Ｔ 活 用 事 例 を 参 考 に  IPA の デ ー タ

ベ ー ス で 検 索 す る と ４ 件 の ビ デ オ ク リ ッ

プ が 検 索 で き た 。 

イ NICER の デ ー タ ベ ー ス で の 検 索 

同 様 に NICER で 検 索 し た と こ ろ ， た く

さ ん 登 録 さ れ た 資 料 が 出 て く る が ，ほ と ん

ど「 理 科 ね っ と わ ー く 」の 資 料 な の で そ ち

ら で ， 詳 し く 調 べ る こ と に し た 。  
ＩＰＡでの検索結果 

ウ  理 科 ね っ と わ ー く で 検 索 
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理 科 ね っ と わ ー く で の 検 索 で は ， 「 光 と

音 」 の 中 単 元 で ５ つ の 資 料 が ヒ ッ ト し た 。

ま た ，「 力 と 圧 力 」２ つ の 資 料 が ヒ ッ ト し

た 。 

エ  他 の 教 育 セ ン タ ー 等 の リ ン ク 集 で の 検 索  

他 の 教 育 セ ン タ ー の リ ン ク 集 を 調 べ た と

こ ろ ，千 葉 市 教 育 セ ン タ ー の 学 習 コ ン テ ン

ツ に「 光 」の 資 料 が あ り ，北 海 道 立 理 科 教

育 セ ン タ ー に は 本 校 で 以 前 か ら 使 っ て い

る 「 音 オ シ ロ 」 の 資 料 が あ る 。                  「音」の学習教材 

オ  コ ン テ ン ツ の 選 定                           

今 回 の 検 証 授 業 で は ， 主 に 実 験 の ま と め の 資 料 と し て ， プ ロ ジ ェ ク タ を 利 用 し て

資 料 を 提 示 す る 形 で 活 用 す る こ と に し た 。 そ こ で ， 実 際 に 行 う 実 験 と 映 像 デ ー タ が

似 て お り ，考 察 を 行 う 生 徒 の 援 助 と な る コ ン テ ン ツ を 選 択 し た 。ま た ，「 力 と 圧 力」

の 小 単 元 で は コ ン ピ ュ ー タ 用 の ソ フ ト と し て 作 ら れ た も の で は で は な い が ，  NHK

の デ ジ タ ル 教 材 の １ ０ min.ボ ッ ク ス の ビ デ オ ク リ ッ プ を 利 用 す る こ と に し た 。  
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使 用 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 

    

・ 「 光 」 … 千 葉 市 教 育 セ ン タ ー      「 光 の 直 進 と 反 射 」 ， 「 凸 レ ン ズ の 性 質 」 

・ 「 音 」 … 科 学 技 術 振 興 事 業 団 （ JST） 「 花 火 コ ン テ ン ツ 」 

                     「 マ ル チ メ デ ィ ア 機 能 を 活 用 し た 

「 音 」 の 学 習 教 材 」 

         大 久 保 政 俊          「 音 オ シ ロ 」 

・ 「 圧 力 」 … Ｎ Ｈ Ｋ デ ジ タ ル 教 材  １ ０ min.ボ ッ ク ス 理 科 

                             「 圧 力 を み る ～ 圧 力 と 道 具 ， 大 気 の 圧 力 ， 水 の 圧 力 」 

④ 授 業 内 容  

こ こ で は 中 単 元 「 音 の 世 界 」 （ ３ 時 間 扱 い ） に つ い て 報 告 す る 。 

第 １ 時  「 音 の 伝 わ り 方 を 調 べ よ う 」 

○ 音 を 出 し た り 、 音 が 出 て い る 物 体 を 観 察 す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 物 体 が 振 動 し て 音 を 出 し て い る こ と に つ い て の 説 明 を 聞 き ， 音 が 耳 ま で ど の よ う に

し て 伝 わ る の か を 考 え る 。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

○ 共 鳴 お ん さ や 真 空 鈴 を 用 い て ， 空 気 が 振 動 し て 音 を 伝 え て い る こ と を 見 出 す 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 
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○ 音 の 伝 わ り 方 と 音 を 伝 え る 物 体 ，音 が

伝 わ る 速 さ に つ い て ， 説 明 を 聞 く 。 

 

 

 

 

 
図３ 

 

第 ２ 時  「 音 の 大 き さ や  高 さ を 調 べ よ う 」①  

○ 大 き い 音 や 高 い 音 を 出 す 方 法 や ，そ の と き の

物 体 の 振 動 に つ い て ， 話 し 合 う 。  

○ 音 の 大 小 や 高 低 と 物 体 の 振 動 に つ い て の 実

験 を 行 う 。  

○ 「 音 オ シ ロ 」 を 利 用  

 

第 ３ 時  「 音 の 大 き さ や  高 さ を 調 べ よ う 」 ② 

○ 実 験 結 果 を 参 考 に し て ， 音 の 大 小 と 振 幅 ， 音 の 高 低 と 振 動 数 と の 関 係 に つ い て ， 説

明 を 聞 く 。  

 

 

 

 

 

 

 
図４ 

 

○ 音 の 高 さ ・ 大 き さ と 振 動 の よ う す の 関 係 に つ い て 考 え る 。 

 

図５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ か ら 図 ５ ま で の 画 像 は 、独 立 行 政 法 人 科 学 技 術 振 興 機 構（ Ｊ Ｓ Ｔ ）よ り 理

科 ね っ と わ ー く の デ ジ タ ル 教 材 画 像 の 転 載 許 可 を 得 て 掲 載 し て い ま す。無 断 で

複 製 ・ 転 載 す る こ と は 禁 じ ら れ て い ま す 。 
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（ ウ ） 考 察  

こ の 単 元 は 様 々 な 物 理 現 象 を 取 り 扱 う た め に ま と め な ど が 散 漫 に な り や す い が ，各 実 験

後 に コ ン テ ン ツ を 利 用 し た ま と め を 行 う こ と で 内 容 を 焦 点 化 す る こ と が で き た 。 

 

実 践 報 告 ２  深 谷 市 立 花 園 中 学 校  

Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ 上 の コ ン テ ン ツ を 活 用 し た 社 会 科 学 習 指 導  

１ 目 的 

必 修 教 科「 社 会 」・公 民 的 分 野 の 学 習 の 中 で デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 利 用 す る こ と に よ り 、様 々

な 資 料 を 適 切 に 収 集 、 選 択 し て 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 察 し 、 事 実 を 正 確 に と ら え 、 公 正 に 判 断 す

る 能 力 を 効 果 的 に 高 め ら れ る こ と を 実 証 す る 。 

２  内 容 

（ １ ） 概 要  

現 行 学 習 指 導 要 領 の 必 修 教 科「 社 会 」の 教 科 の 目 標 に は「・・・・公 民 と し て の 基 礎 的 教

養 を 培 い 、・・・・国 家・社 会 の 形 成 者 と し て 必 要 な 公 民 的 資 質 の 基 礎 を 養 う 」と あ る 。ま

た 、公 的 分 野 の 目 標（  ２ ）に は「 民 主 政 治 の 意 義 、国 民 生 活 の 向 上 と 経 済 活 動 の か か わ り

及 び 現 代 社 会 な ど に つ い て 、個 人 と 社 会 と の か か わ り を 中 心 に 理 解 を 深 め る と と も に 、社 会

の 諸 問 題 に 着 目 さ せ 、自 ら 考 え よ う と す る 態 度 を 育 て る 」と あ る 。さ ら に 目 標（  ４ ）で は

「 現 代 の 社 会 的 事 象 に 対 す る 関 心 を 高 め 、様 々 な 資 料 を 適 切 に 収 集 、選 択 し て 多 面 的・多 角

的 に 考 察 し 、事 実 を 正 確 に と ら え 、公 正 に 判 断 す る と と も に 適 切 に 表 現 す る 能 力 と 態 度 を 育

て る 。 」 と あ る 。 

従 来 の 社 会 指 導 で は 作 業 的・体 験 的 な 学 習 教 材 の 工 夫 や 問 題 解 決 的 な 学 習 の 取 組 が 多 く な

さ れ て き た 。し か し な が ら 情 報 機 器 の 活 用 と い う 面 か ら 見 る と OHP や ビ デ オ の 利 用 と い っ

た こ と が 多 く 、デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 効 果 的 に 利 用 し た 事 例 は 県 教 委 発 行 の 実 践 事 例 集 な ど

に も ほ と ん ど 例 が な い 。 

そ こ で 、必 修 教 科「 社 会 」・公 民 的 分 野 の 学 習 の 中 で デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 利 用 す る こ と

で 、様 々 な 資 料 を 適 切 に 収 集 選 択 し て 、多 面 的・多 角 的 に 考 察 し 、事 実 を 正 確 に と ら え 、公

正 に 判 断 す る 能 力 を 効 果 的 に 高 め る 取 組 を 行 っ て み た 。  

（ ２ ） 研 究 経 過 

ア  平 成 17 年 度 の 取 組 と 検 証  

【 実 践 】 

単 元 名 「 （ ２ ） 国 民 生 活 と 経 済 ア  私 た ち の 生 活 と 経 済 」 小 単 元 名 「 市 場 経 済 と 金 融 」 

本 単 元 の 指 導 を 構 想 す る 段 階 で イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の コ ン テ ン ツ を 利 用 し た 事 例 が あ る

か ど う か 調 べ た 。埼 玉 県 立 教 育 セ ン タ ー の 教 育 情 報 コ ン テ ン ツ デ ー タ で 検 索 し た 結 果 、日

本 銀 行 と 金 融 庁 の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ を 利 用 し た 先 行 事 例 が あ る こ と が わ か っ た 。そ こ で こ の 事

例 を 利 用 し や す い よ う に 単 元 の 構 成 を 考 え 、 授 業 を 展 開 し た 。 

今 回 は 、生 徒 に キ ー ワ ー ド 検 索 で 目 的 の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ を 開 か せ 、調 べ 学 習 的 に 授 業 を 展

開 し た 。 授 業 中 、 教 師 は 生 徒 の 画 面 を 絶 え ず モ ニ タ し 、 適 切 な 指 導 を 加 え る こ と に し た 。

ま た 、教 室 の 配 置 上 ２ 人 で 一 つ の テ ー ブ ル を 共 有 し て い る こ と か ら ２ 人 一 組 と し て 教 え 合

う 学 習 的 な 展 開 も 行 っ た 。 
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社会科授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 考 察 】 

・ Web ペ ー ジ 上 に あ る 最 新 の デ ー タ を 使 う こ と で 、 生 徒 は 興 味 関 心 を 今 ま で 以 上 に 高 め

た ま ま 授 業 に 望 む こ と が で き た 。  

・手 軽 に 使 え る だ け の 環 境 整 備 が な さ れ て い る か が 、活 用 を 進 め る 大 き な 条 件 と な っ て し

ま う 。そ の た め 、市 町 村 や 学 校 に よ る 格 差 を ど の よ う に 解 消 し て い く の か 考 え て い か ね

ば な ら な い 。 

・ 校 内 LAN の 整 備 が 進 み 、 ど の 教 室 か ら で も 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 教 育 コ ン テ ン ツ デ

ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス が で き る よ う に な れ ば 、 授 業 へ の コ ン テ ン ツ 活 用 は さ ら に 広 ま

る 。 

・県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 学 校 支 援 シ ス テ ム を 通 し て 情 報 の 共 有 化 が 図 ら れ れ ば 、忙 し い

中 で の 教 材 研 究 が よ り 効 率 的 に な る 。 

 

イ  平 成 1８ 年 度 の 取 組 と 検 証 

景 観 写 真 を デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ と し て 活 用 し た 中 学 校 社 会 科 学 習 指 導  

【 実 践 】 

① 単 元 名  地 理 的 分 野 「(2)地 域 の 規 模 に 応 じ た 調 査  ア  身 近 な 地 域 」(第 1 学 年) 

② 単 元 の 目 標 

・身 近 な 地 域 お け る 諸 事 象 を 取 り 上 げ 、観 察 や 調 査 な ど の 活 動 を 行 い 、生 徒 が 生 活 し て

い る 土 地 に 対 す る 理 解 と 関 心 を 深 め さ せ る 。  

・市 町 村 規 模（ 花 園 中 学 校 区 ）の 地 域 的 特 色 を と ら え る 視 点 や 方 法 、地 理 的 な ま と め 方

や 発 表 の 方 法 の 基 礎 を 身 に 付 け さ せ る 。 

③ デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の 利 用 

〇 先 行 事 例 の 利 用 

本 単 元 の 指 導 を 構 想 す る 段 階 で 景 観 写 真 を デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ と し 利 用 し た 事 例 が

あ る か ど う か 調 べ た 。 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の 教 育 コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス で 検 索 し

た 結 果 、 中 学 校 の 事 例 を 見 つ け る こ と は で き な か っ た 。 そ こ で 、 小 学 校 で の 地 域 学 習

の 教 材 を 探 し て み た 。 す る と 、 地 域 の 産 業 等 の 事 例 が あ る こ と が わ か っ た 。 そ こ で 、

こ の 事 例 を ヒ ン ト に 中 学 校 で の 単 元 の 構 成 を 考 え 、 授 業 を 展 開 し た 。 
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〇 景 観 写 真 を デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ と し て 利 用  

単 元 の 学 習 指 導 の 中 で デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ と し て 景 観 写 真 を 活 用 す る よ う に 計 画 し

た 。 具 体 的 な 単 元 の 指 導 計 画 に つ い て は 資 料 2 に 示 す 。 

・ 地 形 図 の ル ー ル を 学 ぼ う  縮 尺 、 地 図 記 号  

景 観 写 真 を 示 し 、 場 所 を 特 定 す る 。 １ ： ２ ５ ０ ０ ０ 地 図 で ど の よ う に 表 さ れ て い る

か を 調 べ 、 地 図 記 号 の 表 し 方 を 理 解 す る 。 

・｢花 園 再 発 見 Ⅱ 」 景 観 の と ら え 方  

「 釜 伏 山 」 の 景 観 写 真 を 示 し 、 学 校 か ら の 方 位 を 考 え さ せ る 。 

景 観 写 真 ＝ 断 面 図 、 地 図 ＝ 平 面 図 （ 俯 瞰 ） か ら 等 高 線 の 必 要 性 と 地 形 ご と の 基 本 パ

タ ー ン を 理 解 す る 

・ 「 実 際 に 調 査 し て み よ う 」 地 域 実 地 調 査 「 調 査 結 果 を ま と め よ う Ⅰ ・ Ⅱ 」 

・ 「 発 表 会 を し よ う 」  

フ ィ ー ル ド ワ ー ク で 撮 影 し た 景 観 写 真 か ら 花 園 中 学 校 区 の 地 理 的 特 徴 を 見 つ け 、 発

表 す る 。 

④ 授 業 内 容  
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・ 「 地 形 図 の ル ー ル を 学 ぼ う 」 （ 写 真 1） 

景 観 写 真 を 示 す → 実 際 の 場 所 を 探 す 

ノ ー ト に 書 く → 地 図 上 で 地 図 記 号 を 探 す 

→ 地 図 記 号 を ノ ー ト に 書 く 

・ 「 花 園 再 発 見 」 景 観 の と ら え 方  

花 園 中 学 校 か ら の あ る 方 位 の 景 観 写 真 を み

る → 方 位 を 地 図 で 確 認 す る → １ ６ 方 位 を 理

解 す る → 釜 伏 山 の 地 図 の 示 さ れ 方 を 知 る → 等 高 線 の 役 割 基 本 パ タ ー ン を 理 解 す る 。 

 

・  「 実 際 に 調 査 し て み よ う 」 

花 園 地 区 を 象 徴 す る 景 観 写 真 （ 写 真 ２ ） を ４ 枚 撮 っ て く る → ３ 箇 所 例 示 ・ 用 水 路 ・

屋 敷 林 ・ 公 共 施 設 → 自 分 た ち で 考 え る 花 園 地 区 を 象 徴 す る 箇 所 

・ 「 発 表 会 を し よ う 」  

４ 枚 の 景 観 写 真 か ら 花 園 地 区 を 代 表 す る 景 観 写 真 を 選 び 、 特 徴 を 発 表 す る 。 

 

わずかに残る桑畑    屋敷林のある家    用水路と水門     公共施設（花園総合支所）

写真２ 
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【 考 察 】 

社会科においてデジタルコンテンツを利用し、指導したことは地域的特色をとらえる視点

や方法を身に付させるうえで大変効果的に授業を展開することができた。特に、現行指導

要領で示されている「景観」や「フィールドワーク」を行う上で効果的であった。中学校

では地図記号は小テスト方式の暗記、フィールドワークではただルートマップに従って回

ってくるだけの実践が多いと思われる。今回、景観写真をデジタルコンテンツとして利用

して資料を視覚的に示すことにより、地理的事象を見いだし、事象間の関連の発見過程を

体験し、地理的な追究の面白さを実感させる学習を展開できた。その結果、生徒が生活し

ている地域に対する理解と関心を深めさせ、地理的な見方や考え方の基礎を培うことがで

きた。 

 

３ 考察 

 

授業の質的な改善を図り、「わかる授業」を展開するためにデジタルコンテンツの

積極的な活用をすることをねらい、課題を設定し研究を進めてきた。 

その結果、デジタルコンテンツを取り入れた単元の指導計画を作成することで、よ

り多くの教員が授業を実践しやすくなることがわかり、今後も他教科の指導計画を作

成することが必要であることがわかった。以下に今回の研究での成果と課題を挙げる。 

 

(１)成果 

・ デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 取 り 入 れ た 単 元 の 指 導 計 画 に よ り 、 初 め て の

教 員 で も 手 軽 に 授 業 を 行 う こ と が で き た 。  

・デジタルコンテンツを活用することは、「わかる授業」を実践するための授

業改善のひとつの方法である。 

・理科の授業では、各実験後にデジタルコンテンツを利用したまとめを行うこ

とで考察の内容を焦点化することができた。 

・社会科の授業では、生徒が生活している地域に対する理解と関心を深めさせ、

地理的な見方や考え方の基礎を培うことができた。 

(２)課題 

・年間指導計画や単元の指導計画にデジタルコンテンツを取り入れてもリンク

切れなどになることもあるで，検索するスキルを身につけることが大事であ

る。また、校内に核となって推進してくれる教員がいるとより活用は進む。 

・様々なＷｅｂ上にデジタルコンテンツがあり、どこにどんなものがあるのか，

全体像はなかなか把握できない。 

 

デジタルコンテンツを取り入れた単元の指導計画や年間指導計画を作成すること

で、より多くの教員が授業を実践しやすくなることは、この研究で検証できた。しか

し、ただデジタルコンテンツを取り入れればいいわけではない。わかりやすい授業は、

デジタルコンテンツの質と使い方に左右されるからである。単元の指導計画や年間指

導計画を作成する段階で、情報を共有化し、より質の高いデジタルコンテンツを選定
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することで、わかりやすい授業ができる。しかし、授業を担当する教員たちは、日々

の忙しさの中で有用なデジタルコンテンツを探す時間さえないという。このような現

状の中でどう授業改善を図るかは、多くの学校で悩んでいるところであるが、教材研

究の中で有用なデジタルコンテンツの使い方を考え、取り入れていくことが重要であ

る。 

コンピュータ操作の得意な教員のみがコンピュータを使った授業を展開するという

時代は終わるであろう。これからは、すべての教員が、普通教室で、授業の必要と思

われる場面で、活用するようになる。そのためには、指導計画の作成を契機に質の高

いデジタルコンテンツの検索方法を身につけることや授業のイメージをふくらませる

ことが必要となる。 

教育の情報化は、間違いなく進んでいく。児童生徒もより進んだ情報化社会の中で

生きていくことになる。その現実から目を背けることなく、課題を解決できるように

情報教育を推し進めていきたい。 
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第1学年「身のまわりの現象」における、デジタルコンテンツを取り入れた単元の指導計画資料
「身のまわりの現象」（２４時間扱い）

月 題 材 学 習 活 動 デジタルコンテンツ

第１章 光の世界 １ 身のまわりの物体が見えるのは，目に光が入る
［６］ からであることについての説明を聞く。

６ １ 身の回りの物 ２ 鏡や水やレンズなどを使ったときの見え方や，
体を見てみよ 光の進み方について調べる。
う （１） ３ 物体の見え方と光の進み方には関係があること

についての説明を聞く。

２ 光はどのよう １ 光が直進する現象についての説明を聞く。 千葉市教育センター
に進むのか ２ 鏡や透明な物体に当たった光の進む道筋につい http://www.cabinet-cbc.ed.jp/
(３） て，話し合う。 学習コンテンツ

３ 鏡や透明な物体に当たった光の進む道筋を調べ 「光の直進と反射」
る実験を行う。

４ 光の反射（入射角＝反射角）についての説明を
聞く。

５ 鏡で物体をうつしたときの見え方について，
説明を聞く。

６ 光の反射の性質をもとに，鏡にうつって見える
範囲を考える。

７ 光の屈折と全反射についての説明を聞く。
８ 光の反射や屈折，全反射に関連する活動を行い

それぞれの現象について説明する。

３ 凸レンズでど １ 凸レンズによってできる像について説明を聞き 千葉市教育センター
んな像ができる 凸レンズを使っていろいろな像を見たり，像を http://www.cabinet-cbc.ed.jp/
か うつしたりしてみる。 学習コンテンツ

（２） ２ 焦点と焦点距離についての説明を聞く。 「凸レンズの性質」
３ 凸レンズで大きな像やさかさまの像ができるの

はどんなときか，話し合う。
７ ４ 凸レンズによってできる像の位置や向き，大き

さを調べる実験を行う。
５ 実験結果を参考に実像，虚像についての説明を

聞く。
６ 凸レンズで屈折した光の進み方と像について，

説明を聞く。
７ 鏡にうつる像や，水面で屈折して見える像が，

実像か虚像かを考える。

第２章 音の世界 １ 音を出したり，音が出ている物体を観察する。 理科ねっとわーく
［３］ ２ 物体が振動して音を出していることについての http://www.rikanet.jst.go.jp/

１ 音の伝わり方 説明を聞き，音が耳までどのようにして伝わる 「マルチメディア機能を活用した
を調べよう のかを考える。 「音」の学習教材」

（１） ・ティンパニ，ギター
３ 共鳴おんさや真空鈴を用いて，空気が振動して

音を伝えていることを見出す。
・空気中を伝わる音，真空では音は伝わらない

４ 音の伝わり方と音を伝える物体，音が伝わる速
さについて，説明を聞く。

理科ねっとわーく
http://www.rikanet.jst.go.jp/
「花火コンテンツ」
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２ 音の大きさや １ 大きい音や高い音を出す方法や，そのときの物 北海道立理科教育センター
高さを調べよう 体の振動について，話し合う。 http://www.ricen.hokkaido-c.ed.

（２） ２ 音の大小や高低と物体の振動についての実験を jp/
行う。 実験観察コンテンツ

３ 実験結果を参考にして，音の大小と振幅，音の 「音オシロ」
高低と振動数との関係について，説明を聞く。
「マルチメディア機能を活用した「音」の

学習教材」
・音の大きさ，音の高さ

４ 音の高さと大きさと振動のようすの関係につい
て考える。

第３章 いろいろ １ 物体に直接手でふれて力を加えるときの，物体
な力の世界［８］ の変化について話し合う。

２ 物体に力を加えると物体がどうなるか，実験を
１ 物体に力がは 行って調べる。

たらくとどうな ３ 実験結果をもとに，物体に力がはたらくときの
るか （２） 物体の変化のようすについて，共通するものど

９ うしをグループ分けし発表する。
４ グループ分けの結果などを参考に，力のはたら

きについての説明を聞く。
５ 力を加えている物体，力を受けている物体を区

別し，力のはたらきのどれが当てはまるかを考
える。

６ 重力や重さについての説明を聞く。

２ 力はどのよう １ バーベルを持ち上げる力とエキスパンダーをの
に表すことがで ばす力を比べるには，どうしたらよいか，話し
きるか（２） 合う

２ ばねののびが同じならば，はたらいている力の
大きさが同じであることについての説明を聞
く。

３ 力の大きさの単位にはニュートンが使われるこ
とについての説明を聞く。

４ ニュートンはかりを使って、ニュートンという
単位で示される力の大きさを実感する。

５ 力を矢印で表現する方法や重力を矢印で表す方
法について説明を聞く。

３ ２つの力がは １ 物体に２力がはたらいて物体が動かないとき，
たらくとどうな ２力がどうなっているか，話し合う。
るか （２） ２ ２力の向きがずれているときや，２力の大きさ

がちがうときに，物体が動かないかどうか予想
する。

３ ２力のつり合いの実験を行い，物体が動かない
ときの２力の条件について，結果をまとめる。

４ 実験結果を参考に，２力のつり合いについての
説明を聞く。

５ 垂直抗力，摩擦力についての説明を聞く。

４ 面に力がはた １ ふれあう面に力がはたらくときのちがいについ ＮＨＫデジタル教材
らくとどうなる て，自分の考えを発表する。 １０min.ボックス
か （２） ２ ふれ合う面積と物体の変形のしかたのちがいに 圧力と道具

ついて，予想する。
３ 力の大きさが同じときの，ふれ合う面積と物体

の変形のしかたについて実験を行う。
４ 実験結果を参考にして，圧力の定義と単位につ

いての説明を聞く。



５ 大気圧についての説明を聞く。

10

７ 空気に重さがあることを調べる実験を行い，
結果をまとめる。

８ 大気圧が四方八方からはたらくことについての
説明を聞く。

学習の整理・確かめと応用・トライ(７)
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単元名 「（２）国民生活と経済 ア 私たちの生活と経済」小単元名「市場経済と金融」資料
（１１時間扱い）身近な地域「花園」指導計画

時 小単元名 学習内容 学 習 活 動 デジタルコンテンツ

１ 花園再発見 地形図の読み方縮尺 地形図取り扱いの約束学校自宅通学路
を書き込もう

２ 花園再発見 景観のとらえ方 写真で景観を観察する。[花園]を象徴 ワークシートとパワーポ
する写真にタイトルを付けよう。 イントで示した景観写真

を見て、写真を説明する
タイトルを付ける

３ 地図のルール学ぼ 縮尺と地図記号 地図上の距離から実際の距離をわかる パワーポイントで示した
う ようにしよう。地図記号を知ろう。 景観写真の地点を１：２

５０００の地図を探す。
地図で示された記号をノ
ートに書く。フラッシュ
カードで答え合わせをす
る。

４ 地形を読みとろう 等高線と土地利用 屋上観察。等高線から地形や土地利用
（道路や鉄道）を読みとろう。 パワーポイントで「釜伏

山」を示し、花園中学校
からの方位と等高線で表
されている山を知り、等
高線の意味と役割を理解
する。

５ 調査テーマを作ろ 地域実地調査１ 調べたいことをあげ、類型化し、調査
う テーマを作る。（調査の目的、内容→

調査方法→結果予想）

６ いろいろな調査方 地域実地 土地利用 写真や地図を使って新旧の比較をす
法を考えよう 調査２ る。

７ 実際に調査してみ 地域実地調査３ 実際に調査して地図化していこう フィールドワークで景観
よう１ 写真を４枚撮ってくる。

３箇所は例示する。用水
路・屋敷林・公共施設残
り一カ所は自分たちで考
える花園地区を象徴する
箇所を決める

釜伏山はどんな方位にある？

文
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８ 調査結果をまとめ 調査結果をまとめよ 調査結果をまとめ、レポートを作ろう フィールドワークでとっ
・ よう う た景観写真を班ごとのワ
９ ークシートにし、発表用

の説明文を考えさせる。

10 発表会をしよう 発表会をしよう 発表会をしよう 班ごとのワークシートを
パワーポイントを示し説
明する。

11 単元テスト 単元をふり返ろう 単元テスト
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４章  ネットワークを活用した教育支援に関する調査研究  
～  教育の情報化とその環境づくり～  

 
研究概要 

 県内の学校で利用可能な、総合教育センターの学校支援システムや県立学校間ネットワーク

及び校内ＬＡＮ等のネットワーク機能をさまざまな教育の場面に活用、支援することを目的と

して研究を進めた。 

 特に、ビデオ会議システムの活用については、機器説明・設定資料・実施手順マニュアルを

作成し、それを活用しながら実践を進めることにより、各校のスムーズな実施が図れるよう工

夫した。 

・ビデオ会議システムを活用した、中高一貫教育における有益な連携事業の研究 

・高等学校間やろう学校と外部の教育機関を結んだ合同授業の研究 

・遠隔地の学校間の交流学習の活用方法の研究 

・校内 LAN を活用した教育ビデオの活用およびストリーミングビデオ配信について教育効果の研究 

・校内サーバを活用した教育の ICT 化および情報発信としてシステムの構築方法や活用法の研究 

 

はじめに  
ｅ-ｊａｐａｎ戦略や、ＩＴ新改革戦略でも情報社会に主体的に対応することのでき

る「情報活用能力」を育成することは極めて重要であるとされている。そのためにも教

育の情報化を推進するための環境作りは急務であり、進展するネットワーク社会に対応

し、すべての教員がＩＴ機器を活用した教育の実現が求められている。  
 

１ 研究の趣旨・目的  
ネットワークを活用した教育は様々あるが、例えば、ビデオ会議システムは、県立

総合教育センターの学校支援システムおよび県立学校間ネットワークの機能の一つ

として利用できる。ビデオ会議システムは、遠隔地と、双方向に音声だけでなく映像

までもリアルタイムでやりとりすることができるので、遠隔授業や共同学習など様々

な学習形態を可能とした。さらに、校内ＬＡＮと視聴覚機器を組み合わせることによ

り、授業の様々な場面において、児童・生徒の興味関心を深めることができるように

なった。また、サーバやネットワークの利用方法の研究、環境整備も必要になってく

る。  
さらに、教育のＩＣＴ化に関する様々な研究が報告されているが、その報告の実践

を各校で参考にするとき、“どのような授業が行われたか”が報告の中心のものが多

いため、その報告を読んですぐ始めるには、解決しなければならない課題が多い。そ

こで、今までの研究報告や、平成１７年度の調査研究の課題をふまえ、ネットワーク

を活用した教育に関わる課題を整理し解決する方法を検討し、以下のような仮説を立

て研究を進めた。  
・ビデオ会議システムや校内ＬＡＮ等、ネットワークの機能を活用した、様々な授

業実践を報告し、課題と解決方法を明示する。  
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また、ビデオ会議システムの校内での組織の編成の仕方等も含めた実施手順マ

ニュアル (p106)や、ビデオ会議システムの機器説明・設定資料 (機器説明 p112,利
用方法 p108)を作成しこれを用いながら実践を進めることにより、研究協力委員

の学校のみならず、相手校が取り組みやすくする。ことにより、ネットワークを

利用した教育の機会が多くなり、教育でのＩＣＴの活用は促進される。今回は特

に、ビデオ会議システムと校内ＬＡＮの活用を中心に研究した。  
 

２ ビデオ会議システムを利用した学校間連携 

ビデオ会議システムは、コンピュータネットワークを利用して、双方向で画像や音

声のやり取りができる。この特性を利用し離れた地域に対して遠隔で授業や、学校の

交流、進路説明会など様々な応用が可能である。  
今回の研究では、専用の端末を用いた県立学校間ネットワークのビデオ会議システ

ム（機器説明 p112）、および、Ｗｅｂ型カメラを用いた総合教育センターの学校支援

システムのビデオ会議システム（利用方法 p108）を用いた。  
以下に、ビデオ会議システムの接続に関する研究をまとめる。  
 

(１ ) 専用の端末を用いた県立学校間ネットワークの機能であるビデオ会議システム

を利用した場合  
投影用のプロジェクタは、少人数で利用する場合においてはテレビモニタでも充

分である。また、内蔵カメラを利用する場合は設置場所が限られるため外部カメラ

を利用した方が自由度が高い。遠隔授業などで講師本人がビデオ会議システムを利

用する場合は、内蔵カメラを利用した方がリモコンによるカメラ操作が可能となり

便利である。  
会場で音声を拡声する場合、スピーカーとマイクの位置が近いとハウリングを起

こし、音声が聞き取りにくくなってしまうので注意が必要である。ビデオ会議シス

テムをテレビモニタの上に置くことによって相手との目線が合う。授業のように多

数の場合では液晶ビデオプロジェクタを用いた方が見やすい。カメラの位置とスク

リーンの位置が離れると目線が変わってしまうので注意する。  
 

本校１  本校２  

相手校１  相手校２  

 
  
 
 
 
 
 

 
 １つのビデオ会議システムに４台が参加した場合 

ビデオ会議システムを利用した学校間連携 87



ビデオ切替器を使って複数のカメラを切り替えて使うと教員や生徒、教材などの

画面の切替が円滑になる。ビデオ会議システムは通常 1 台ずつで音声と映像の転送

を行うが、２台ずつ利用する方法もある。1 つビデオ会議システムに４画面の映像

が入ると 1 つの画面が小さくなってしまい見にくくなってしまう可能性がある。２

つのビデオ会議システムを使い、授業用と生徒の学習状況の転送用に使うと画面が

大きく使え見やすい。  
一つのスクリーンに４画面表示させるため、１画面が小さくなる。対話などでは

問題にならないが、資料提示（文字等を含む）などではほとんど読むことができな

いため利用は困難である。  
そこで図のように、２つのスクリーンを使うと大変見やすくなる。設置が大変に

なるが交流事業も円滑に行える。  
 

授業用のビデオ会議システム

２つのビデオ会議システムを利用した画面  

本校１ 

 

相手校１ 

本校２ 

 

相手校２ 

生徒交流用のビデオ会議システム 

 
 
 
 
 
 

しかし、広い帯域を使用するため県立学校間ネットワークのように広帯域が保証

されている場合には有効である。しかし、国際交流や他県との交流、市町村立学校

等や県立学校間ネットワーク外の学校との交流の場合充分な通信試験を行ってか

ら行った方がよい。  
 

(２ ) Ｗｅｂ型カメラを用いた学校支援システムのビデオ会議システムを利用した場

合  
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交流などには向かないが、講演な

 

総合教育センターの学校支援システムを利用すれば手軽にビデオ会議システム

を利用することができる。専用のビデオ会議システムは大変高価であるが、学校支

援システムのビデオ会議システムを利用した場合は、インターネットに接続された

パーソナルコンピュータとＷｅｂ型カメラ (USB カメラ )のみで利用できるのが特

徴である。カメラで映せる範囲が狭いので、学校

どでは十分利用できる。  

コンピュータ

インター
ネットへ

USBカメラ 
 
 
 
 
 



ビデオ会議システムの機能の一つであるデスクトップの共有機能を利用すれば、

相手側への資料提示が明瞭な画面で転送できる利点もある。また、専用のビデオ会

議システムと組み合わせることによって、高品質な

映像と明瞭な資料提示も可能になる。特に最近はパ

ーソナルコンピュータの画面を提示資料として使

うことが多くなってきた。デスクトップの共有機能

を利用し、相手に画面を転送することによってわか

りやすい資料提示が行える。  
その場合は、ビデオ会議システム用のビデオプロ

ジェクタの他に転送画面を提示するためのビデオプロジェクタを用意する必要が

ある。しかし、動画やプレゼンテーションのアニメーションなどは表示が追いつか

ないため動く映像の利用は厳しい。転送画面については、事前に相手のディスプレ

イサイズと合わせておくようにしておく。  

 

３ 中高連携におけるネットワーク機能の活用についての研究 

小鹿野高等学校は連携型中高一貫教育校であり、近隣の５つの中学校（小鹿野中、

三田川中、吉田中、両神中、長若中）と、授業や学校行事、特別活動等を通して様々

な連携事業を実施している。連携中学校は近隣とはいえ、各校とも学校間の距離があ

り、相互の行き来は容易ではない。そこで、県立学校間ネットワークシステムや総合

教育センターの学校支援システムの活用し、中高一貫教育での新しく有益な連携事業

や活用方法についての研究をすすめた。ビデオ会議システムの校内での組織の編成の

仕方等も含めた実施手順マニュアルや、ビデオ会議システムの機器説明・設定資料を

作成し、それを活用しながら実践を進めた。  
 

実 践 報 告 １  県 立 小 鹿 野 高 等 学 校  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 利 用 準 備 に 関 わ る 取 組   
１  目 的  

県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム や 総 合 教 育 セ ン タ ー の 学 校 支 援 シ ス テ ム を 活 用 し 、中

高 一 貫 教 育 の 新 し い 連 携 事 業 を 進 め る た め に 、課 題 を 整 理 し 、解 決 し 、実 施 手 順 マ ニ ュ ア

ル を 作 成 す る 。そ の マ ニ ュ ア ル を 活 用 す る こ と に よ り 、相 手 校 や 他 の 小 中 高 等 学 校 が ビ デ

オ 会 議 シ ス テ ム の 利 用 を ス ム ー ズ に 進 め る こ と を 目 的 に 研 修 を 進 め た 。  

２  内 容  

ソ ニ ー 製 ビ デ オ 会 議

シ ス テ ム 端 末  

今 回 の 研 究 は 、 連 携 中 学 校 の 一 つ で あ る 小 鹿 野 町 立 両 神 中 学 校

と 協 力 し て 進 め た 。県 立 学 校 は 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク を 、中 学 校

は 一 般 回 線（ Ａ Ｄ Ｓ Ｌ ）を 使 用 し た 。こ の た め 必 要 な 手 続 き は 、県

立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク サ ポ ー ト デ ス ク の 協 力 を 得 な が ら 進 め た 。  

(1) 使 用 機 器 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 の 設 定 ・ 準 備  

両 校 と も ソ ニ ー 製 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 端 末 を 使 用 す る 予 定 で

い た が 、県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で 使 用 す る 機 器 は Ｎ Ａ Ｔ 機 能（ 一 つ の グ ロ ー バ ル Ｉ
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Ｐ ア ド レ ス を 複 数 の コ ン ピ ュ ー タ で 利 用 で き る よ う に す る 機

能 ） に 対 応 し て い な け れ ば な ら な い た め 、 本 校 は 、 県 所 有 の

ポ リ コ ム 製 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 端 末 を 、 両 神 中 学 校 は ソ ニ ー

製 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 端 末 を 用 い て 検 証 を 実 施 し た 。  

ネ ッ ト ワ ー ク の 設 定 に つ い て は 、 グ ロ ー バ ル Ｉ Ｐ ア ド レ ス

が 必 要 で あ る が 、 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク で 県 立 学 校 が 独 自

に グ ロ ー バ ル Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 割 り 振 る こ と は で き な い た め 、高 校 教 育 指 導 課 へ 依 頼 し て

割 り 振 り っ て も ら っ た 。中 学 校 側 で は 、あ ら か じ め グ ロ ー バ ル Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 取 得 済 み

で あ り 、 特 別 な 作 業 等 は 必 要 な か っ た 。  

ポ リ コ ム 製 ビ デ オ 会 議

シ ス テ ム 端 末  

(2) ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 の 検 証 お よ び カ メ ラ 機 能 ・ 操 作 等 の 確 認  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 端 末 は 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 教 員 用 セ グ メ ン ト に 接 続 す る 必 要

が あ り 、教 室 の 環 境 に よ っ て は 、棟 ハ ブ・フ ロ ア ハ ブ 等 の 設 定 を 変 更 す る 必 要 が 生 じ る 。

本 校 で は Ｌ Ａ Ｎ ケ ー ブ ル の 接 続 ソ ケ ッ ト の 変 更 で 対 応 し た 。  

授 業 等 で 使 用 す る 場 合 、 で き る だ け 大 画 面 で 画 像 を 表 示 し た い 。 音 声 も 教 室 の 隅 々

ま で 聞 こ え る 必 要 が あ る 。こ の た め 、オ ー デ ィ オ 機 器 へ の 接 続 が 必 須 と な る 。マ イ ク は

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 端 末 に 標 準 添 付 さ れ て い る も の で 十 分 で あ る が 、ス ピ ー カ ー に つ い

て は あ る 程 度 の 大 音 量 に 耐 え う る 製 品 の 使 用 が 望 ま し い 。本 校 で は 、教 室 に 備 え 付 け の

大 型 モ ニ タ へ 表 示 さ せ た 。ス ピ ー カ ー も 備 え 付 け の 良 質 な 製 品 で あ っ た た め 、音 声 は 大

変 聞 き 取 り や す い 状 態 で あ っ た 。  

(3) 校 内 で の 推 進 委 員 会 の 設 置  

校 内 で の 情 報 教 育 を 推 進 す る た め 、「 情 報 教 育 推 進 委 員 会 」を 設 置 し た 。ネ ッ ト ワ ー

ク の 理 解 と 利 用 を 含 め 、 教 員 の 情 報 活 用 能 力 と 情 報 管 理 に 関 す る 意 識 の 向 上 を 目 指 し 、

研 修 会 な ど を 実 施 す る 母 体 と し て の 役 割 を 担 う グ ル ー プ と し た 。（ 合 計 １ ２ 名 ）  

国 語 科 ２ 名 、 数 学 科 １ 名 、 地 公 科 １ 名 、 理 科 １ 名 、 商 業 科 １ 名 、 体 育 科 １ 名  

芸 術 科 １ 名 、 英 語 科 １ 名 、 家 庭 科 １ 名 、 情 報 科 １ 名 、 福 祉 科 １ 名  

以 前 か ら 「 Ｉ Ｔ 推 進 委 員 会 」 が 存 在 し て い る が 、 校 内 の 情 報 教 育 の 活 性 化 を 目 指 す

に は 、各 教 科 の 代 表 を 選 抜 し 、個 々 の 教 員 の ス キ ル ア ッ プ が 可 能 な 環 境 を 整 え る 必 要 が

あ る と 考 え た 。そ こ で 各 教 科 の 教 員 と 個 別 に 相 談 し 、参 加 と 協 力 を 要 請 し た と こ ろ 、思

っ た 以 上 に メ ン バ ー が 増 え る 結 果 と な っ た 。Ｉ Ｃ Ｔ に 興 味 を 持 ち 、有 効 活 用 し た い と 考

え て い る 教 員 が 、少 な か ら ず 存 在 し て い る こ と の 現 れ で あ る 。職 員 室 な ど で 普 段 か ら ネ

ッ ト ワ ー ク を 利 用 で き る よ う 、指 導 用 パ ソ コ ン を 自 由 に 貸 し 出 す 制 度 や 、利 用 説 明 書 の

配 布 、個 人 別 の フ ォ ロ ー ア ッ プ を 積 極 的 に 実 施 し た 。委 員 会 と し て の 全 体 研 修 は 、本 研

究 モ デ ル 事 業 の 期 間 中 に ４ 回 実 施 （ 中 高 合 同 研 修 会 を 含 む ） し た 。  

(4) 使 用 教 室 の 選 定  

 小 鹿 野 高 校  「 総 合 学 習 室 」（ 特 別 教 室 ）   

・県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク に 常 時 接 続（ 教 員 用 と 生 徒 用

を 同 時 に 使 用 す る こ と が 可 能 ）  

・生 徒 実 習 用 の パ ソ コ ン 、大 型 モ ニ タ 、オ ー デ ィ オ 機 器

等  
小 鹿 野 高 校 モ ニ タ (総 合 学 習 室 ) 
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両 神 中 学 校  「 Ｍ Ｍ Ｒ 」（ 特 別 教 室 ）  

・ 校 内 で 唯 一 イ ン タ ー ネ ッ ト に 常 時 接 続 し て い る 教 室  

・ 生 徒 実 習 用 の パ ソ コ ン 、 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ  

・ ス ク リ ー ン 等  

両 神 中 学 校 モ ニ タ （ Ｍ Ｍ Ｒ ）  
(5)実 施 手 順 マ ニ ュ ア ル の 作 成  

ビ デ オ 会 議 を 実 施 す る に 当 た っ て の 、 校 内 で の 組 織 の 編 成 の 仕 方 等 も 含 め た 実 施 手

順 マ ニ ュ ア ル や 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 機 器 説 明・設 定 資 料 を 作 成 し た 。そ れ を 活 用 し

な が ら 実 践 を 進 め る こ と に よ り 、相 手 校 や 他 の 小 中 高 等 学 校 の 実 施 を ス ム ー ズ に 進 め ら

れ た 。  

３  考 察  

講 義 形 式 な ど 通 常 の 授 業 で 利 用 す る こ と を 前 提 と す れ ば 、ホ ー ム ル ー ム で の 検 証 が 望 ま

し い が 、今 回 は あ え て 実 習 中 心 の 授 業 を 取 り 上 げ 、テ レ ビ モ ニ タ を 通 し て の 授 業 が 可 能 で

あ る か ど う か の 検 証 を 進 め た 。 両 校 の 特 別 教 室 と も 、 生 徒 実 習 用 パ ソ コ ン と 大 型 モ ニ タ ・

そ の 他 オ ー デ ィ オ 機 器 等 が 常 備 さ れ 、パ ソ コ ン を 使 用 し な い 授 業（ 座 学 授 業 ）で も 利 用 可

能 な 環 境 を 整 え て い る 点 で 共 通 し て い る 。生 徒 も ホ ー ム ル ー ム で 受 け る 授 業 と は 違 う 環 境

で 臨 む た め 、「 特 別 な 授 業 」 と し て の 意 識 が 高 ま り 、 念 頭 に お い て 選 択 し た 。 校 内 で の 組

織 の 編 成 の 仕 方 等 も 含 め た 実 施 手 順 マ ニ ュ ア ル や 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 機 器 説 明・設 定

資 料 に よ り 、実 施 を ス ム ー ズ に 進 め ら れ る と 思 う 。ま た 、他 の 小 中 高 等 学 校 の 取 り 組 み に

も 活 用 し て ほ し い 。  

 

実 践 報 告 ２  県 立 小 鹿 野 高 等 学 校  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 中 高 連 携 授 業 で の 取 組  

１  目 的  

学 校 の 教 育 活 動 に お い て ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 行 事 な ど イ ベ ン ト と し て で は な く 授 業

な ど で 恒 常 的 用 い ら れ る こ と が 望 ま し い 。容 易 に 出 来 る ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 授 業

の 実 践 方 法 を 確 立 す る と と も に 、 中 高 連 携 教 育 の 推 進 を 目 的 と し て 研 究 し た 。  

２  内 容  

教   科 ： 商 業  

科   目 ： 実 用 ワ ー プ ロ （ ビ ジ ネ ス 文 書 の 作 成 方 法 に 関 す る 実 習 ）  

教   室 ： 総 合 学 習 室 （ 生 徒 用 の パ ソ コ ン を 常 備 し た 実 習 用 の 特 別 教 室 ）  

時   間 ： 平 成 18 年 ７ 月 ７ 日 （ 金 ）（ １ ３ ： ２ ０ ～  ５ ０ 分 ）  

授 業 内 容：ワ ー プ ロ ソ フ ト を 用 い 、ビ ジ ネ ス 文 書 の 作 成 に 関 す る 具 体 的 な 手 法 を 指 導

す る 。  

授 業 形 態 ： 小 鹿 野 高 校 側 ＝ 教 員 １ 名  両 神 中 学 校 側 ＝ 中 学 生 ３ ０ 名  教 員 ２ 名  
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教 室 レ イ ア ウ ト ： 
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止
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れ
る
）

両神中学校（ＭＭＲ）  小鹿野高校（総合学習室）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 鹿 野 高 校 側 が 授 業 を 実 施 し 、両 神 中 学 校 側 で 生 徒 が 受 講 す る と い う 形 に す る こ と に

し た 。 高 校 か ら 中 学 校 へ 教 員 を 派 遣 す る 形 で 実 施 し て い る 例 に 従 っ た も の で あ る 。  

作 成 し た 実 施 手 順 マ ニ ュ ア ル や 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 機 器 説 明 ・ 設 定 資 料 に 基 づ い

て 進 め た 。  

今 回 の モ デ ル 授 業 を 通 し て 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 授 業 の メ リ ッ ト や 可 能 性 を

探 る こ と が で き た 。 両 神 中 学 校 の 生 徒 に は ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 具 体 的 な 参 考 意 見 も 集

約 す る こ と が で き た 。 そ の 結 果 を 基 に 今 後 の 改 善 ・ 発 展 が 可 能 で あ る 。  

 

「テレビモニタによる授業に関するアンケート」結果－対象：両神中学校２年生（３０名） 

■ テ レ ビ モ ニ タ を 通 し て 授 業 を 受 け 、 ど の よ う に 感 じ ま し た か 。  

肯 定 的 な 意 見  否 定 的 な 意 見  

・ す ご い と 思 っ た 。 い つ も の 授 業 と 違 っ て お も し ろ い 。  

・離 れ て い て も 会 話 が で き て す ご い 。こ ん な シ ス テ ム が あ る ん だ な と 思 っ た 。

・ 映 像 が 見 ら れ た り 声 が 聞 こ え た り す る の に び っ く り し た 。  

・ 高 校 の 先 生 が 教 え て く れ て よ か っ た 。 他 の 学 校 と 交 流 で き て よ か っ た 。  

・ 少 し 映 像 が 悪 か っ た 。  

・ ち ょ っ と 難 し く て 、 あ ま り で き

な い 。  

・ 普 通 だ っ た 。  

■ 授 業 に 違 和 感 が あ り ま し た か 。  は い ： ２ 名     い い え ： ２ ８ 名  

「 は い 」 と 答 え た 理 由 ： 声 が よ く 聞 こ え る こ と 。・ 画 面 が よ く 見 え な い 。  

■ 普 通 の 授 業 と テ レ ビ モ ニ タ に よ る 授 業 は 、 ど ち ら が 良 い と 感 じ ま し た か 。  

普 通 の 授 業 ： ５ 名  テ レ ビ モ ニ タ の 授 業 ： １ ２ 名  両 方 ： １ ３ 名  

・ 先 生 と 直 接 は な

せ る 。  

・画 面 が 見 づ ら い 。 

・ 普 通 の 授 業 の 方

が 楽 し い 。  

・ 他 の 学 校 と 交 流 で き る か ら 。  

・ た ま に は 遠 く の 人 と 一 緒 に 授 業 を や り た い 。

・ 他 校 の 先 生 が 教 え て く れ る 。  

・ テ レ ビ モ ニ タ の 方 が 楽 し く で き る 。  

・ い ろ い ろ な 人 と し ゃ べ れ る し 、 楽 し い か ら 。

・普 通 の 授 業 も テ レ ビ モ ニ タ の 授 業 も よ い 。

・ 両 方 や っ た 方 が 、 い ろ い ろ な こ と が 覚 え

ら れ る と 思 う 。ど ち ら も わ か り や す い か ら 。

・ 毎 日 同 じ だ っ た ら 、 た ま に テ レ ビ モ ニ タ

の 授 業 が あ っ た 方 が い い 。  

■ テ レ ビ モ ニ タ に よ る 授 業 の 「 良 い 」 と 感 じ た と こ ろ は 何 で す か 。  

・ お も し ろ い 。  ・ わ か り や す い 。  ・ み ん な で で き る 。  ・ 他 の 学 校 と の 交 流 が で き る 。  

・ 遠 い と こ ろ の 人 と で も 授 業 が 受 け ら れ 、 会 話 な ど が で き る 。・ い つ も と 違 う の で い い 。  

・ 遠 い 人 が 直 接 来 な く て も で き る 。  ・ パ ソ コ ン な ど に 映 る の で 便 利 。  ・ 知 ら な い こ と も い ろ い ろ わ か る 。  

・ 先 生 の 顔 を 見 な が ら 授 業 が で き る 。・ 他 の 中 学 校 と 授 業 が で き る こ と 。   
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■ テ レ ビ モ ニ タ に よ る 授 業 の 「 悪 い 」 と 感 じ た と こ ろ は 何 で す か 。  

・ よ く 映 っ て い な い 。  ・ 目 が 疲 れ る 。・ 少 し 聞 き づ ら い と こ ろ 。  

・ 相 手 が 教 え づ ら い と 思 う 。・ 手 軽 に 質 問 な ど が で き な い 。・ 会 話 が 切 れ た り し て 、 時 間 が か か る 。  

■ テ レ ビ モ ニ タ に よ る 授 業 を 毎 日 ・ 毎 時 間 受 け た い と 感 じ ま す か 。  

は い ： ８ 名  い い え ： ２ ２ 名  

・交 流 が い っ ぱ い で き る 。・わ か り や す い 。 

・ い ろ い ろ な 人 に い ろ い ろ な こ と を 教 え

て も ら え る か も し れ な い か ら 。  

・ 視 力 が 悪 く な る と 困 る 。 普 通 の 授 業 の 方 が い い か ら 。 あ き る か ら 。

・ い ろ い ろ な 授 業 を 受 け た い か ら 。  

■ テ レ ビ モ ニ タ 授 業 は 、 座 学 の 授 業 と 実 技 の 授 業 の ど ち ら に 向 い て い る と 感 じ ま す か 。  

  座 学 の 授 業 ： ２ ７ 名        実 技 の 授 業 ： ３ 名  

■ テ レ ビ モ ニ タ 授 業 は 、 将 来 普 及 す る と 思 い ま す か 。  

  思 う ： ２ ９ 名     思 わ な い ： １  

「 思 わ な い 」 の 理 由 ： 実 際 に 授 業 を 受 け た 方 が わ か り や す い 。  

■ テ レ ビ モ ニ タ 授 業 は 、 ど の よ う な 点 を 改 善 す る と 、 よ り 良 く な る と 思 い ま す か 。  

・ も う 少 し テ レ ビ の 画 像 な ど を よ く す る と い い と 思 う 。・ 声 を ち ゃ ん と 聞 き 取 れ る よ う に す る 。  

・ わ か り や す く す る 。・ 相 手 に み ん な の 顔 な ど が 、 見 え る よ う に な る と い い 。  

・ 光 で モ ニ タ が 見 え な く な る の で 、 他 の 光 が 入 っ て も 見 え る よ う に し た ら い い と 思 う 。  

 

３  考 察  

ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 使 用 し た 授 業 に 肯 定 的 な 意 見 が 多 か っ た 。

普 段 の 授 業 と の 雰 囲 気 の 差 を 、 違 和 感 と し て 感 じ た 生 徒 が 極 端 に 少 な か っ た の は 意 外 で

あ っ た 。 毎 日 の 生 活 の 中 で 、 テ レ ビ や パ ソ コ ン な ど に 慣 れ 親 し ん で 育 っ た 世 代 で あ る こ

と が 、影 響 し て い る と 思 わ れ る 。「 普 通 の 講 義 や 実 習 形 式 の 授 業 と 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム

を 用 い た 授 業 で は ど ち ら が 良 い か 」 の 問 い に つ い て も ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 授 業

を 好 む 傾 向 が 強 く 表 れ て い る 。 た だ し 、 多 く の 生 徒 は ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 授 業

を 頻 繁 に 受 け る こ と は 望 ん で お ら ず 、 普 通 の 講 義 や 実 習 形 式 の 授 業 の 中 に お い て 、 時 々

実 施 さ れ る 方 が 良 い と 感 じ て い る よ う で あ る 。 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 授 業 の 内 容

も 講 義 形 式 の 方 が 向 い て い る の で は な い か と 感 じ て い る 生 徒 が 多 い 。 実 技 で の 使 用 に つ

い て は 改 善 の 余 地 が 多 々 残 さ れ た 。 し か し ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 授 業 は 普 及 す る

か と い う 問 い に 対 し て 、 肯 定 的 な 意 見 が 圧 倒 的 に 多 か っ た こ と か ら 、 今 回 の よ う な 授 業

形 態 に 対 す る 期 待 感 が 大 き い こ と が 伺 が え る 。  

 

実 践 報 告 ３  県 立 小 鹿 野 高 等 学 校  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 中 高 合 同 研 修 会 （ 職 員 研 修 会 ） で の 取 組  

１  目 的  

中 高 連 携 教 育 に お け る 活 用 方 法 と し て 、中 高 間 で の 生 徒 や 教 職 員 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ツ ー ル と し て の 利 用 が 有 効 と 考 え た 。 授 業 と 同 様 に 、 誰 も が 容 易 に 使 え る 環 境 を 整 備 し 、

学 校 説 明 会 や 職 員 研 修 会 で 活 用 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と し て 研 究 を 進 め た 。  

２  内 容  

研 修 題 目 ：「 学 校 教 育 と 著 作 権 」  

講   師 ： 独 立 行 政 法 人 メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ ー  尾 崎 史 郎 先 生  

会   場 ： 小 鹿 野 高 校 「 視 聴 覚 室 」 お よ び 両 神 中 学 校 「 Ｍ Ｍ Ｒ 」  

時   間 ： 平 成 18 年 １ ０ 月 ３ １ 日 （ 火 ）（ １ ５ ： ２ ０ ～  ９ ０ 分 ）  
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参  加  者 ： 小 鹿 野 高 校 お よ び 連 携 中 学 校 教 員 、 地 域 の 小 学 校 教 員 等  

研 修 形 態：小 鹿 野 高 校 を 本 会 場 と し 、講 師 が パ ワ ー ポ イ ン ト で 資 料 提 示 し な が ら 講 義 を

行 う 。両 神 中 学 校 は 分 会 場 と し 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し 、テ レ ビ モ ニ

タ を 通 し て 受 講 す る と い う 形 態 を と っ た 。  

会 場 レ イ ア ウ ト ：  
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作 成 し た 実 施 手 順 マ ニ ュ ア ル や 、ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 機 器 説 明 ・ 設 定 資 料 に 基 づ い

て 進 め た 。  

授 業 以 外 で ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い る 方 法 を 、両 神 中 学 校 と 検 討 し 、連 携 校 全 体 で

実 施 し て い る 職 員 研 修 会 「 中 高 一 貫 研 修 会 」 で の 利 用 を 計 画 し た 。 そ こ で 、 講 師 に 実 際

に 講 演 を し て 頂 く 場 所 を 、 両 神 中 学 校 以 外 の 連 携 中 学 校 の 教 員 が 参 加 す る こ と か ら 、 主

会 場 を 小 鹿 野 高 校 、 分 会 場 を 両 神 中 学 校 と し た 。  

研 修 会 開 始 １ ０ 分 前 に は ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 が 接 続 さ れ 、映 像 ・ 音 声 の チ ェ ッ ク や 照 明

の 調 整 等 、 準 備 が 整 っ た 。 研 修 会 が 始 ま り 、 分 会 場 で 講 演 を 視 聴 し て い た 両 神 中 学 校 の

教 員 も 、 感 動 す る 場 面 が あ っ た よ う で あ る 。 と こ ろ が ３ ０ 分 も 経 過 し な い う ち に 、 突 然

フ リ ー ズ し 、 通 信 が 切 断 さ れ た 。 研 修 中 、 両 校 の 担 当 者 の 携 帯 電 話 で 連 絡 を 取 り 合 い 、

再 接 続 を 試 み た 。 再 接 続 は 無 事 に 確 立 さ れ た が 、 １ ５ 分 程 度 で 再 び 通 信 切 断 。 引 き 続 き

作 業 し て み た が 、 同 じ 現 象 が 繰 り 返 し 発 生 し 、 仕 方 な く 、 １ 時 間 程 度 経 過 後 に 検 証 を 断

念 し た 。  

３  考 察  

職 員 研 修 会 で の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 用 い た 実 験 は 、

う ま く い か な い 部 分 も あ っ た 。 し か し 短 時 間 で あ る も

の の 、 分 会 場 側 で 視 聴 で き た ス ク リ ー ン で の 本 会 場 の

様 子 は 臨 場 感 が あ り 、 現 場 で 講 演 を 視 聴 す る の と は 雰

囲 気 の 違 う 期 待 感 が 持 て た 様 子 で あ っ た 。 今 回 の 失 敗

の 原 因 は 、 具 体 的 に は 以 下 の 様 な 事 が 考 え ら れ る 。  

４章 ネットワークを活用した教育支援に関する調査研究 
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ア  学 校 間 ネ ッ ト ー ワ ー ク （ 小 鹿 野 高 校 ） と 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク （ 両 神 中 学 校 ） 同 士 の 通

信 環 境 が 、 意 図 し た 通 り に 設 定 さ れ て い な か っ た  

予 測 で あ る が 、 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク は サ ポ ー ト

デ ス ク で 管 理 さ れ 、 各 種 設 定 は 指 示 通 り に 行 え ば 問 題

は な い 。 し か し 中 学 校 な ど の 外 部 の ネ ッ ト ワ ー ク は 管

轄 外 で あ る 。 外 部 ネ ッ ト ワ ー ク の 管 理 者 に と っ て も 、

学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク 側 の 状 態 は 把 握 で き な い 。 こ の た

め 、 細 部 の 設 定 に 意 図 し な い 不 具 合 が 生 じ 、 安 定 し た

通 信 が 行 え な か っ た と 考 え る 。  

イ  事 故 対 応 の 準 備 不 足  

各 種 設 定 の 間 違 い や 機 器 の 故 障 等 の 事 故 対 応 は 、き ち ん と 準 備 し て お く べ き で あ っ た 。

先 に 補 助 用 と し て 考 え て い た 総 合 教 育 セ ン タ ー 学 校 支 援 シ ス テ ム に よ る ビ デ オ 会 議 シ ス

テ ム で あ る Joinmeeting な ど を 確 実 に 利 用 で き る 状 態 に し て お け ば 、最 悪 の 事 態 は 免 れ

た こ と と 考 え る 。 ま た 、 最 低 限 の 知 識 を 備 え た メ ン バ ー 複 数 で 対 応 で き る 体 制 も 整 え て

お く べ き で あ っ た こ と も 、 反 省 し な け れ ば な ら な い 点 で あ る 。  

 

４ ビデオ会議システムを活用した共同学習の実施 

県立学校間ネットワークのビデオ会議システムを活用して交流授業を展開してき

たが、送信されるプレゼンテーションなどの提示する文字などが、授業への利用とい

う点では扱いにくい点が多かった。そこで、新たに導入された学校支援システムのビ

デオ会議システムを用い、これまでになかった表示機能を活用することで、遠隔地に

おける授業に留まらず、日常の授業への利用を検証した。県内の大宮ろう学校に加え、

県立学校間ネットワーク外の東京都立葛飾ろう学校と筑波技術大学研究機関にも協

力をいただき実証試験を繰り返してきた。実践をとおして検証し、成果と今後の課題

を報告する。 

 

実 践 報 告 １  県 立 坂 戸 ろ う 学 校  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 大 宮 ろ う 学 校 と の 交 流 学 習  

１  目 的   

こ れ ま で の 実 践 を 生 か し 共 通 の 学 習 課 題 に つ い て 遠 隔 授 業 を 実 施 す る こ と に よ り 、少 な

い 生 徒 集 団 で あ る 良 さ を 生 か す と 共 に 、小 集 団 の 弊 害 を 克 服 し 、よ り 広 い 視 野 に 立 っ て よ

り 多 く の 情 報 を 共 有 し 、 活 用 で き る 事 を 目 指 す 。  

２  内 容  

ア  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 交 流 会 の 事 後 学 習  

平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ ４ 日 （ 金 ）  １ １ ： ０ ０ ～ １ １ ： ３ ０  

県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し 、 本 校 小 学 部 ２ 年 生 と 大 宮

ろ う 学 校 小 学 部 ２ 年 生 と の 交 流 学 習 の 事 後 学 習 の 実 施 。  

イ  大 宮 ろ う 学 校 の 文 化 祭 の ラ イ ブ 中 継  

平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日 （ 土 ）   ９ ： ３ ０ ～ １ １ ： ３ ０  



ウ  平 成 １ ８ 年 １ 月 ２ ３ 日 （ 月 ） １ ３ ： ３ ０ ～ １ ４ ： ０ ０  

高 等 部 ３ 年 産 業 工 芸 科  情 報 交 換 会        

エ  平 成 １ ８ 年 ２ 月 ７ 日 （ 火 ） ９ ： ３ ０ ～ １ １ ： ３ ０  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 共 同 学 習 大 宮 ろ う 学 校 専 攻 科 「 課 題 研

究 発 表 」  

県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し 、 大 宮 ろ う 学 校 専

攻 科 ２ 年 生 6名 の 課 題 研 究 発 表 に 参 加 し 、 坂 戸 ろ う 学 校 １ 年 生 ・ ２ 年 生 の

進 路 選 択 の 参 考 に す る 。ま た 、質 疑 応 答 や 情 報 交 換 等 を 行 い 交 流 を 深 め る 。  

オ  大 宮 ろ う 学 校 小 学 部 高 学 年 交 流 会 事 前 学 習 会  

平 成 １ ８ 年 ５ 月  ９ 日 （ 火 ） 大 宮 ろ う 学 校 訪 問   

総 合 教 育 セ ン タ ー 所 員 と と も に 坂 戸 ろ う 学 校 と の 接 続 確 認  

こ れ 以 降 、 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 接 続 試 験 を 行 い 、 大 宮 ろ う 学 校 小 学 部 高 学 年 交 流

会 事 前 学 習 会 実 施 。  

３  考 察  

大 宮 ろ う 学 校 担 当 者 が 始 め て 操 作 す る こ と も あ り 、リ モ コ ン を う ま く 使 い こ な せ な か っ

た 。 画 像 、 音 声 な ど に は 問 題 が な か っ た 。  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 は 、テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム だ け で 解 決 す る と は 考 え に く い 。意

思 が 通 じ る ま で に は 、生 徒 と の 間 に 通 訳 の よ う な も の が 必 要 で あ る 。ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム

は 交 流 会 な ど に 使 う の が 望 ま し い 。 授 業 の 場 合 で も 特 別 活 動 等 で 活 用 が 考 え ら れ る 。  

 

実 践 報 告 ２  県 立 坂 戸 ろ う 学 校  

都 立 葛 飾 ろ う 学 校 高 等 部 専 攻 科 生 産 シ ス テ ム 系 食 物 系 卒 業 生 の 進 路 講 演 会  

１  目 的  

進 路 活 動 に 前 向 き に 取 り 組 ん で い る 先 輩 の 話 を 聞 き 、自 ら 行 動 し 進 路 選 択 し て い く こ と

の 大 切 さ を 学 ん で ほ し い 。  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 交 流 を 県 外 の 学 校 と 行 う こ と に つ い て 、技 術 的 な 障 害 が

あ る か 検 証 す る 。  

２  内 容  

６ 月 １ ２ 日    葛 飾 ろ う 学 校 訪 問  総 合 教 育 セ ン タ ー 所 員 と と も に 、 接 続 試 験 。  

以 降 本 番 ま で ビ デ オ 会 議 ポ リ コ ム 接 続 試 験  

１ ２ 月 １ ５ 日 (金 ) １ ４ ： ３ ０ ～ １ ５ ： ４ ０  進 路 講 演 会   

開 始   １ ４ ： ３ ５  講 師 紹 介 ５ 分   

講 演 時 間 ４ ０ 分  

質 疑 応 答 、 お 礼 の 言 葉 １ ０ 分   

接 続 終 了  １ ５ ： ３ ０   

回 線 状 態 が 悪 く 、 コ マ 落 ち も 発 生 し た 。  

 

ア  進 路 講 演 会 の 設 定 理 由  

本 校 で は 夏 季 休 業 期 間 中 に 職 場 体 験 実 習 を 行 な っ て い る 。 １ ・ ２ 年 生 で 調 理 （ 飲 食

店 ）に 興 味 を 持 つ 生 徒 が 数 人 い た 。小 規 模 な 会 社 で 余 裕 が な く 受 け 入 れ 先 も 見 つ か ら な

４章 ネットワークを活用した教育支援に関する調査研究 
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か っ た 。よ う や く フ ァ ー ス ト フ ー ド 店 で 、実 習 に こ ぎ つ け た 。卒 業 生 も お 菓 子 屋 で 実 習

す る た め に 、自 分 で お 店 を 探 し よ う や く 実 習 に こ ぎ つ け た 経 験 を 持 っ て い る 。進 学 に お

い て も 多 く の 問 題 を 抱 え 、親 を 説 得 し 兄 弟 を 動 か し 、現 在 の 葛 飾 ろ う 学 校 専 攻 科 産 業 シ

ス テ ム 型 食 物 系 へ 通 っ て い る 。困 難 な 中 で 、前 向 き に 取 り 組 ん で い る 身 近 な 先 輩 の 姿 を

通 じ て 、 自 ら 行 動 し 進 路 選 択 し て い く こ と の 大 切 さ を 学 ん で ほ し い 。  

以 上 を も と に 、 進 路 講 演 会 の 目 的 は 、 卒 業 生 の 生 の 声 を 聞 き 進 路 選 択 の 大 切 さ を 学

ぶ こ と と し 、演 題 を「 パ テ ィ シ エ を め ざ し て 」と し て 、都 立 葛 飾 ろ う 学 校 の 卒 業 生 に 講

演 し て い た だ い た 。  

イ  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 環 境  

こ れ ま で の 動 作 確 認 の 結 果 、現 状 で は 、１ つ の シ ス テ ム

だ け で 実 施 は 困 難 な の で 、 Ｗ ｅ ｂ 型 カ メ ラ を 用 い た 総 合 教

育 セ ン タ ー の 学 校 支 援 シ ス テ ム の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム と 専

用 の 端 末 を 用 い た 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 機 能 で あ る ビ

デ オ 会 議 シ ス テ ム の ２ つ の シ ス テ ム を 併 用 し 実 施 す る 事 に し た 。  

ウ  考 察  

Ａ．良かった   ８人   Ｂ．普通       ８人    Ｃ．悪い     １人

パワーポイントの提示はどうだったか。 

 Ａ．役に立った １３人  Ｂ．役に立たなかった ４人 

文字情報は、役にたったか。 

 Ａ．できた    １人  Ｂ．だいたいできた １４人  Ｃ．不十分だ ２人 

アンケートの結果 

ビデオ会議システムを使っての進路講演会でしたが、手話の読み取りは出来ましたか。
 

 

 

   

今 回 の 進 路 講 演 会 は 、 画 像 の 送 信 状 況 が 完 全 で は な く 十 分 に 交 流 が 出 来 な い 面 が あ

っ た 。そ れ で も 、Ｗ ｅ ｂ 型 カ メ ラ を 用 い た 総 合 教 育 セ ン タ ー の 学 校 支 援 シ ス テ ム の ビ デ

オ 会 議 シ ス テ ム と 専 用 の 端 末 を 用 い た 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 機 能 で あ る ビ デ オ 会

議 シ ス テ ム を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、プ レ ゼ ン テ ー タ（ 卒 業 生 ）の 思 い は 、と て も よ

く 通 じ て い た 。在 校 生 も 、卒 業 生 の 進 路 に つ い て 、本 校 に 在 学 時 代 の 行 事 で ス ピ ー チ 発

表 会 な ど 、卒 業 生 の 将 来 の 夢 に つ い て 、よ く 知 っ て い た 。他 の 学 校 で の 活 躍 を み て 、頑

張 れ ば ど こ に 行 っ て も や れ る こ と を 実 感 し た よ う だ 。  

こ れ ま で は 、 進 路 講 演 会 の 講 演 者 に 来 て 頂 き 行 っ て き た 。 今 回 は 、 養 護 学 校 の 卒 業

生 で あ る 専 攻 科 の 生 徒 が 通 っ て い る 学 校 か ら 、講 演 を 送 信 し た こ と が 、本 校 の 生 徒 に と

っ て 、 本 校 に 来 て き て 講 演 し て も ら う 以 上 に 刺 激 を 受 け 有 意 義 だ っ た 。  

○ ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム に つ い て  

1)県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム に つ い て  

埼 玉 県 内 の ろ う 学 校 間 で の 、 接 続 に 関 わ る 問 題 は 、 ほ と ん ど 感 じ ら れ な い が 、 解 像

度 が や や 低 い 。  

一 人 対 一 人 ま で は 、 良 い と 思 う が 、 複 数 対 複 数 の や り 取 り に は 限 界 が あ る 。  

画 像   講 演 会 開 始 当 初 は 指 文 字 表 現 な ど に 特 に 注 意 し 、ゆ っ く り 話 す こ と で 何 と か

伝 わ っ て い た 。開 始 １ ５ 分 画 像 の コ マ 落 ち が 目 立 っ て き た 。２ ５ 分 頃 は 、画

像 の 乱 れ も 出 て き て コ マ 落 ち も さ ら に 多 く な っ て き た 。動 画 だ け で は 、読 み

取 り 困 難 な 場 面 が あ っ た 。  

音 声   比 較 的 良 好 で 聞 き 取 る こ と が 出 来 た が 、後 半 、若 干 ノ イ ズ が 入 る よ う に な っ

た が 、 気 に な る ほ ど で は な か っ た 。  



2)学 校 支 援 シ ス テ ム の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム （ Join meeting） に つ い て  

パ ワ ー ポ イ ン ト の 画 像 に 関 し て は 、 プ レ ゼ ン テ ー タ ー の 思 い 通 り タ イ ミ ン グ で 表 示

で き た 。 写 真 の 画 像 が 粗 く リ ア ル 感 に や や 欠 け た 。 本 番 で は 本 物 の 包 丁 を 使 っ た り

工 夫 が あ っ た 。  

 

実 践 報 告 ３  県 立 坂 戸 ろ う 学 校  

筑 波 技 術 大 学 と の 説 明 会 開 催 を 目 的 に し た 通 信 実 験  

１  目 的  

上 級 学 校 か ら 直 接 話 し を う か が う 機 会 を 持 つ 。ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 交 流 を 県

外 の 学 校 と 行 う こ と に つ い て 、 技 術 的 な 障 害 が あ る か 検 証 す る 。  

２  内 容  

７ 月 ２ ５ 日 （ 火 ） 大 学 説 明 会  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 使 っ た ミ ニ 説 明 会 の 依 頼  

９ 月 ２ ０ 日 （ 水 ） 筑 波 技 術 大 学 遠 隔 支 援 シ ス テ ム 動 作 確 認   

画 像 と 音 に ３ 秒 ほ ど タ イ ム ラ グ 発 生 、 雑 音 が 多 い  

１ ０ 月 ２ ７ 日 （ 金 ） ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 動 作 確 認  

コ マ 落 ち が か な り 見 ら れ る 、 音 が 途 切 れ る  

１ １ 月 １ ０ 日 （ 金 ） 筑 波 技 術 大 学 遠 隔 支 援 シ ス テ ム 動 作 確 認  

         音 は 改 善 し た が 、 画 像 が か な り 悪 い  

１ １ 月 １ ７ 日 （ 金 ） ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 動 作 確 認  

改 善 が 見 ら れ な い  ビ デ オ 会 議 断 念  

 

３  考 察  

今 回 は ビ デ オ 会 議 を 活 用 し た 説 明 会 を 断 念 せ ざ る 終 え な か っ た が 、今 回 の 研 究 を 通 じ 本

校 よ り 進 ん だ 研 究 を し て い る 学 校 と 連 携 で き 、研 究 機 関（ 大 学 ）と の つ な が り も 出 来 た の

で 、 継 続 し て 研 究 を 進 め た い 。  

 

実 践 報 告 ４  県 立 浦 和 工 業 高 等 学 校  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た 授 業 の 展 開  

１  目 的  

本 校 で は 、4 年 前 か ら 定 期 的 に 県 立 久 喜 工 業 高 等 学 校 と ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た

交 流 を 行 っ て い る 。両 校 の 情 報 技 術 科 の 3 年 生 が お 互 い の 課 題 研 究 を 発 表 し 、課 題 研 究 の

交 流 を 行 っ て い る 。1,2 年 目 は 、実 施 方 法 に 重 点 を お い て 取 り 組 ん で き た 。昨 年 か ら は 合

同 授 業 の 質 の 向 上 に 向 け て の 取 り 組 み に 重 点 を 置 く よ う に な っ た 。課 題 研 究 の 交 換 の 目 的

は 、 両 校 の 代 表 的 な 研 究 テ ー マ を 交 換 し 、 お 互 い の 学 習 意 欲 の 向 上 を 図 る た め で あ る 。  

２  内 容  

平 成 1７ 年 度      ９ 月  ８ 日 （ 木 ） ２ ， ３ 時 間 目  課 題 研 究 中 間 発 表 会  

１ 月 １ ９ 日 （ 木 ） ２ ， ３ 時 間 目  課 題 研 究 発 表 会  

平 成 １ ８ 年 度      ９ 月  ７ 日 （ 木 ） ２ ， ３ 時 間 目  課 題 研 究 中 間 発 表 会  

教 育 効 果 を 高 め る た め に 、授 業 や 交 流 に つ い て の い わ ば シ ナ リ オ を 作 成 し 、教 員 同 士 の

打 ち 合 わ せ な ど 事 前 の 準 備 を 周 到 に 行 う こ と が 必 要 で あ る 。回 数 を 多 く 重 ね 、年 間 計 画 に
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位 置 づ け て 行 う こ と が 大 切 で あ る 。同 校 種 の 交 流 の 場 合 に お 互 い の 学 習 内 容 の 刺 激 と な り

生 徒 の モ チ ベ ー シ ョ ン が 高 ま る 。こ の こ と か ら も 課 題 研 究 だ け で な く 幅 広 く 学 習 交 流 を 行

い た い 。  

別 に 実 施 し た 新 座 総 合 技 術 高 等 学 校 と の 交 流 で は １ つ の ス ク リ ー ン に ４ 画 面 映 し 出 す

方 法 を と っ た 。話 し 合 い 程 度 で は 問 題 に は な ら な い が 、教 材 提 示 な ど で は ほ と ん ど 文 字 が

読 み 取 れ な い 状 況 で あ っ た 。４ 画 面 の 場 合 で は パ ワ ー ポ イ ン ト の 画 面 の 転 送 な ど は 難 し い 。

今 回 の 久 喜 工 業 高 校 と の 取 り 組 み で は ２ つ の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た の で 画 面 が

広 く 表 示 さ れ 大 変 見 や す か っ た 。２ つ の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム で は 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ を ２ 台

用 意 し な け れ ば な ら な い の で 機 器 の 準 備 に 手 間 取 る の と 同 時 に ス ク リ ー ン の 設 置 場 所 も

考 え な け れ ば な ら な い 。生 徒 か ら の ア ン ケ ー ト で は「 相 手 の 様 子 や 苦 労 が わ か り 、た め に

な っ た 。ま た 、楽 し か っ た 」「 内 容 の 理 解 が 深 ま っ た 」「 と て も 参 考 に な っ た 」と い う 意 見

が 多 か っ た 。 こ の こ と か ら ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た 交 流 は 利 用 す る 価 値 は 高 い 。  

 

 

 

 

 

         ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た 課 題 研 究 の 発 表 会 の 様 子

 

３  考 察  

昨 年 ま で の 調 査 研 究 に お い て も 教 育 効 果 の 高 さ が 確 認 で き た 。情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク が

進 展 し た 現 代 社 会 に お い て 、教 育 現 場 で の 効 果 的 な 利 用 が 必 要 に な っ て き て い る 。そ し て 、

こ の よ う な 調 査 研 究 を 進 め る こ と が 新 た な 教 育 の 領 域 を 開 拓 す る こ と に つ な が る も の と

考 え て い る 。  

そ の た め に は 、教 員 は も ち ろ ん 生 徒 や 保 護 者 も 含 め て 、誰 も が 手 軽 で 安 全 に 利 用 で き る

環 境 の 整 備 が 必 要 で あ る と 感 じ る 。現 在 の と こ ろ 物 珍 し さ が あ る よ う で あ る 。回 数 を よ り

増 や し ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 活 用 が 定 着 す る こ と が 考 え ら れ る 。  

昨 年 度 ま で の 問 題 点 と し て 提 示 資 料 が あ っ た 。ビ デ オ 信 号 に 変 換 し た 画 像 の 場 合 、画 面

が ぼ や け 、文 字 な ど が 見 に く く な っ て し ま う な ど の 問 題 が あ っ た 。本 年 度 は 、ポ リ コ ム 製

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム と 併 用 し 、JoinMeeting を 利 用 す る よ う に し た 。こ れ は 、JoinMeeting

の 共 有 デ ィ ス ク ト ッ プ の 機 能 を 使 う た め で あ る 。相 手 と の 映 像 に つ い て は ポ リ コ ム を 使 い 、

パ ワ ー ポ イ ン ト な ど 資 料 提 示 は 、 JoinMeeting の 共 有 デ ィ ス ク ト ッ プ を 使 う よ う に し た 。

こ の こ と に よ っ て 校 内 で 利 用 す る と き と 同 じ よ う な 鮮 明 な 画 像 の 転 送 が 可 能 に な っ た 。し

か し 、ア ニ メ ー シ ョ ン や 動 画 な ど の 再 生 に つ い て は 転 送 速 度 に 追 い つ か な い た め 利 用 す る

の は 厳 し い こ と も わ か っ た 。  

合 同 授 業・共 同 学 習 に つ い て は 、他 校 の 質 の 高 い 研 究 内 容 を 聞 く こ と に よ っ て 、学 習 意

欲 の 向 上 が 見 ら れ た 。ま た 、昨 年 度 よ り 研 究 発 表 だ け で な く 、中 間 発 表 ま で 合 同 に 行 う こ

と に よ っ て 研 究 過 程 に お け る 生 徒 の 変 容 を 確 認 す る こ と が で き た 。こ の よ う に 学 校 間 ネ ッ

ト ワ ー ク を 利 用 し た 授 業 交 流 も 生 徒 達 の 興 味 関 心 を 高 め る き っ か け に な る こ と が 確 信 で

き た 。 今 後 と も 各 学 校 の 授 業 連 携 は 積 極 的 に 進 め る 必 要 が あ る こ と を 感 じ た 。  



 

５ 校内ＬＡＮを活用したビデオ教材の配信 

ビデオ教材による学習は今までにも行われてきたが、校内ＬＡＮを活用することに

よりさらに手軽に行え、活用範囲も広がる。  
手作りの教材ビデオなど教員間で共有し利用することができる。  
今回の研究では、コンテンツの題材例として以下のものを挙げた。  

・スペシャリストによるエアコン取り付け工事の実習  
・大学の教授による講演会  
・ネットワークケーブルの作成  

また、利用される場面として、授業での説明として利用（欠席者や補習での繰り返

し説明）、自習時の課題、追実習、さらに、進路指導などの場面にも応用できると考

えた。  
 

実 践 報 告 １  埼 玉 県 立 浦 和 工 業 高 等 学 校  

ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し た ビ デ オ 教 材 の 配 信  

１  目 的  

ビ デ オ 教 材 は 、 授 業 で の 説 明 と し て 利 用 （ 欠 席 者 や 補 習 で の 繰 り 返 し 説 明 ）、 自 習 時 の

課 題 、追 実 習 、さ ら に 、進 路 指 導 な ど で 活 用 で き る と 考 え た 。こ の 方 法 を 薦 め る に 当 た っ

て の 課 題 を 検 証 し 、 多 く の 学 校 で ス ム ー ズ に 取 り 組 め る よ う 研 究 を 進 め る 。  

２  内 容  

実 習 や 授 業 の 様 子 、ス ペ シ ャ リ ス ト に よ る 講 演 な ど を ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し ラ イ ブ ラ リ

化 す る こ と に よ っ て 様 々 な 授 業 に 活 用 し た 。  

 

ビデオサーバ
ファイルサーバ教材ビデオの

閲覧

校内サーバによるビデオファイルの共有
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ビデオサーバ
ファイルサーバ

教材ビデオの
閲覧

ストリーミングよる動画の配信

インターネット

 

 
メ デ ィ ア 作 成 の 方 法 と し て ３ つ あ げ ら れ る 。  

  左 講師 右 側資料  
ストリーミングによる授業の様子  

○  ビ デ オ テ ー プ や Ｄ Ｖ Ｄ に 保 存 し 誰 も が 利 用 で き る よ う に す る 。  

○  動 画 フ ァ イ ル を 校 内 の サ ー バ に 置 き ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 利 用 で き る よ う に す る 。 

○  サ ー バ を 利 用 し コ ン テ ン ツ の 配 信 を 行 う 。  

校 内 サ ー バ に 動 画 フ ァ イ ル を 共 有 し 利 用 で き る よ う に す る 。動 画 フ ァ イ ル は フ ァ イ ル サ

イ ズ が 大 き く な る の で MPEG4 な ど 圧 縮 率 の 高 い 方 法 で 保 存 す る よ う に す る 。再 生 は メ デ

ィ ア プ レ ー ヤ な ど で 再 生 す る 。ま た 、再 生 に は MPEG4 な ど を 再 生 す る た め の コ ー デ ッ ク

が 必 要 に な る 。  

３  考 察  

実 践 お よ び 検 証 の 結 果 か ら 成 果 と し て 挙 げ ら れ る こ と は 以 下 の 通 り で あ る 。  

・  著 名 な 講 師 の 講 演 や ス ペ シ ャ リ ス ト に よ る 優 れ た 技 術 の ビ デ オ を 通 じ 繰 り 返 し 見 る

こ と が で き る 。  

・  ビ デ オ プ ロ ジ ェ ク タ を 使 う こ と に よ っ て 細 か い 作 業 は 拡 大 さ れ 教 室 の 後 方 の 生 徒 ま

で は っ き り 視 聴 す る こ と が で き る 。  

・  材 料 の 関 係 で 一 度 し か 行 え な い 実 習 な ど で も 繰 り 返 し 見 る こ と が で き る 。  

・  教 員 の 負 担 が 軽 減 さ れ 、 生 徒 の 学 習 支 援 に 力 を 入 れ る こ と が で き る 。  

実 習 な ど の 内 容 を ビ デ オ 化 し 視 聴 す る こ と は 実 習 の 内 容 を 具 体 的 に イ メ ー ジ し や す い

の で 分 か り や す く 教 育 効 果 は 大 変 に 高 い こ と が わ か っ た 。教 員 の 教 育 活 動 を 補 う 形 で ビ デ

オ コ ン テ ン ツ を 利 用 す る こ と は 生 徒 の 理 解 度 を 向 上 さ せ 教 育 の 質 を 高 め る こ と に な る こ

と を 実 感 し た 。  

ま た 、 課 題 と し て 残 っ た こ と は 以 下 の 通 り で あ る 。  

・  講 演 会 な ど を ビ デ オ に 撮 り 保 存 す る 習 慣 が な い の で 、 ラ イ ブ ラ リ ー 化 し て お け ば よ

か っ た 。 協 力 し て く れ る 教 員 も 必 要 と な る の で 教 員 間 の 連 携 も 必 要 に な っ て く る 。  

・  ビ デ オ の 作 成 に は 多 く の 時 間 が か か る 。 そ の た め 行 い や す い と こ ろ か ら 始 め る こ と

が 大 切 で あ る 。  

・  機 器 の 操 作 に 慣 れ 、 抵 抗 無 く 使 え る よ う に し た い 。 そ の た め に も 校 内 で ビ デ オ コ ン

テ ン ツ の 作 成 講 習 会 な ど の 実 施 の 必 要 性 を 感 じ た 。 利 用 す る こ と の 便 利 さ を わ か っ

て も ら え れ ば 利 用 す る 教 員 が 増 え る と 思 う 。  

今 後 の 研 究 を 続 け 教 育 の Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 推 進 し て い き た い 。  

 



６ 校内サーバの活用 

学校のように個人情報が多く存在する環境では、特にセキュリティに留意しなけれ

ばならない。埼玉県の校内ＬＡＮは基本的に生徒用と教員用の２つのセグメントから

なっており、生徒用セグメントから教員用セグメントには直接通信することができな

い。また、配備されているサーバを活用することによって、情報の共有、生徒・教員

との情報交流が可能となる。情報の管理を組織的に行なわなければないが、個々のコ

ンピュータからサーバへの一括管理は情報の持ち出し防止や情報の一元管理を行う

ためにも有効である。便利で安全にサーバを管理するためハードウェアやネットワー

クの構築について研究を行う。  
 

実 践 報 告 １  埼 玉 県 立 浦 和 工 業 高 等 学 校  

教 務 事 務 サ ー バ の 活 用  

１  目 的  

教 務 事 務 サ ー バ を 活 用 す る こ と に よ っ て 、 情 報 の 共 有 、 生 徒・ 教 員 と の 情 報 交 流 が 可 能 と な

る 。 そ の た め に は 、 情 報 の 管 理 を 組 織 的 に 行 な わ な け れ ば な い 。 便 利 で 安 全 に サ ー バ を 管 理 す

る た め ハ ー ド ウ ェ ア や ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 に つ い て 研 究 を 行 う 。  

２  内 容  

ア  教 務 用 事 務 サ ー バ に つ い て  

教 務 用 事 務 サ ー バ は ド メ イ ン コ ン ト ロ ー ラ を 起 動 し 、ド メ イ ン に 対 し て ロ グ イ ン す る 。こ

れ は 、ユ ー ザ 名 と パ ス ワ ー ド で セ キ ュ リ テ ィ を 保 つ と 同 時 に ユ ー ザ 管 理 や 共 有 フ ォ ル ダ な ど

の 利 用 が 行 え る よ う に な っ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ド ラ イ ブ の 構 造 は 次 の 様 に な っ て い る 。  

分掌 教務部

生徒指導

進路指導

学年 １学年

２学年

教科 国語

・・・

・・・

数学

・・・
・・・

共有ドライブのファイル構造

ファイル基準表 01

02

Uドライブ
　　個人ごとの
　　ユーザドライブ

Ｓドライブ
　　共有ドライブ

 

Bay Networks

Com3

Com3 Com3 Com3 Com3

教務サーバ

Windows2000

Server

(proxy)

教員用LAN　10.47.200/24生徒用LAN　10.47.0/24

ブリッジ

L3スイ ッチ

スイ ッチングハ

ブ

スイ ッチングハ

ブ

スイ ッチングハ

ブ

スイ ッチングハ

ブ

スイ ッチングハ

ブ

データセンターへ

校内ＬＡＮの接続図

 
個 人 用 の フ ォ ル ダ は 、教 員 用 の ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ て す べ て の コ ン ピ ュ ー タ か ら 利 用

で き る よ う に な っ て い る 。そ の た め メ デ ィ ア を 持 ち 歩 く こ と な く サ ー バ に ア ク セ ス し 利 用 で

き る よ う に な っ て い る 。 共 有 ド ラ イ ブ に つ い て は 、 分 掌 、 委 員 会 、 学 年 、 教 科 な ど の 共 有 デ

ー タ と し て 利 用 で き る よ う に な っ て い る 。フ ォ ル ダ の 構 造 も フ ァ イ ル 基 準 表 に 基 づ い て 管 理

さ れ 、公 文 書 の 保 管 な ど に も 利 用 で き る よ う に な っ て い る 。共 有 フ ォ ル ダ は 年 度 単 位 で 完 結

し 、年 度 ご と に 新 し く 作 ら れ 、古 い 年 度 の 文 書 に つ い て は 旧 年 度 フ ォ ル ダ か ら 利 用 で き る よ

う に な っ て い る 。  
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イ  イ ン ト ラ ネ ッ ト サ ー バ の 活 用  

イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 校 内 Ｌ Ａ Ｎ の よ う に 限 ら れ

た 範 囲 に 、生 徒 用 の ネ ッ ト ワ ー ク に Ｗ ｅ ｂ サ ー バ

を 起 動 す る こ と に よ っ て 生 徒 向 け の ポ ー タ ル サ

イ ト を 作 る こ と が で き る 。こ れ は 、生 徒 向 け の 連

絡 事 項 や 学 習 に 有 用 な リ ン ク 集 、学 校 受 付 の 求 人

票 の 公 開 な ど 様 々 な 活 用 方 法 が あ る 。生 徒 の 求 人 票 な ど は 教 室 に 配 備 さ れ た パ ソ コ ン か ら 最

新 の デ ー タ を 閲 覧 す る こ と が で き る 。 検 索 機 能 を 追 加 す る こ と に よ っ て 、 業 務 内 容 、 職 種 、

対 象 学 科 な ど 適 切 な 求 人 票 を 探 す 手 が か り と な る 。ま た 、イ ン タ ー ネ ッ ト の ハ ロ ー ワ ー ク の

サ ー バ に リ ン ク さ れ 幅 広 く 求 人 情 報 を 調 べ る こ と が 可 能 に な る 。  

Webサーバ
student

教室や図書館に接続されたコンピュータ
SD

求人票読み取りようの
イメージスキャナ

Windows2000
IIS

校内向けイントラサーバの利用方法

http://student/ よりアクセス

３  考 察  

教 務 事 務 デ ー タ サ ー バ は 教 員 間 の 文 書 の 共 有 と 情 報 の 一 元 化 を 図 り 、リ ム ー バ ブ ル メ デ ィ ア

よ る 紛 失 事 故 を 防 ぐ 意 味 で も 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 必 要 な 情 報 は 校 内 の 教 員 用 ネ ッ ト ワ

ー ク に 接 続 さ れ た ど の コ ン ピ ュ ー タ か ら も 取 り 出 す こ と が で き 事 務 効 率 や 教 員 間 の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン と し て 利 便 性 の 高 い シ ス テ ム と な っ て い る 。 共 有 フ ァ イ ル に つ い て は 公 文 書 の フ ァ イ

ル シ ス テ ム に 準 じ て 年 度 ご と に 完 結 す る よ う に し て い る 。 こ の 方 法 は 校 内 で も 充 分 に 活 用 方 法

定 着 し 基 幹 シ ス テ ム と し て 機 能 す る こ と が 確 認 で き た 。セ キ ュ リ テ ィ に つ い て も ID、パ ス ワ ー

ド で 管 理 さ れ 不 正 ア ク セ ス に よ る 情 報 持 ち 出 し が で き な い 対 策 が さ れ て い る 。  

 

 



７ 考察 

 

（１）ビデオ会議システムを利用した学校間連携  
ビデオ会議システムは教育におけるコミュニケーションツールとして、教員や

生徒の研究や交流、学校説明会、進路指導等における利用など、様々な場面で教

育効果があり、活用を実践してきた。しかし平成１７年度の研究より、ビデオ会

議システムの設置までの手続きや準備が大変であり、誰でも簡単に利用できる環

境の整備や実施手順の提示が必要であるとの課題が出された。そこで平成１８年

度は、機器設定・利用方法の資料作成し、実施手順、機器設定、利用方法のマニ

ュアルを利用しながら、実践を進めることで、相手校の担当者の負担を減らして

取り組むことが出来た。こういったことも含め取り組みの成果を以下に示す。  
(１ )成果  

・  機器設定・利用方法の資料作成し、実施手順、機器設定、利用方法のマニ

ュアルを利用しながら、実践を進めることで、相手校の担当者の負担を減ら

して取り組むことが出来た。  
・  共同学習については、アンケート結果や先生方のご意見からビデオ会議シ

ステムを利用した学校交流を望む声が多かった。ビデオ会議システムを利用

した学習形態は生徒たちも経験が少なく興味をもって取り組んでいた。  
・  専門性の高い授業等ではビデオ会議システムを利用して質の高い授業を受

けることにより、学習の幅がひろがった。  
・  離れた学校という地理的な条件を克服し、地域の文化や習慣、季節感など

を感じることが可能となった。  
・ 各学校からの報告からも、現在のところ「新しい物への興味」が強い。  

(２ )課題  
・  特別支援学校におけるビデオ会議システムの利用は、聴覚障害者でも手話

などでコミュニケーションをとることができるので有効なツールであるこ

とが明らかになった。さらに、活用の機会が広がるよう県外の教育機関とも

交流を開始した。今後も交流を増やし定着を図りたい。  
・  提示資料の転送は、専用のビデオ会議システムを利用するだけでなく総合

教育センターの学校支援システムのビデオ会議システムの機能の一つであ

るデスクトップの共有機能などを併用すると、パワーポイントなどの資料の

提示が円滑に行えることが確認できた。新しい技術を検証した成果を生かし、

ネットワーク社会に対応したＩＴ機器を活用した教育を実現していきたい。 
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（２）校内 LAN を活用したビデオ教材の配信  
ビデオコンテンツを利用することは生徒の理解を深め教育の質を向上するこ

とになる。こういったことも含め取り組みの成果を以下に示す。  
(１ )成果  

・  実習などの内容をビデオ化し、視聴することは実習の内容を具体的にイメ

ージしやすいため教育効果は高くなる。  
・  クラス全体の説明はビデオコンテンツを利用し、教員は生徒のサポート側

に回ることによって個に応じた指導をすることができる。  
・ ビデオコンテンツは本研究からも様々な教科に応用できることがわかった。

たとえば調理実習の調理手順や包丁の使い方、理科の実験の手順などプリン

トや説明を補足するためにも十分に活用する価値がある。ビデオの利点は繰

り返すことが可能であり、材料の関係で繰り返すことができない場合でもわ

かるまで視聴することができる。  
(２ )課題  

教員に負担にならないために手軽にビデオコンテンツを作成し、編集などの

作業はほとんど加えず視聴することで教員の負担を軽減することができる。必

要があればその都度早送りしたり、一時停止したりする。出来映えや上手な編

集にこだわってコンテンツの蓄積ができないほうが問題と考える。  
 

（３）校内サーバ LAN を活用したビデオコンテンツ  
教務事務サーバについて、実践報告から検証できた成果と課題を以下に示す。 

(１ )成果と課題  
・  教務事務サーバに利用者登録しアクセス権を設けることによって不正なア

クセスを防ぎ、校務で利用する個人的なデータや共有するデータを区別して

利用することができた。  
教務事務サーバの運用はサーバを管理する職員が必要になる。利用者の登録、

削除、定期的な保守やメンテナンスも含め、学校として組織的に取り組む必要が

ある。特に文書管理担当者と連携を図り取り組む必要がある。
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ビデオ会議システムを活用した授業等の実施計画策
１ 

 組織編制：情報教育推進委員会の設置 
２ 

校内の機器およびネットワーク等の環境整備 
３ 

ビビデデオオ会会議議シシスステテムムをを用用いいたた授授業業等等のの実実施施手手順順おおよよびび留留意意事事項項  

 
 
 
 

○各教科代表１名以上を委員として選定。 

 教員のＩＣＴ向上を目指した、研修会等実施母体。 

※本校では自主的な研修グループという位置付け。 

○ビデオ会議システムの機能を学校教育にどう生かすか企画・検討。 

 例：①中高連携授業における、指導用ツールとしての利用方法を研究。 

   ②連携学校間での、コミュニケーションツールとしての利用方法を研究。

 
 
 
 
 
 
 

○各教科代表１名以上を委員として選定。 

 教員のＩＣＴ向上を目指した、研修会等実施母体。 

※本校では自主的な研修グループという位置付け。 

○委員として選定。 

 例：各教科代表１名以上などと、校内の組織化から網羅的に選

出し、協力体制を整える。 

例：教員のＩＣＴ向上を目指した研修会等実施母体とした研修

グループという位置付け。 

   ・ネットワーク利用研修会の実施。 

・校内のＩＣＴ利用環境の改善や個別のフォローアップ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  

○各教科代表１名以上を委員として選定。 

 教員のＩＣＴ向上を目指した、研修会等実施母体。 

※本校では自主的な研修グループという位置付け。 

○ビデオ会議システムの実施に必要な機器の確保。 

 ポリコム製ビデオ会議端末の借用依頼 

（県立学校間ネットワークでは、ＮＡＴ対応の機器 

でなければ利用できないと説明を受けた。） 

○ 連携教育機関の機器の用意 

例：中学校は独自ドメインを取得していたた 

め（固定ＩＰアドレスを所持している）、 

ＮＡＴ非対応のソニー製のカメラを使用。 

●専用の端末を用いた県立学校間ネットワークの機能

であるビデオ会議システムを用いる場合、機 

器の用意やネットワークの各種設定等を含め、関係課

所とサポートセンターのバックアップが必須。 

●Ｗｅｂ型カメラを用いた総合教育センターの学校 

支援システムのビデオ会議システムを利用する場合

は、比較的容易に導入可能。 

「サポートデスク」から確認連絡

学校へ直接宅配 

アクセス許可申請様式提出 

E メールで OK

借用期間終了後、宅配で返却 

着払い注意 

ポリコム製ビデオ会議システムの貸出手順

県立学校間ネットワーク 
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学校間で機器及びネットワーク等の環境整備 
４  

 
 

ビデオ会議システムを用いた授業等実施(生徒中心の活用) 
５ 

実施内容に関する改善点の確認
７ 

ビデオ会議システムを用いた研修会実施(教員中心の活用)
６

 
○各教科代表１名以上を委員として選定。 

 教員のＩＣＴ向上を目指した、研修会等実施母体。 

※本校では自主的な研修グループという位置付け 

○ビデオ会議システムのセッティングや動作確認等の実施。 

・通信試験 

授業や研修会での利用を踏まえ、実際の環境と同じ状態でのテストを繰り返し

行う。特に照明に気を遣ったが、授業等の実施時間帯や当日の天候により日照

量の影響を受けるため、その場での臨機応変な対応が不可欠であった。実施の

際には、照明担当者がいることが望ましい。 

（留意事項）今回の研究では、ネットワークカメラは不安定な状態が確認された

ため、代替措置としてＣＣＤカメラを用意した。 

遠隔地でのやり取りであるため、安定した状態を維持することが重

要である。万が一に備え、他の方法でフォローできる耐性を用意し

ておくことが望ましい。 

※ビデオ会議システムでの代替措置用のＣＣＤカメラを用いたＴＶ電話機能は、

県立学校間ネットワーク内の学校同士であれば特に問題なく使用できた。しか

し、外のネットワークにある学校との接続は不安定であった。 

相手方のネットワークの状態も正確に把握し、対応する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○各教科代表１名以上を委員として選定。 

 教員のＩＣＴ向上を目指した、研修会等実施母体。 

※本校では自主的な研修グループという位置付け。 

例：パソコンを使用する「実技中心」の授業。 

  指導する側は教員一人、生徒達がいる教室では教員二人

でサポートした。指導側でのサポート教員を用意するこ

とで、よりスムーズな授業を展開できる。 

例：映像を通した、生徒同士の交流。共同学習。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○各教科代表１名以上を委員として選定。 

 教員のＩＣＴ向上を目指した、研修会等実施母体。 

※本校では自主的な研修グループという位置付け。 

例：高校と中学校の２会場で職員研修会を実施。 

  今回の研修会ではトラブルが生じた。 

確実な代替措置の必要性がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○各教科代表１名以上を委員として選定。 

 教員のＩＣＴ向上を目指した、研修会等実施母体。 

○授業アンケートの実施することで、ビデオ会議システムの利点や改善点を把握。 

 問題点を克服することで、安定運用が可能となり、活用機会の増加に繋がる。 
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ＷＷｅｅｂｂ型型カカメメララをを用用いいたた  

総総合合教教育育セセンンタターーのの学学校校支支援援シシスステテムムののビビデデオオ会会議議シシスステテムム  

ＪＪｏｏｉｉｎｎＭＭｅｅｅｅｔｔｉｉｎｎｇｇのの利利用用方方法法  

 
（１）学校支援システムへの利用者登録 

 学校支援システムを利用するには、学校支援システムへの利用者登録が必要である。

各学校ごとに IT 推進リーダや校内 LAN 担当者にお願いし、利用者登録をする。 

（２）機器の準備 

 JoinMeeting はパソコンベースのビデオ会議システムである。準備するものとして

次のものがある。 

・インターネットに接続されたコンピュータ 

・Ｗｅｂ型カメラ (USB カメラ) 

  USB カメラは予めコンピュータに接続し、ドライバをインストールしておく。 

 
 

コンピュータ

インター
ネットへ

USBカメラ

 
 
 
（３）JoinMeeting のインストール 

   JoinMeeting を利用するには、専用のクライアントソフトが必要になるので利用前

にダウンロードしインストールしておく必要がある。ログイン後、ビデオ会議シス

テムのメニューから JoinNet クライアントソフトウェアのダウンロードから行う。 

 
下 記 の ア ド レ ス よ り 総 合 教 育 セ ン タ ー 学 校 支 援 シ

ス テ ム へ 接 続 す る 。  

 

https://sso.center.spec.ed.jp/sso/ 

 

 
セ キ ュ リ テ ィ の 警 告 が 表 示 さ れ る の で 「 は い 」 を

選 択 す る 。  

 
「 ユ ー ザ ID」と パ ス ワ ー ド を 入 力 し ロ グ イ ン す る 。  

「 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 」 を 選 択 す る ・ ポ ッ プ ア ッ

プ ブ ロ ッ ク が 働 く と き は 解 除 す る 。  

①  ②

③  ④
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JoinNet ク ラ イ ア ン ト ソ フ ト ウ ェ ア の  

ダ ウ ン ロ ー ド を 選 択 す る 。  

 
最 新 版 の JoinNet ク ラ イ ア ン ト を ダ ウ ン ロ ー ド す

る 。 デ ス ク ト ッ プ な ど 適 当 な 場 所 に 保 存 す る 。  

 
保 存 し た ソ フ ト ウ ェ ア を ダ ブ ル ク リ ッ ク で 起 動 す

る 。  

 
言 語 の 選 択 で 日 本 語 （ Japanese） を 選 択 す る 。  

  
セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュ ー の メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ

「 次 へ 」 を 選 択 す る 。  
ソ フ ト ウ ェ ア 使 用 の 同 意 の 確 認 「 は い 」 を 選 択 す

る 。  

  
イ ン ス ト ー ル す る 場 所 を 選 択 す る 。 通 常 は こ の ま

ま 「 次 へ 」 を 選 択 す る 。  
「 完 了 」 で イ ン ス ト ー ル が 終 了 す る 。  

⑤  ⑥

⑦  ⑧

⑨  ⑩

⑩  ⑪
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（４）JoinMeeting の利用 

  学校支援システムを利用する場合、ポップアップブロックが働いてしまうことがある

ので、Ctrl キーを押しながらクリックするか、ポップアップブロックを解除しておく

必要がある。事前にミーティングの通知やミーティングの検索などを行うことによっ

て目的のビデオ会議システムを探す。会議を主催する場合はミーティングの作成を行

い、関係者に通知する。 

  JoinMeeting の利用についてはインターネットに接続されている環境であればどこか

らでも利用することができる。しかし、学校間ネットワークのようにプロキシサーバ

を経由した場合は、「設定」「オプション」のメニューからプロキシサーバの指定を行

う。この設定がされていないと正しく映像を送受信することができない。 

  

 JoinMeeting については画面が小さいので、カメラの性質上、個人映像の転送が限界

である。合同授業のように一つの画面に多数の生徒を写す学校交流などには向いてい

ない。また、JoinMeeting の機能にデスクトップの共有や、文字メッセージの送信の

機能がある。また、会議室に 3 人以上参加が可能であるので、簡単な打ち合わせや会

議などでも利用することができる。 

 

 
「 ユ ー ザ ID」 と パ ス ワ ー ド を 入 力 し  

ロ グ イ ン す る 。  

 
「 ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 」 を 選 択 す る ・  

ポ ッ プ ア ッ プ ブ ロ ッ ク が 働 く と き は  

解 除 す る か 、Ctrl キ ー を 押 し な が ら ク リ ッ ク す る 。

 
セ キ ュ リ テ ィ に 対 す る 警 告 が あ る の で  

「 は い 」 を 選 択 す る 。  

②  ①  

 
「 ミ ー テ ィ ン グ 開 始 」 を 選 択 す る 。  

③  ④  
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「 JoinNet」 を 右 ク リ ッ ク し セ ル フ ビ ュ ー を 選 択

す る こ と に よ っ て 自 分 の 画 面 を 表 示 す る こ と が で

き る 。  タ イ ト ル は 他 の 利 用 者 が 参 加 す る 手 が か り と な る

の で 適 切 な タ イ ト ル を 記 述 す る 。 ビ デ オ 会 議 シ ス

テ ム を 記 録 す る 場 合 は 録 画 を 選 択 す る 。  
 

 

 
 起 動 時 に は ホ ワ イ ト ボ ー ド が 利 用 で き る よ う に な

る 。 こ の 画 面 に 記 述 す る こ と に よ っ て 相 手 に 図 や

文 字 を 伝 え る こ と が で き る 。 テ キ ス ト ボ ッ ク ス に

メ ッ セ ー ジ を 送 る こ と が で き る 。  

デ ス ク ト ッ プ の 共 有 を 選 択 す る と 相 手 に デ ス ク ト

ッ プ の 画 面 を 転 送 す る こ と が で き る 。 起 動 中 の ア

プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 共 有 画

面 を 選 択 す る 。  

  

④ の 画 面 か ら ミ ー テ ィ ン グ の 作 成 を 選 択 す る と ビ

デ オ 会 議 シ ス テ ム の 予 約 や 参 加 者 へ の 通 知 が で き

る 。  

④ の 画 面 か ら 、 目 的 の ミ ー テ ィ ン グ の 検 索 を 行 う

こ と が で き る 。  

⑤  ⑥  

⑦  ⑧  

⑨  ⑩  
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専専用用のの端端末末をを用用いいたた  

県県立立学学校校間間ネネッットトワワーーククののビビデデオオ会会議議シシスステテムムのの機機器器説説明明  

 利用申請を行うと、サポートセンターからビデオ会議システムが学校に届く。梱包され

たものはビデオ会議システムを利用するための最低限のものである。特にビデオプロジェ

クタやテレビモニタ、ケーブルは設置に合わせたものを用意したほうがよい。外部カメラ

のほかに書画カメラを利用する場合はビデオ切替器を用意する。  

スピーカ マイク アンプ ビデオ会議システム ビデオカメラ
ビデオプロジェ クタ

モニタテレビ

①音声出力

②音声入力

③映像出力

④映像入力

① ② ③ ④

ビデオ会議システムの構成例 LAN端子へ  
 
■ポリコム機器解説 

 ポリコムはサポートセンターから

学校へ届けられる。右写真のような

物が同梱されている。 

 ①カメラ本体 

 ②電源アダプタ 

 ③マイクおよび接続コード 

 ④ＡＶケーブル 

 ⑤ＬＡＮケーブル 

 ⑥リモコン（下写真） 

 同梱されているリモコンは左写真である。英語

表記であるが、単純な単語で機能を示しているた

め、ある程度の意味は想像できる。 

 

 

 

 
ミュートスイッチ 

１

２

３４

５

６

 

 付属のマイクは、特殊な形状をしているが、感度は

良好で小さめの音声でも拾うことができる。 

 かなり長めの本体接続用コードが用意されており、

よほど広い会場でない限り、設置位置に困ることはないと思われる。マイク本体もサイズ

はコンパクトであり、狭い空間でも楽に設置が可能である。中央に音声ミュートスイッチ
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が付いており、会議中でも即座に押して、先方に音声を届かないようにできる。 

 本体背面には電源スイッチをはじめ、各種コネクタ類が並んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 ＬＡＮケーブル 
マイクケーブル 

電源アダプタ 

ＡＶケーブル 

主電源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般家電のＡＶ機器と似たイメージで接続 

できる。本校では、特別教室に設置されて 

いるアンプに接続し、大型モニタ５台に同時 

表示させるようにした。 

 ＬＡＮは学校間ネットワークの「教員用」 

で使用する必要がある。「生徒用」の教室で 

利用する場合は、コネクタの位置を変更して 

おくとよい。 

 音声については、外部スピーカーから出力 

したため、良好な音質を保つことができた。 

 最大出力の小さいスピーカーを使う場合、 

音が割れることがあるため、注意が必要である。  
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５章  メディア社会を生き抜く力を育成する 

メディア・リテラシー教育の研究 

 研究概要 

高度情報通信社会と言われる現代には、様々な情報が氾濫している。しかし、多くの児童生

徒は、メディアからの情報の真偽を見極め、批判的(クリティカル)に読み解き、メディアを有

効に活用することは容易ではない。また、児童生徒に関わるメディアからの情報を利用した各

種犯罪も増加している。そこで、児童生徒が「メディア社会において生き抜く力」を「メディ

ア・リテラシー」とし、情報の利用に関する正しい知識や能力の育成を図る教育についての調

査研究を行った。 

 研究は以下の手順で行った。 

 ・「メディア・リテラシー」についての先行研究の調査 

 ・「メディア・リテラシー教育」の現状と課題の考察 

 ・小・中・高の系統的学習を支援するための「指導体系表」の作成 

 ・「指導体系表」をもとにした、教育の実践 

・  教育用コンテンツの開発 

 

 

はじめに 

地上デジタル放送の開始や携帯・移動体向けの地上デジタル放送（ワンセグ）の本格

的導入など、高度情報通信社会と言われる現代は、様々な情報が氾濫している。このよ

うな社会の急速な情報化は、学校教育にも大きな影響と変化をもたらしている。さらに、

世界最先端のＩＴ国家の実現を目指した「ｅ－Ｊａｐａｎ戦略」は、我が国の情報化を

我々の想像を超える速さで進展させようとしている。そして、そこでの学校教育の役割

は、基礎・基本の徹底はもとより、自ら学び考え、判断・表現するなどの「生きる力」

や「人間力」の育成が中心的課題となって来ている。まさに２１世紀の高度情報通信社

会での活躍できる児童生徒の育成が期待されている。 

現状の児童生徒に一番身近な情報通信機器は、例えば携帯電話が挙げられるであろう。

児童生徒は、携帯電話によるメールやインターネットを介したメディアからの情報を当

然のように収受し、利用している。中でも、インターネットは情報の収集や発信のため

の道具としてだけではなく、コミュニケーション・ツールとして必要不可欠な道具とな

りつつある。しかし、多くの児童生徒は、メディアからの情報の信憑性を正当に評価し、

有効に活用しているとは言い難い。 

メディアからの情報を巧みに利用した各種犯罪が増加している。従ってそのメディア

からの情報の真偽を正当に評価し、メディアからの情報を利用する上での正しい知識や

能力を身に付けさせ、高めることが喫緊の課題となっている。そこで、メディアからの

情報の利用に関する正しい知識や能力の育成に努めるため、メディア・リテラシー教育

についての必要性が高まっている。 
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メディア・リテラシーについて 

「メディア・リテラシー」は最近注目されつつある言葉である。いくつかの先行研究

からも、「メディア・リテラシー」の定義付けが曖昧であり、理解されにくい面があった。

そこで本調査研究では、この「メディア・リテラシー」という言葉を検討するにあたっ

て、主に、旧郵政省（現総務省）が平成１２年にまとめた「放送分野における青少年と

メディア・リテラシーに関する調査研究会報告書」、国立教育政策研究所が平成１５年に

まとめた国立教育政策研究所紀要「メディア・リテラシーの総合的研究」、カナダ・オン

タリオ州教育省、メディア・リテラシー マスメディアを読み解くリベルタ出版、菅谷

明子著「メディア・リテラシー世界の現場から岩波新書」などを参考にした。 

メディア・リテラシーとは「放送分野における青少年とメディア・リテラシーに関す

る調査研究会報告書」によると、「メディア社会における生きる力」であるという視点か

ら出発し、「メディア・リテラシーの３要素」からなる複合的な能力であると唱えている。

以下の①～③は、それぞれの重要度を示すものではなく、これらは相互補完的なもので

あり、これらが有機的に結合したものこそがメディア・リテラシーであると理解してい

る。 

5

メディア・リテラシーの３要素 

① メディアを主体的に読み解く能力 

ア 情報を伝達するメディアそれぞれの特質を理解する能力 

  イ メディアから発信される情報について、社会的文脈で批判的（ク

リティカル）に分析・評価・吟味し、能動的に選択する能力 

② メディアにアクセスし、活用する能力 

メディア（機器）を選択、操作し、能動的に活用する能力 

③ メディアを通じてコミュニケーションを創造する能力。特に、情

報の読み手との相互作用的（インタラクティブ）コミュニケーショ

ン能力 

 

次に「メディア・リテラシーの総合的研究」では、「メディア・リテラシーの定義」

について、「放送分野における青少年とメディア・リテラシーに関する調査研究会報告書」

の「メディア・リテラシーの３要素」をもとに、「メディア・リテラシーの能力要素」と

して考えている。 

 

メディア・リテラシーの能力要素 

①分析・批判力 

②メディア操作力 

③創作・創造力 

 

  メディア・リテラシーについて 11



 

 

また、「メディア・リテラシー（世界の現場から）」では、アメリカ、イギリス、カナ

ダにおける学校でのメディア教育の定義から以下のように定義付けている。 

メディアが形作る「現実」を批判的（クリティカル）に読みとるとともに、メディアを使って表

現していく能力。コンピュータを使いこなす意味での「コンピュータリテラシー」「情報リテラシ

ー」と混同される場合もあるが、ここでは機器の操作能力に限らず、メディアの特性や社会的な意

味を理解し、メディアが送り出す情報を「構成されたもの」として建設的に「批判」するとともに、

自らの考えなどをメディアを使って表現し、社会に向けて効果的にコミュニケーションをはかるこ

とでメディア社会と積極的につきあうための総合的な能力を指す。 

 

メディア・リテラシーについては、社会におけるメディアの

特色やメディア・リテラシーの概念、情報リテラシーとの区別

をしながら定義付けていると思われるが、どれも完全に一致す

る定義は記されていない。しかし、昨今の教育事情、現代社会

におけるメディア情報の氾濫の中で生きる児童生徒たちの姿を

鑑み、本調査研究では、メディア・リテラシーを、「メディア社

会において生き抜くために必要な力として、メディアをクリテ

ィカルに受容・理解し、自ら主体的に活用・表現する力(メディア情報の特性を理解し、

目的にあわせて選択・活用する力。メディアからの情報についてクリティカルに受容・

理解し、内容の評価し、適切に選択・活用する力)」と考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５章 メディア社会を生き抜く力を育成するメディア・リテラシー教育の研究 116



 

１ 研究の趣旨・目的 

昨今の携帯電話の爆発的な普及と進化には目を見張るものがある。メールやイン

ターネットへの接続が可能となり、中高校生をはじめとする少年たちに深く浸透し、

さらに小学生といった低年齢層への普及も急速に進んでいる。このように、メディ

ア関連の情報機器普及に伴い、情報判断能力や責任能力が未熟な児童生徒による、

携帯電話やインターネットに関連した社会問題が多発している。例えば、架空請求

や詐欺などの犯罪行為、出会い系サイトによる非行問題、学校・家庭におけるメー

ル依存症の問題などである。そして大きな社会問題となってきているのが現状であ

る。 

こうした問題が発生する背景には、携帯電話やインターネットに関するリテラシ

ー教育の指導不足や指導のためのコンテンツが、質と量ともに不足していることに

加え、学校、保護者などの教育者側が、携帯電話やインターネットの本質について、

十分に理解できていないことが原因としてあげられる。そこで、子どもたちがメデ

ィアからの情報の真偽に惑わされることなく、メディアからの情報の利用に関する

正しい知識や能力を身に付けさせ、高めていくことが喫緊の教育的課題である。以

上のような背景から、メディア・リテラシー教育を学校教育で系統的に進めていく

ことの必要性が高まって来ている。こうした課題を解決する研究テーマとして本課

題を設定した。 

調査研究を進めるにあたり、以下の研究仮説を設定した。それら研究仮説を検証

することを通して実践上の課題があれば、それらを明らかにしていく。 

・自ら情報を収集・判断・発信する活動を導入すれば、「メディア・リテラシー」

が身に付く。 

・児童生徒一人ひとりが、学習活動の中で「メディア・リテラシー」を身に付け

れば、高度情報通信社会の中で、メディアからの情報の真偽を見極め、批判的

読み解くことができるようになる。 

・実際にメディア情報を創造し、発信する活動を導入すれば、児童生徒はメディ

アに関する表現力が身に付く。 

さらに、小・中・高を通して系統的指導が実施されれば、県下の多くの児童生徒

は「メディア・リテラシー」を身に付け、メディアからの情報の真偽を見極め、批

判的に読み解き、「メディア社会において生き抜く」力を身につけることができる捉

え、本研究目標を設定した。 

 

 本調査研究は２年間の計画であるが、研究を進めるにあたり、メディア・リ

テラシーに関する研究の必要性を感じ、追加したテーマである。一年で成果を上げ

るよう、体系的な指導の提案、実践、教材の提案等、真摯に取り組んだが、研究・

検証に十分とはいいがたいかもしれない。不足する部分は以降の研究も必要と考え

ている。ご容赦願いたい。 
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２ 授業におけるメディア・リテラシー教育の実践  

 

教育用コンテンツとは、教育用の図版やテキスト、学習指導案などの教材や教

育資料などのコンテンツを指す。ここでは児童生徒のメディア・リテラシー育成

のために教師が開発・利用した教育用コンテンツを例示し、その効果について検

証した結果を紹介する。 

教育用コンテンツの開発に当たっては、小中高を通じて発達段階を考慮した指

導体系(メディア・リテラシー教育小中高指導体系表 p130)に基づいて、その連続

性を考慮しながら実践した。 

 

小学校における情報教育は、児童の実態や児童を取り巻く社会状況等を踏まえ、

「情報活用の実践力」に焦点を置き推進される。メディア・リテラシーの育成に

ついても同様と捉え、児童がメディアを活用する。体験を通してメディアの特性

に気づかせる工夫をする。本研究では、国語科においてニュース番組を作成する

体験を通して児童のメディア・リテラシー育成を試みた。児童がこれまでに身に

付けた情報活用の実践力を駆使しながら、相手の立場に立った適切なコミュニケ

ーションの大切さを理解することをねらいとする(p120)。 

 

中学校では、小学校で身に付けたメディア・リテラシーの一層の伸長を図り、

メディアを適切に活用する力が求められる。生徒は「技術・家庭（技術分野）」の

「B 情報とコンピュータ」を中心にメディアの特性を実感し理解する。本研究で

は、「技術・家庭（技術分野）」の「A 技術とものづくり」において製作した作品

を、「販売するための広告制作」と「広告発表会」を通してメディア・リテラシー

の育成に努めた。生徒は、本物の作品と広告上での作品の真偽を見抜き、その価

格が妥当なのかなどのメディアを介して表現するコミュニケーション能力、メデ

ィアからの情報を受容し真偽を見極める能力を養うことをねらいとする(p122)。 

 

高等学校においては、生徒が様々な情報機器を現に使用しているという現状に

立脚し、「情報機器の発達と生活の変化」や「情報化の進展が生活に及ぼす影響」

に焦点を置いた情報教育の推進が必要である。本研究では「情報」の持つ影響力

や伝達特性を理解させ、それがメディアを通して伝えられた場合、社会にどのよ

うな影響をもたらすのかを考える力を養うとともに、「情報」は常に情報発信者

のコントロールの元に存在することを理解させ、情報に振り回されることのない

ようにメディアからの情報を受容する態度を育む方策を検討した。 

その方策の一つとして、高等学校の情報科の「情報Ｃ」の指導内容として、国

内外で実際に発生した事例を取り上げつつ、メディアからの「情報」について多

角的な理解を進める手法を提案する(p124)。 
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小・中・高それぞれの概要をもとに、各校種で開発題材を用いたメディア・リ

テラシー育成のための教育実践を試みた。次頁からは、教育実践で用いた資料や

結果、考察を示す。 

 

題材 

「工夫して発信しよう」･･･小学校第５学年 国語 

「技術とものづくりでの作品の広告を作ろう」･･･中学校第２学年 技術・家庭 

「情報伝達の仕組みとメディアの影響」･･･高等学校第 1 学年 情報Ｃ 
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３ 実践事例  

（１） 春日部市立上沖小学校 

○ 対 象 学 年 … 第 ５ 学 年  

○ 教 科 … 国 語 

○ 目 的 （ メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 育 成 の 視 点 ）  

相 手 や 目 的 を 意 識 し て 内 容 や 伝 え 方 を 考 え る 。 

〔 情 報 社 会 に 参 画 す る 態 度・情 報 モ ラ ル の 必 要 性 や 情 報 に 対 す る 責 任・ネ ッ ト ワ ー ク の

先 に は 人 が い る こ と を 意 識 し た 、相 手 の 立 場 に 立 っ た 適 切 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 大 切

さ を 知 る 〕  

○ 実 施 日 程  

平 成 １ ８ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日 ～ １ １ 月 １ ７ 日 （ １ ４ 時 間 扱 い ） 

デジタルカメラ使用経験

92%

8%

ある

ない

ビデオカメラ使用経験

33%
67%

ある

ない

○  児 童 の 実 態  

こ れ ま で に デ ジ タ ル カ メ

ラ や ビ デ オ カ メ ラ を 学 校 の

学 習 や 家 庭 で 使 っ た こ と が

あ る か 尋 ね た と こ ろ 、そ の 使

用 経 験 は 比 較 的 高 い こ と が

わ か っ た 。ま た 、児 童 は 発 表 に は 慣 れ て い る も の の 、ニ ュ ー ス 番 組 を 作 っ た 経 験 は な く 、

カ メ ラ の 向 こ う に 人 が い る こ と を 意 識 し た 相 手 の 立 場 に 立 っ た 適 切 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン に つ い て は ま だ 身 に つ い て い な い と 思 わ れ る 。 

○ 学 習 内 容  

題 材 名 … 「 工 夫 し て 発 信 し よ う 」  

 

 
学 習 活 動 活用機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 

１ 

次 

 学習の見通しを持つ 

①教材を読み、単元全体の学習活動について知る。 

 ・「ニュース番組作りの現場から」を読み、番組作りの過

程で大事なことを知る。 （１～５時）

  

 

第 

２ 

次 

（６～７時）

ビデオニュース作りの計画を立て、準備する 

①参考になるビデオニュースを見る。 

 ・録画したニュース番組、前年度の５年生の作品などを

見る。 

②およその内容と構成を決め、必要な材料を集める。 

 ・グループに分かれ、必要な素材を集めたり取材の計画

を立てる。 

デ ジ タ ル ビ デ オ カ

メ ラ  

デ ジ タ ル カ メ ラ

パ ソ コ ン  

プ ロ ジ ェ ク タ ー

ス ク リ ー ン  
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1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

第 

３ 

次 

 

 

 

 

 

 （８～ 

 １４時） 

絵コンテを作り、ビデオニュースを作成する 

①絵コンテを作る。 

 ・目的意識を持って情報を取捨選択する。 

 

 

 

 

②編集する。 

 ・必要に応じて取材や再編集を行う。 

 

 

 

 

③ビデオニュースを見て気付いた点を修正し、作品を仕上

げる 

 ・「だれに対して」「何のために」という意識を持続させ、

ニュースを録画する。 

デ ジ タ ル ビ デ オ カ

メ ラ  

デ ジ タ ル カ メ ラ

パ ソ コ ン（ ビ デ オ 編

集 ソ フ ト ）  

マ イ ク  

 

 

 

第 

４ 

次 

 

（１５～ 

１６時）

ビデオニュース発表会を行う 
①作成したビデオニュースを見て、お互いに評価し合う。 
 ・相手意識や目的意識が反映されているか確認し合う。 

 

 

 

 

②ビデオニュースの今後の活動について話し合う。 
 ・保護者、他学年の児童、他校の児童に見せる計画を

立てる。 

パ ソ コ ン  

プ ロ ジ ェ ク タ  

（ 大 型 デ ィ ス プ レ

イ ）  

ス ク リ ー ン  

 

○ 結 果 

カ メ ラ の 向 こ う に 人 が い る こ と を 意 識 さ せ 、相 手 の 立 場 に 立 っ た 適 切 な コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン が 取 れ る よ う 指 導 し た 。 そ の 結 果 、「 ニ ュ ー ス を 見 る 友 達 は ど ん な 内 容

が 楽 し い と 感 じ る だ ろ う 」「 声 の 大 き さ は こ れ 位 で よ い だ ろ う か 」 な ど 、 相 手 を 意

識 し た 活 動 が 展 開 さ れ た 。ま た 、ア ン ケ ー ト や イ ン タ ビ ュ ー な ど こ れ ま で に 学 習 し

た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル も 生 か さ れ た 活 動 と な っ た 。 

○ 考 察 

児 童 は 既 習 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル を 使 い 、情 報 機 器 を 操 作 し な が ら ニ ュ ー

ス 番 組 を 作 る こ と が で き た。「 み ん な が 飽 き な い よ う に 伝 え る の は 難 し か っ た け ど、

そ れ を 考 え な が ら 作 る こ と が 楽 し か っ た 」「 言 葉 だ け で は な く 、 グ ラ フ や 絵 や 模 型

な ど で 伝 え た 方 が わ か り や す い こ と が わ か っ た 」な ど の 学 習 後 の 感 想 か ら 、児 童 は

相 手 の 立 場 に 立 っ た 適 切 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 大 切 さ を 理 解 す る こ と が で き た

と 考 え る 。 
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（ ２ ） 熊 谷 市 立 富 士 見 中 学 校  

○ 対 象 学 年 … 第 ２ 学 年  

○ 教 科 … 技 術 ・ 家 庭  

○ 目 的 （ メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 育 成 の 視 点 ）  

各 自 が 技 術 と も の づ く り で 制 作 し た 作 品 の 、 広 告 制 作 を 通 し て 制 作 意 図 な

ど 伝 え た い こ と が わ か り や す く 伝 え ら れ る 。  

○ 実 施 日 程  

平 成 １ ８ 年 １ ０ 月 １ ２ 日 ～ １ ０ 月 １ ８ 日 （ ５ 時 間 扱 い ）  

○ 生 徒 の 実 態  

平 成 １ ７ 年 度 、 第 一 学 年 次 に 技 術 ・ 家 庭 （ 技 術 分 野 ） 「 情 報 と コ ン ピ ュ ー

タ 」 で コ ン ピ ュ ー タ や デ ジ タ ル 機 器 の 基 本 操 作 等 は 習 得 し て い る 。  

・ 文 書 作 成 ソ フ ト ウ ェ ア  

・ 画 像 編 集 ソ フ ト ウ ェ ア  

・ ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 ソ フ ト ウ ェ ア  

・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア  

・ デ ジ タ ル カ メ ラ  

○ 学 習 内 容  

題 材 名 … 「 技 術 と も の づ く り で の 作 品 の 広 告 を 作 ろ う 」  

 

学 習 活 動 活用機器

学習の見通しを持つ 

・色々な広告を読み、題材全体の学習活動について知る。 

・新聞折り込み広告を読み、広告制作の意図を知る。 

・広告制作の法則を知る。 

新聞広告 

雑誌広告 

各自の作品の広告制作計画を立て、準備する 

・各自参考になる広告を研究する。 

・おおよその内容と構成を決める。 

・制作に使用するアプリケーションソフトウェアを決め

制作計画を立てる。

デジカメ 

パソコン 

下 書 き シ －

ト 

各自の作品を撮影し、広告を制作する 

・各自のものづくり作品を写真撮影する。 

下 書 き シ －

ト 

デジカメ 

パソコン 

 （角度を変え、何枚か撮影する。） 

・各自、使いやすいアプリケーションソフトウェアを用

いて編集する。 

・各生徒の制作途中の広告を見させて、気付いた点を修

正し、作品を仕上げる。 

 

第

１

次 

 

 

 

(１ 時 ) 

 

第

２

次 

 

 

 

(２ 時 ) 

 

 

第

３

次 

 

 

 

 

 

(３ 時 ) 

(４ 時 ) 
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各自の作品、広告発表会を行う 

・制作した広告見て、お互いに評価し合う。 

・相手意識や目的意識が反映されているか確認し合う。 

パソコン 

プ ロ ジ ェ ク

タ 

スクリーン 

第

４

次 

 

 

 

(５ 時 ) 

 

 

資料と活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下書きレイアウト 広告作品 広告発表会 

○ 結 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  考 察  

今 回 生 徒 は 、 自 分 で 製 作 し た も の づ く り 作 品 の 広 告 制 作 授 業 の 実 践 に よ り 、 相 手 に メ デ

ィ ア 情 報 の 目 的 や 広 告 制 作 の 意 図 を 伝 え る と い う 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 や メ デ ィ ア 情

報 に 対 す る 責 任 感 等 を 意 識 す る こ と が で き た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 広 告 発 表 会 を 通 し て 、

広 告 の 元 と な る 実 物 の 作 品 も 視 聴 し て い る こ と か ら 、 広 告 と 実 物 の メ デ ィ ア 情 報 の 真 偽 を

見 極 め る 力 の 一 助 と な っ た よ う で あ る 。 以 下 に 授 業 後 の 生 徒 の 感 想 を 列 記 す る 。  

生徒の感想 

・  虚偽広告など見極めていくことがこれからは大切だと思った。 

・  これか らは 、メデ ィア 情報の 嘘・ 本当を よく 考えて 行動 する こ

とが大切であると感じた。 

メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー の 育 成 を 狙 っ た 授 業 実 践 の 前 ま で は 、 今 ま で 生 徒 た ち は 、 イ ン タ

ー ネ ッ ト や 携 帯 電 話 か ら の メ デ ィ ア 情 報 に 注 意 す る こ と が 多 く を 占 め て い た 。 本 授 業 実 践

に よ り 、 広 告 の 制 作 意 図 や 、 制 作 者 の 思 い 、 情 報 を 発 信 す る こ と の 責 任 を 知 識 、 経 験 と 共

に 学 び 取 っ た よ う で あ る 。 こ れ か ら 生 徒 た ち は 、 高 度 情 報 通 信 社 会 の ま っ た だ 中 を 生 き 抜

い て い か な け れ ば な ら な い 。 そ の よ う な 生 徒 に と っ て 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー は ２ １ 世 紀

に 生 き る 必 須 の リ テ ラ シ ー で あ る と 言 っ て も 過 言 で は な い 。 こ の よ う な こ と か ら も 、 早 期

に メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー を 身 に 付 け さ せ 、 高 め る こ と が 望 ま れ る 。 道 徳 や 学 級 活 動 、 人 権

教 育 を 通 し て 各 校 実 践 し 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 の 推 進 を 図 っ て い た だ き た い と 願 う

ば か り で あ る 。  

・ 広告制 作や 今日学 習し たこと を生 かし、 賢い 消費者 生活 を送 っ

ていきたいと思った。 
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（ ３ ） 県 立 朝 霞 西 高 等 学 校  

○ 対 象 （ 学 年 ／ 教 科 （ 科 目 ） ）  

第 １ 学 年 ／ 情 報 （ 情 報 Ｃ ）  

○ 目 的 （ メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 育 成 の 視 点 ）  

「 情 報 化 の 進 展 が 生 活 に 及 ぼ す 影 響 」 に つ い て 、 情 報 発 信 者 の 持 つ 意 図 と 受

信 者 の 姿 勢 、 「 情 報 」 の 持 つ 伝 達 力 と 影 響 力 な ど に つ い て 、 理 解 を 深 め る 。  

○ 実 施 日 程  

平 成 １ ９ 年 １ 月 ～ ２ 月 （ １ ０ 時 間 扱 い ）  

○ 生 徒 の 実 態  

１ 学 期 に コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し た 実 習  

  ・ イ ン タ ー ネ ッ ト の 検 索 実 習  

  ・ W eb ペ ー ジ の 作 成 と 作 成 し た ペ ー ジ の 紹 介 (ﾌ ﾟ ﾚ ｾ ﾞ ﾝ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ )  

２ 学 期 に 各 種 メ デ ィ ア の 発 達 の 歴 史 と 知 的 財 産 権 の 歴 史  

 ・ 印 刷 物 、 写 真 、 音 楽 、 映 像 、 放 送 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 発 達 の 歴 史  

 ・ 知 的 財 産 権 の 成 り 立 ち と 広 ま り  

○ 学 習 内 容  

「 情 報 伝 達 の 仕 組 み と メ デ ィ ア の 影 響 力 」  

 
学習活動 活用機器 

 

  → ex.情 報 伝 達 の 失 敗 を 体 験 さ せ る 。  

・意図的な情報発信と風説の流布について知る。 

  → ex.過 去 の 事 例 を 紹 介 し 、 影 響 力 に 気 づ か せ る 。  

・発信されている情報を観察する。 

  → ex.Ｃ Ｆ を 見 比 べ 、 広 告 の 種 類 を 整 理 さ せ る 。  

・情報伝達で重要なプロトコルの存在を認識する。 

情報発信者の意図 

映像資料 

記入シート 

パソコン 

 

液晶 

プロジェクタ

 

指導用  

 
第
１
次(
３
時
間) 

 

 

 

 

 

 

 

→ ex.新 し い メ デ ィ ア の 登 場 と 混 乱 の 歴 史 か ら 、情 報 化 が 引

き 起 こ す 混 乱 の 普 遍 性 に 気 づ か せ る 。  

・ 情 報 の 信 憑 性 を 確 認 す る 重 要 性 を 知 る 。  

  → ex.過 去 に 起 き た デ マ に よ る 混 乱 を 紹 介 す る 。  

・手段の変容と混乱事象の普遍性について理解する。 

・情報機器の発達とメディア・リテラシーの関係を知る。

→ ex.メ デ ィ ア 発 展 期 に 起 き た 混 乱 の 事 例 を 紹 介 す る 。 

メディアの影響力と情報による混乱 

プロジェクタ

 

記入シート 

映像資料 

音声資料 

液晶 

 

パソコン 

指導用  

 
第
２
次(

４
時
間) 
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第
３
次(

３
時
間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 結 果  

・ そ れ ま で 何 気 な く 接 し て い た テ レ ビ な ど の メ デ ィ ア か ら 発 せ ら れ る 情

報 に は 相 当 程 度 、発 信 者 の 意 図 が 込 め ら れ て い る こ と に 気 づ き 始 め た 。

 

 第 １ 次  
・ 生 徒 の 中 で は 、 メ デ ィ ア か ら の 情 報 に よ っ て 大 き な 混 乱 が 起 き た こ と

が 信 じ ら れ な い と い う も の も い た 。  

第 ２ 次  

 

 ・ 仮 定 の 話 で は な く 、 事 実 を 列 挙 し て い る の で 例 示 に 説 得 力 が あ る よ う

で 、 生 徒 も 興 味 を 持 っ て 質 問 す る よ う に な っ て き た 。   
・ 生 徒 の 中 に は 使 用 さ れ る メ デ ィ ア が 異 な っ て も 、 人 間 の 反 応 に は 普 遍

性 が あ り 、 同 じ よ う な 反 応 を 示 す こ と に 気 づ く も の も 出 て く る 。  
 

 ・ 扱 う 題 材 の 背 景 を 理 解 す る の に 時 間 を 要 す る 場 合 も あ り 、 背 景 の 解 説

が 若 干 冗 長 気 味 に な る こ と が あ っ た 。   
・ 情 報 発 信 者 の 意 図 に つ い て 読 み 取 れ る 生 徒 が 現 れ 始 め 、 あ る 情 報 を 提

示 し た 時 に 、 そ の 意 図 を 問 う 発 問 に 対 し て 答 え が 返 っ て く る よ う に な

る 。  

 

 
第 ３ 次  

 ・ い き な り ケ ー ス ス タ デ ィ に 入 る よ り も 、 人 々 が メ デ ィ ア か ら 伝 え ら れ

る 情 報 に 対 し て ど の よ う な 反 応 を 示 す か の バ リ エ ー シ ョ ン を 知 っ て い

る た め 、 話 し 合 い が 円 滑 に 進 ん だ 。  

情報社会の進展とメディアの理解 

・ 広告に含まれる意図を読み解き、その役割を知る。 

→ ex.Ｃ Ｆ の 表 現 手 法 を 解 説 し 、情 報 に 含 ま れ る 意 図 を 読 み

取 る 練 習 を す る 。 

・  新 た な 情 報 伝 達 手 段 の 普 及 に 伴 い 、想 定 さ れ る

混 乱 に つ い て 考 え る 。  

→ ex.過 去 の 事 例 を 踏 ま え 、新 た な メ デ ィ ア が 登 場 し た 際 に

発 生 す る 現 象 を 予 測 し 、 対 処 法 に つ い て 考 え る 。  

・メディアとの付き合い方について考える。 

  → ex.グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う 。  

指導用 

パソコン 

 

液晶 

プロジェクタ

 

記入シート 

映像資料 

 

 

 

○  考 察  

 

・メ デ ィ ア か ら 発 せ ら れ る 情 報 に 慣 れ て い る 生 徒 に と っ て 、メ デ ィ ア の 影 響 力 の 大 き

さ を 客 観 的 に 捉 え る こ と は 難 し い 課 題 で あ る 。本 研 究 で は ま ず そ の 影 響 力 の 大 き さ

を 再 確 認 す る こ と か ら 学 習 に 取 り 組 ん だ が 、 実 際 の 事 象 か ら 学 ぶ こ と に よ っ て 、

人 々 の 反 応 を 客 観 的 に 捉 え る こ と が で き た 。  

・事 例 と し て 取 り 上 げ る 事 象 は 若 干 、難 し い 内 容 を 含 む た め 、生 徒 に 対 し て 示 す 際 に

視 聴 覚 資 料 や プ リ ン ト な ど を 工 夫 す る 必 要 が あ る 。ま た 、科 目 が 配 当 さ れ て い る 学

年 に も よ る が 、生 徒 が 背 景 と な る 知 識 を 持 っ て い な い 場 合 が あ る た め 情 報 科 と し て

単 独 で 展 開 す る に は 困 難 を 伴 う 。今 後 は 地 歴 科・公 民 科 な ど 他 の 教 科 目 と の 連 携 も

含 め 、 メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シ ー 教 育 を 推 進 し て い く 方 法 を 考 え て い く 必 要 が あ る。  
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（４）実践事例からの考察 

小・中・高におけるメディア・リテラシー教育の指導体系表を作成し、これ

を用いて、研究仮説を検証するための教育実践を試みた。以下の考察を示す。 

 

小学校の実践「工夫して発信しよう」 

①児童が既習のコミュニケーションスキルを使い、情報機器を操作しながら

ニュース番組を作ることができた。 

②取材活動により自ら情報を収集し、編集会議を経て情報を判断し、ニュー

ス番組を放送し評価し合うなどの発信する活動を体験することで、メディ

ア・リテラシーの育成が進んだ。 

中学校の実践「技術とものづくりでの作品の広告を作ろう」 

①生徒は、自分で製作したものづくり作品の広告制作により、相手にメディ

ア情報の目的や広告制作の意図を伝えるという、コミュニケーション能力

やメディア情報に対する責任感等を意識することができた。 

②広告の制作意図や、制作者の思い、情報を発信するということの責任を、

知識・経験と共に学び取ることができた。 

③本活動により、メディアからの情報の真偽を見極め、批判的に読み解く力

の育成が進んだ。 

 

高等学校の実践「情報伝達の仕組みとメディアの影響」 

①情報発信者の持つ意図と受信者の姿勢、「情報」の持つ伝達力と影響力な

どについて理解を深めることができた。 

②本活動により、生徒一人ひとりにメディア・リテラシーを身に付けさせ、

メディア情報の真偽を見極め、批判的に読み解くこと活動が進んだ。 

③指導体系表に照らし合わせながら「付けたい力」を意識し指導を行ったと

ころ、児童生徒のメディア・リテラシー育成を見通しを持って進めること

が出来る様になった。 

 

指導体系表を用いて、研究仮説に基づいた小・中・高の各校種における教育

実践から出てきた、課題を以下に示す。小学校段階では、情報教育においては、

従前より「情報活用の実践力」の育成に焦点を当てて、情報手段に慣れ、親し

ませつつ、その適切な活用体験を持たせることが大切とされている。「メディ

ア・リテラシー教育」においてもその考えは変わらない。これが、機器操作の

リテラシー育成だけにとどまる場合がある。しかしメディア・リテラシーを「メ

ディアからの情報をクリティカルに受容・理解し、自ら主体的に表現する力」

（メディア社会において生き抜く力）と考えたとき、情報機器操作の体験だけ

では児童のメディア・リテラシーを育成することは難しい。教員がメディア・

リテラシーの目標を意識しながら児童のメディア・リテラシーを育成しようと

する意図的な授業デザインが重要である。 
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中学校段階では、小学校で身に付けたメディア・リテラシーの一層の伸長を

図り、メディアを適切に活用する力が求められている。そこで実践に向けて、

中心となる教科は「技術・家庭（技術分野）」の「B 情報とコンピュータ」であ

る。しかし「技術・家庭」のみで全てを担うことはできない。全校を挙げて各

教科・領域を通して指導していくことが望まれる。 

高等学校段階では、情報という教科にかかる期待が多い。ただし、１学年で

授業を行っている学校が全てではない。高校生活でそこでの学びを生かすため

には、低学年での履修が望まれる。また、学校は社会性を育むさまざまな取組

がなされているが、そうした教育活動の中で取り上げることによって、教科の

学習との相乗効果を期待できるような取り組みを期待したい。 

 

４ 考察 

本研究を進める過程で「メディア・リテラシー教育」の系統的学習の必要性を感

じ、小・中・高の系統的学習を支援するための「指導体系表」を作成した。そして

それをもとに、各校種においてメディア・リテラシー育成の実践を行い、教育用コ

ンテンツを開発した。各校種での研究の結果、児童生徒は、メディアからの情報の

真偽を見極め、批判的に読み解くことができるようになり、メディア社会を生き抜

く力としてのメディア･リテラシーを身に付けることができたと考える。一年間と

いう短い期間であっため、効果の検証は未だ十分なものとは言えないものの、現状

において以下のような成果を得ることができた。今後引き続き研究を深めることが

大切と考える。以下研究を通しての成果を挙げる。 

今回の研究は、各校種ごとに、研究仮説に基づいた教育実践を行い、その発達段

階に応じた学習を通じて、各発達段階におけるメディア・リテラシー能力の育成を

図った。研究は、計画・実践・まとめと１年足らずの研究であり、結果を十分に検

証できたとはいいがたい。しかしながら、研究を始めるにあたり、国語科、技術家

庭科、情報科など情報教育に関する教科等を見渡し、指導体系表の必要性を感じ作

成に至った。また、それをもとに、授業実践を行い、修正し一つの案として指導体

系表や教材を提案できたことは大きな成果と考えている。それらを踏まえ、以下に

本研究での教育実践の成果と課題を挙げる。 

（１）成果 

・自ら情報を発信する実習を通じて、情報の発信者として心がけるべき責任感な

どについて体験的に学習し、意識させることができた。 

・メディアの発達の歴史、過去に発生した事例などの学習を通じて、情報の持つ

伝達力や影響力などについて理解を深めることができた。 

・メディアから発せられる情報を読み解く学習を通じて、情報発信者の意図を汲

み取ったり、情報をクリティカルに読解したりする姿勢を身につけさせること

ができたと考える。 
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（２）課題 

・実習を通じて体験的に学習させることの重要性は確認できたが、コンテンツ不

足は否めず、教材と等の開発は急務である。 

・メディア・リテラシー能力を養うに当たり必要となる読解能力や表現能力、コ

ンピュータ・リテラシーなどの基本的な能力の学習をどのように位置づけてい

くか、関連させて実践していくかについては更なる検討を要する。 

・中学校・高等学校におけるメディア・リテラシー教育をさらに検討していくた

めには、関連する各教科の強力が不可欠である。各教科の専門的な知識が必要

になることも多く、更なる研究を進める場合には各教科との連携を検討する必

要がある。 

 

メディア・リテラシーの習得は、高度情報通信社会を生きる児童生徒にとって、

必須のリテラシーである。また、メディアからの情報の取扱に関して、実社会では

許されない失敗も、コンピュータ室内という限定された比較的安全な環境で、積極

的に失敗を体験することで、メディア・リテラシーを身に付けさせ、伸ばし学習指

導へと繋げることも大切である。こうした観点からも、学校教育において早急にメ

ディア・リテラシーを身に付け、高めることが重要である。小学校においては「国

語」・「総合的な学習の時間」、中学校においては「技術・家庭」、高等学校において

は「情報」を中心としながら、各教科・領域を通して実践し、メディア・リテラシ

ー教育の推進を図っていきたい。 

また、児童生徒のメディア・リテラシー育成に当たっては保護者との連携も不可

欠である。本報告書の「保護者用資料」(p142～144)を参考に、各学校の実態に合

ったリーフレット等を作成し、保護者の協力を呼びかけ、学校と地域・家庭との連

携を深めていく必要がある。 

今後多くの先生方が、「指導体系表」(p130)と教材例(p132～141)を参考にしてい

ただきメディア・リテラシー教育の充実が図られることを望む。
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○ メディア・リテラシー教育小中高指導体系表について 

 
 本研究では生徒の発達段階・学年進行にあわせ、メディア・リテラシー能力を定着させ

ていくことを目標としている。そのため、各学年における指導の目安・指針として小・中・

高の１２年間に渡る指導体系表を作成を試みた当然不十分な点が数々あると思うが提案に

こぎつけた。  
以下、作成した指導体系表の基本的な考え方を示す。  
 

 今回提案した指導体系表では、様々考えられるメディア・リテラシーの育成に必要な学

習を整理して作成しているため、一見、メディア・リテラシーとは直接関係がないと思わ

れる内容も含まれていると思われる。それは、小学校の段階で突然、メディア・リテラシ

ー能力が身につくはずもなく、その前段階もしくは相互に関連する力として読解能力や文

章表現能力、コンピュータ・リテラシーに関する学習が不可欠であると考えるからである。

これら自体は直接、メディア・リテラシー教育の範疇に含まれないかもしれないが、メデ

ィア・リテラシーはこれらの基本的な学習の上に成り立つ能力であり、それらの能力の育

成なくしては成立しないと考えた。本研究ではメディア・リテラシー能力を育むプログラ

ムの全体像を整理するため、単独ではメディア・リテラシー教育とは言えないものであっ

ても不可欠な能力であれば体系表の中に取り入れてみることとした。中学校においては国

語科や技術家庭科などの教科における学習で、「メディアの特質を読み解き理解する力」や

「メディアから発信される情報を受容し批判的に吟味する力」、「メディアを通じて自分の

考えを読み手にわかるよう表現しコミュニケーションを創造する力」のような能力へと昇

華させていき、高等学校における情報科での学習を通じて、小学校・中学校で養われた能

力をメディア・リテラシー能力として結実させていくことを想定している。  
 
 また、この指導体系表は全く新しい指導プログラムを提案するものではなく、現在行わ

れている学習活動をメディア・リテラシーというカテゴリーで整理したものであるとも言

える。一言にメディア・リテラシーと言っても、その中には様々な能力が内包されている

ため、その学習内容は既存の様々な教科に散在している。そのため、個々の指導要領を確

認していてもメディア・リテラシーの全体像を捉えることは難しい。この体系表では各段

階の各教科における学習が、メディア・リテラシー教育全体のどの段階を担っているのか

を確認するのにも利用することができる。従来、行われてきた学習であってもメディア・

リテラシー教育全体の中での位置づけを知ることによって、メディア・リテラシー能力育

成の一助になるのではないかと考え作成した。  
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メディア・リテラシー教育小中高指導体系表 

小学校  

           低学年                        中学年                    高学年 
 
主に、メディアの特質を読
み解き理解する力の育成 

を通じてメディアに触れ、
メディアに親しむ 

ピュータ等メディアの基本操作を身に付け
る 

 

じてメディアに触れ、

ィアの利用場面や利用効果

まなメディアを通して伝えられる

ることを知り、健

正しくない情報や危険な情報もあることを知る

て、メディアの特性を生か

メディアを利用して自分の考えを表現する 

化のもたらす様々な

・ 、
展に大きな役割を果たし

ていることを考える 

・さまざまな学習機会
 
 
・コン
 
 
 
 

 
・さまざまな学習機会を通
 メディアに慣れている 
・ソフトウェアの基本的な操作方法を身に付ける
・コンピュータ等メデ
 を体験的にわかる 
・情報はさまざ
 ことを知る 
・コンピュータやインターネットは便利である反
 面、その使用が長くなりすぎると、生活のリズ
 ムを崩すなど の影響が起こ
 康に注意しながら利用する 
・インターネット上には、役に立つ情報のほかに
 

 
・課題解決の道具とし
 した利用ができる 
・
 
 
・情報の有用性や役割、情報
 影響などについて考える 
・メディアにはそれぞれ特徴があることを知る 
情報が国民生活に様々な影響をもたらしており
生活の向上や産業の発

 
主に、メディアから発信さ
れる情報を受容しクリティ
カルに（批判的）に吟味す
る力の育成 

柄の順序などを考えながら内
容の大体を読む 

・たくさんの情報に惑わされない 

人の感じ方について違いのあることに気

話の中心に気を付けて聞く 

もに、不適切・不正なサイトへは近づか
 ない 

の内容を的確に

押さえて、自分の考

や活用の仕方などの能力や態

や考えを基に正しい情報を選択

適切・不正なサイトへの

側が情報の判
断をする必要があることを知る 

 
・時間的な順序、事
 
 
 
 
 
 
 

 
・目的に応じて、文章を正しく読む 
・読み取った内容について自分の考えをまとめ、
 一人一
 付く 
・
 
 
 
 
・悪意がある情報に惑わされないように気をつけ
 るとと

 
・目的や意図などに応じて、文章
 押さえながら要旨をとらえる 
・事象と感想、意見の関係を
 えを明確にしながら読む 
・相手の意図をつかみながら聞く 
・情報の適切な収集
 度を身に付ける 
・いろいろな意見
 しようとする 
・悪意がある情報や、不
 正しい対処法を知る 
・メディアからの情報には発信者の意図と背景が
 あることを理解し、情報を受ける
 

 
主に、メディアを通じて自
分の考えを読み手にわかる
よう表現し発信する（コミ
ュニケーションを創造する
）力の育成 

を考えながら話す
・楽しんで表現しようとする 

調べたことなどについて、

相手や目的に応じ、適切に表現する 

ションは行き違いが起

のを使う

すべてを表現することはできないこ

い人にむやみに

・ＩＤやパスワードの大切さを知る 

じ、考えたことや伝えたいこと

や伝達の仕方などの能力や態

て責任を持ったりすることの大切

・ 、
た適切なコミュニケーション

知り、不確か

を理解し、これらの権利を
 守ることがわかる 

 
・相手に応じ、事柄の順序など

 
・相手や目的に応じ、
 筋道を立てて話す 
・
 
 
・文字だけのコミュニケー
 こりやすいことを知る 
・人の写真を撮る時や、他人の作ったも
 ときには、許可が必要なことを知る 
・メディアを経由した情報を受信・送信する際に
 は、情報の
 とを知る 
・自分や友達の個人情報を知らな
 教えてはならないことを知る 

 
・目的や意図に応
 を的確に話す 
・目的や意図に応じ、効果的に表現する 
・情報の適切な発信
 度を身に付ける 
・相手のことを考えて情報を収集したり発信した
 り情報に対し
 さに気付く 
ネットワークの先には人がいることを意識した
相手の立場に立っ
の大切さを知る 

・インターネットの影響力の強さを
 な情報を発信しないようにする 
・著作権や知的財産権
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メディア・リテラシー教育小中高指導体系表 

中学校 高等学校 

 

 

    Ｓｔｅｐ１ Ｓｔｅｐ２ Ｓｔｅｐ１ Ｓｔｅｐ２

 
主に、メディアの特質を読
み解き理解する力の育成 

 
・ 機器の基本操作を身に付け、課題

・ の達方法の特徴と利用方法を知る

・ 化が社会や生活に及ぼす影響を知
り、情報モラルの必要性について考え
る 

 
・ 特性を理解し、様々なメ

・メディアが果たしている役割や及ぼ
している影響を理解する 

 
・ 響を様々

・
収集・発信に伴って発生する問題
と個人の責任について理解する 

情報
や目的に応じ情報手段を適切に活用す
る 
情報

・マルチメディアの特徴と利用方法を知
る 
情報

メディアの
ディアの中から適切なメディアを
選択する 

情報化が社会に及ぼす影
な面から認識させ、望ましい情報
社会の在り方を考える 
情報の保護の必要性及び情報の

 
主に、メディアから発信さ
れる情報を受容しクリティ
カルに（批判的）に吟味す
る力の育成 

 

方を身に付ける 

・
的に探し出し、ほかの情報と比較

しながら信頼性と妥当性を常に見極め
る 

 
・ 図に応じてメディアを読み、

・ もって様々なメディアを理解し，

・自分のものの見方や考え方を深め、目
的や場面に応じて的確に聞く 

 
・ 器の発達の歴史に沿って、

・
生活に

・

理
解を通して、情報社会で必要とさ
れる心構えについて考える ・様々な種類のメディアを読み内容を的

確に理解する 
・メディアの展開に即して内容をとらえ

目的や必要に応じて要約する 
・様々な種類のメディアから必要な情報

を集めるための読み
・自分の考えを大切にし、目的や場所に

応じて的確に聞く 
目的意識を持って自分に必要な情報を
主体

目的や意
広い範囲から情報を集め、効果的に活
用する 

・メディアの表現の仕方やメディアの特
徴に注意して読む 
目的を
必要な情報を集めて自分の表現に役立
てる 

情報機
情報機器の仕組みと特性を理解
する 
多くの情報が公開され流通してい
る実態と情報化の進展が
及ぼす影響を身のまわりの事例
などを通して認識する 
情報の収集・発信の際に起こり得
る具体的な問題及びそれを解決
したり回避したりする方法の

 
主に、メディアを通じて自
分の考えを読み手にわかる
よう表現し発信する（コミ
ュニケーションを創造する
）力の育成 

 
所に

・
・ なメディアを基にして自分の考え

・ や

かりやすいメディアにする 
・ソフトウェアを選択して、表現や発信

する 

 

・
・

め、自分の立場を明らか

・自分の立場及び伝えたい事実や事柄
を明確にする 

 
・ じて題材を選択し

・ 形態の情報を統合して、伝

・ の
により、伝え

・

ミュニケーショ
ンの目的に応じた効果的な活用
方法を習得する 

・ る情報によって的確なメ

・
ラル・著作権などに配慮し

の受信者に配慮し、ミス・

した情報に対する批

・

して調査し，情報を適切

・
は、情

・

生活
に役立て主体的に活用しようと
する心構えについて考える 

・自分の考えを大切にし、目的や場
応じて的確に話す 
話し言葉を大切にしようとする 
必要
をまとめ、的確に書き表す能力を高め
る 
表現したメディアを読み返し、表記
語句の用法、叙述の仕方などを確かめ
て、分

・自分のものの見方や考え方を深め、
目的や場面に応じて的確に話す 
話し言葉を豊かにしようとす る 
さまざまなメディアを基にして自分
の考えを深
にして論理的に書き表す能力を身
に付ける 

相手や目的に応
、論理的な構成を工夫し、効果的
な表現をする 
様々な
えたい内容をわかりやすく表現
する 
情報機器を活用して多様な形態
情報を統合すること
たい内容を分かりやすく表現す
る方法を習得する 
電子メールや電子会議などの情報
通信ネットワーク上のソフトウ
ェアについて、コ

発信す
ディアを選択できる能力を身に
つける 
自らの発信する情報の正確さや
情報モ
、情報発信についての責任を自覚
する 

・情報
コミュニケーションの予防に努
める 

・自らが発信
判を受け止め、自ら情報を検証し
、対応する 
身のまわりの現象や社会現象な
どについて，情報通信ネットワー
クを活用
に収集・分析・発信する方法を習
得する 
情報を効果的に発信したり、情
報を共有したりするために
報の表し方に工夫や取決めが必
要であることを理解する 
将来にわたって情報技術の活用
能力を高めていくことが必要で
あることを理解させ、情報を



 

 

 

 

 

                              
 

 

チラシを作る側（送り手）とチラシを見る側（受け手）の立場から商品について考え、

情報を主体的に読み解いていこうとする態度を育てる。 

 

 

 

 

 
子ども達の身の回りには様々な情報が飛び交っている。その中の広告（チラシ・ポス

ター・コマーシャルなど）について、作る側（送り手）と見る側（受けて）の立場か

ら、広告を批判的に読み解く力を身に付けさせる。 

 

 

 

 

 
・パソコン ・プロジェクタ 

 

 

 

２．それぞれのグループの代表にチラシの商品の特徴を

発表させる。 

 ・小グループの代表何人かに商品の特徴を発表させ

る。 

 ・児童は自分たちが読み取ったチラシの商品と違うこ

とに驚く。 

・A のチラシと B のチラシは同じ商品で

あるが、チラシの作り手の意図が違っ

ていたので伝わり方が違うということ

に気付く。 

３．メディアには作り手の意図があることに気付く。 

１．商品のチラシを読み取る 

 ・学級を A グループと B グループの２つに分け、それ

ぞれに意図の異なったチラシを配る。 

 ・チラシは同じ内容であるが、強調する内容が違う。
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９０ｇ １０５円

国内産厳選コーンを使用したコーンスナックが新発売！

栄養のバランスがよく、不足しがちなカルシウムを簡単に
摂ることができます。

チーズ味とカレー味の２つのフレーバーをご用意しました。

カレー味

Ｃａ配合

おいしい
チーズ味

Ｃａ配合

おいしい
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C社 当社

カルシウム量の比較

９０ｇ １０５円

国内産厳選コーンを使用したコーンスナックが新発売！

最新のエクストルーダー製法によりさらにおいしくなり
ました。

チーズ味とカレー味の２つのフレーバーをご用意しました。

カレー味

Ｃａ配合

おいしい
チーズ味

Ｃａ配合

おいしい

おいしさの比較
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おいしさを訴 えている 栄 養 のバランスを訴 えている 

まず児童に要求されるのが、チラシを読み解く力である。この商品の特徴について話し合うとき

に、コピーやグラフの内容だけではなく、「どんなお客さんが買うのだろう」、「どんなときに食べ

るのだろう」などの、商品のイメージについても話し合えるとよい。 

イメージの例 

Ａの商品・・・「栄養バランスがよい」「買う人は健康に気をつけている人」 

Ｂの商品・・・「おいしそう」「買う人は味にこだわるお母さん」 

配ったチラシは回収する。 

グループの発表が進むにつれて、児童は自分たちが読み解いたチラシの内容と違う発表があるこ

とに気づく。ここでの気づきや驚きを大切にしたい。ここで十分な時間を確保し、なぜ考えが違

っていたのかを話し合わせる。児童の多くが「商品が違うからだ」と考える。 

その後、ＡとＢの両方のチラシを配り、商品とチラシの内容を比べさせる。児童は、商品は同じ

であるが、チラシの中で商品の特徴を強調する内容(チラシの作り手の意図)が違うという事に気

づく。 

学習のまとめをし、チラシやポスター、コマーシャルなどのメディアには作り手の意図があるこ

とを理解する。 

・商品の特徴を発表させる場面では、児童は他のグループの影響を受けやすいので、 

 ①発表が始まったら学習カードには書き加えないこと、 

 ②発表者は学習カードに書いてあること以外は発表しないこと 

 をあらかじめ児童に知らせておくことが必要である。 

・発表を聞く姿勢としては、答えが合っていたかを競うのではなく、他のグループの考えは自分

たちのグループと比べどこが同じで、どこが違うかを聞き取らせたい。 

・学習カードを活用し、この学習を終えてどう感じたかを考えさせるとよい。実践例として、児

童から「同じ商品でも、書く人の気持ちによって受け取る人の気持ちも違うんだなと思った」「同

じ商品でも文や中心にすることが違うと感じが違うなと思う」「つい、描いてあるとおりだと思

いこんでしまった」などの考えが出された。 
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架空請求の仕組みを知り、対応できるようになる 

 

 

 

 

 

メディア情報の真偽を読み解く力を身に付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コンピュータ ・一斉送信システム「SKY MENU」 

・ NHK エンタープライズ「インターネット社会の落とし穴」Vol１ネット

社会の道しるべ 

・ 独立行政法人教員研修センター「情報モラル研修教材２００５」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ インターネット教材を用いて疑似体験する。 

・ 疑似体験により各自の経験とする。 

 

 

４ 個人情報流出の危険性を考え、対処法を知る。 

・ 架空請求に応じる必要がないことを説明する。 

（危険性 ・ネット社会には悪人もいる。 

・安易に個人情報を教えない 

対処法 ・架空請求には応じない。 

・大人に報告・相談する。）

 

３ 事例をもとに、架空請求が届いた原因を考える。 

・ 発信者がはっきりしない相手に個人情報を送信したことを押さえる。 

（興味本位でサイトにアクセスした。住所、電話番号をメール送信した。誰に

も相談しなかった。） 

 

２ 「架空請求と個人情報」を視聴する。 

・ 本編のみをプロジェクタと画像転送システム 

で映写し視聴する。 

１ インターネットの特性を知る。 

・ インターネットによる便利さから特性に迫る。 

（利便性、匿名性、メディア情報の真偽） 
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ワークシート 
 全活動を通して使用

情報モラル研修教材 2005 
活動５で使用 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
http://sweb.nctd.go.jp/kyouza
i_new/taiken/contents/index
20.htm 

 
 

DVD 教材 
 

 

 活動２で使用 
 

 

 現在、中学校において、メディア情報を利用した事件・事故が頻発している「架空請求と個人情

報」の指導をおこなった。情報モラル教育とも取れる内容であるが、「メディア・リテラシーは

情報モラルを包含する」という考えのもとで指導をおこなった。具体的な内容としては、インタ

ーネットの特性を導入とし、特にメール送受信の仕組みは、郵便配達の仕組みを例にし、郵便番

号と住所、私書箱を、ドメイン名やアドレスに例え指導をおこなった。次に、市販視聴覚教材を

視聴して架空請求が届いた原因を生徒に考えさせ、討論させる。視聴覚教材の内容は、教材に含

まれている前後のトークを省き、本編のみを視聴する。視聴後に本編の内容を再度確認する。確

認内容として、学校で話題になっていたサイトに、興味本位でアクセスしたこと、請求書が届い

たときに大人に相談できなかったこと、請求書が届く原因となった個人情報を相手にメール送信

してしまったことを確認する。その後、生徒の討論内容を加味しながら対処法を指導していく。

この際、専門的に深入りすると生徒が混乱する恐れがあるので、注意を要する。次に、インター

ネット教材において、疑似体験させる。「百聞は一見に如かず」のことわざ通り、聞いて得た知

識よりも、実際に見ながら疑似体験することで、より生徒の心に意識付けされ、実際に架空請求、

個人情報の漏洩場面に遭遇したときの既習経験として、被害に遭わないよう対応できるリテラシ

ーを身に付けさせる。以上の指導により、「架空請求の仕組みを知り、対応出来るようになる」

という目標に迫り、さらにメディア・リテラシー育成の視点からは、「メディア情報の真偽を読み

解く力を身に付ける」ことで、生徒一人一人に「メディア・リテラシー」をはぐくんでいこうと

考え実践したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ メディア情報の取扱に関して、実社会では許されない失敗も、コンピュータ室内という囲まれ

た安全の地で、積極的に失敗させることで、メディア・リテラシーを身に付け、伸ばすことを

考え学習指導へつなげることが大切である。 
・ メール送受信の仕組みについては、必要以上に深入りし、専門的になって生徒を混乱させるこ

となく簡単に触れることが大切である。 
（メールサーバではなく、メールを一時蓄えておくコンピュータというような表現方法の工

夫が大切である。特に、郵便配達の仕組みと比較しながら説明を行うと、生徒は理解しや

すいようである。） 
・ 架空請求が届くことになった原因として、相手の文章のカラクリで個人情報を送信してしまっ

たことを押さえる。 
・ 架空請求には一切応じる必要がないことを断言することが大切である。 
・ 万が一、架空請求など危ない情報であると感じた場合は、両親や大人に必ず相談すると言うこ

とに念を押すことが大切である。 
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教科（科目） 情報（情報Ｃ） 

 

 
目標 

 

 
過去の事例を通じて、情報の信憑性の確認の重要さを知る。 

 

 

 

使用機材等 

 

 

 

指導用パソコン＋展示装置（液晶プロジェクタ） 

プレゼンターションソフトによる展示資料 

ワークシート 

 

 

 
参考資料 

 

 

「火星からの侵入」H.キャントリル 著 斎藤耕二・菊池章夫 訳 川島書店 1971 
「H・G ウェルズの宇宙戦争」（CD+BOOK）H.G.Wells 著 武田勝朗 訳 ユニコム 2001 

 

 展示・配布資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き込み用シート 

 

 

 教材の説明 
 

1938 年 10 月 30 日にアメリカの CBS ラジオで放送されたドラマ「宇宙戦争(The War of the 
Worlds)」は放送途中からアメリカ北東部を中心に大きな混乱を招いた。 

ドラマは H.G.ウェルズの「宇宙戦争」を原作として、オーソン・ウェルズ（演出家、後に「市

民ケーン」などを監督）が演出して製作された。内容は「音楽番組の放送中にニュージャージー

州に落ちた巨大隕石のニュース速報が流れる」という形でスタートし、「音楽番組→臨時ニュース

→音楽番組→臨時ニュース……」という形で隕石についての詳細が語られながら進行し、やがて

現場からの中継の最中に隕石の中から現れた異星人による攻撃が始まり、アメリカ軍が敗北を喫

して、東海岸側の州で多くの被害が発生するという内容であった。 
この放送を聞いていたとされる 600 万人のうち 120 万人が実際に起きている事件と勘違いし、

パニックに陥った。各地で火星人の目撃情報などが錯綜し、警察や救急に救助を求める電話が殺

到し電話交換台がパンク状態に陥ったり、避難しようとする人々が地下鉄の駅やバスターミナル

に殺到したりするなどの混乱が発生した。 
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展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑤まとめ 
  ・この事例を元にその予防法について考え、情報の信憑性の確認などの大切さに気づかせる。 

・メディアの特性の不認識が大きなトラブルを生むことになることに気づかせる。 
→国内でのインターネット利用の起点が 1995 年とすれば 11 年目ということになります。「その

メディアに詳しくはないが普及しているので使う」という人が増えてきている現状は当時と

それほど相違ないこと付け加えた。

 
 

④背景について解説する 
  ・時代や社会情勢など原因と考えられる事を紹介し、何故パニックが起きたかを考えさせる。 
    例・放送途中からチャンネルを変えて聞き始め、ドラマと気づかない者が多数いた。 
     ・さすがに火星人が襲来したとは思わなかったが、当時の情勢からドイツ軍が飛行船で

襲撃してきたと思った（防毒マスクを買い求める人がいたのはこのため）。 
     ・1920 年にラジオ放送が始まって 18 年目。生活の一部に馴染んでいたように感じられ

ていたが、多くの人がラジオというメディアの特徴を理解していなかった。 
  →実例を示しながら、パニックの原因は１つで無いこと、情報の受け止め方は人それぞれ違う

こと紹介していき、パニックを防ぐにはどういった対処が必要かを考えさせる。 

 
 

③どのようなパニックが発生したかを紹介する 
  ・実際に人々がとった行動（パニックの様子）について紹介する。 
    例・マンハッタン島の中央公園に避難民（？）数千人が殺到した。 
     ・ブロンクスの武器庫では武器を求めた若者数百名と衛兵の間でトラブルが発生した 
     ・ニュージャージー州では教会に駆け込んで最後の祈りを捧げる人が多数いた。 
     ・ピッツバーグでは「火星人に殺されるくらいなら」と自殺を図ったものもいた。 
     ・その他、防毒マスクを買い求める物、火星人を見たというものが多数現れた。 
  →実際に試聴してみると分かるが、現在の私たちが聞くとそれほどリアリティのある音声であ

るとは言えない。パニックの実際の様子と音声のギャップを感じさせることを目的にした。 

 
 

②実際のラジオ放送を聞いてみる 
  ・ユニコムから発売されている「H・G ウェルズの宇宙戦争」を試聴する。 

→番組全体は約６０分あるのでいくつかのシーン（始まりから第１報、学者による解説、現場

からの中継）を選択して試聴させた。また、試聴するシーンについては収録音声である英語

と対訳のプリントを配布し、内容を把握させた。 
→この CD+BOOK には原文のテキストと対訳が付いているので、シーンの選択やプリントの作

成の参考とすることができる。 

①発生した事象について客観的に紹介する 
  ・1938 年 10 月 30 日にアメリカで放送されたラジオドラマ「宇宙戦争」で視聴していた 600

万人のうち、約 28%の人々が「本物のニュースだと信じた」と答え、そのうちの約 70%にあ

たる 120 万人が実際にパニックに陥ったという記録が残っていることを伝える。 
  →発生したパニックの規模の大きさを伝える。具体的なパニックの様子について、実際に試聴

した後に紹介する。 

 

 
指導上の留意点 

・パニックの様子などを紹介する際に、当時のパニックの様子をただ「楽しむ」ことにならない

ように慎重に取り扱う。 
・ただ「過去」の事例であるといった扱いをせず、現在に通じる部分を強調する。 
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教科（科目） 情報（情報Ｃ） 

 

 
目標 

 

 
過去の事例を通じて、メディアの影響力と情報発信者の意図について考える。

 

 

 

使用機材等 

 

 

 

指導用パソコン＋展示装置（液晶プロジェクタ） 

プレゼンターションソフトによる展示資料 

ワークシート 

 

 

 
参考資料 

 

 

 

「大統領選を読む!」鈴木健 著 朝日出版社 2004 
「中傷と陰謀 アメリカ大統領選狂騒史」有馬哲夫 著 新潮社 2004 
「ＮＨＫスペシャル 映像の世紀 第８集 恐怖の中の平和」NHK エンタープライズ 2005 

 

 展示・配布資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き込み用シート 

 

 

 

教材の説明 

 1960 年のアメリカ大統領選挙は共和党の現職副大統領リチャード・ミルハウス・ニクソンと民

主党の上院議員ジョン・フィッツジェラルド・ケネディが大統領候補として選挙に臨み、初めて

行われたテレビ討論が選挙結果に大きな影響を与えたといわれている。 
1960 年の大統領選挙は序盤、現職の副大統領であったニクソンの知名度が高く、接戦ではあっ

たが選挙戦をリードしていた。テレビ討論が提案された時、討論に自信のあったニクソン陣営も、

知名度を上げたいケネディ陣営もこれを歓迎した。 
9 月 26 日、史上初めてテレビ討論が行われ、この日、ケネディが遊説のスケジュールをキャン

セルし、夕方の討論に備えたのに対し、ニクソンは３ヶ所での遊説をこなし、その途中で膝を怪

我して、討論に臨んだ。 
ラジオで討論を聴いていた人々はニクソンの論理的な話し方に好感を持ったが、テレビを視聴

していた人々はケネディの若々しいイメージに好感を持った。このテレビ討論の後の支持率調査

でケネディはニクソンを初めて逆転し、そのまま大統領選に勝利したといわれている。 
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展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑤まとめ 
  ・メディアから発せられる情報は「広い範囲の不特定多数の人々に伝達される」ことを認識さ

せると共に、時として大きな影響力を行使することを伝える。 
  ・ケネディであれば「若く力強い」イメージを伝えようと、服装や目線、語り口をコントロー

ルしていたことを挙げ、発せられる情報には発信者の意図が強い意図が込められている場合

があることを伝える。 

 
 

④注目点について解説する 
  ・当時の反応について紹介し、注目点などについて解説する。その後にもう一度、試聴する。 
    例・全米で約６６００万人がこの討論を試聴した。 

・白黒テレビを意識し、見栄えのする服装を選んだケネディとグレーのスーツを選んで

しまったニクソンではケネディの方が若々しく見えた。 
     ・ラジオを聞いていた聴取者はニクソンの方が優れていたと感じたが、テレビを見てい

た人はケネディが優れていたと感じ、この討論後、支持率が逆転した。 
・内容について、討論中「宇宙開発においてアメリカがソ連に負けた」というケネディ

を批判したニクソンが、「キッチン討論」でのニクソンの話を取り上げて反論した後、

ニクソンが黙ってしまった。 
  →テレビによって同じ映像を同時に多くの人が見たこと、人間の受ける印象は言語による情報

よりも「見た目」に大きく左右されることを強調する。 
  →「映像の時代」においては人物像を「どういう人に見せるか」という観点からコントロール

することができる可能性について伝える。 

 
 

③テレビ討論 
  ・1960 年の「テレビ討論」の映像を見る。 
  →後に解説を加えた後でもう一度、見直すので、あまり先入観を与えず見せる。 

 
 

②1960 年アメリカ大統領選挙 
  ・時代背景及び候補者について紹介する。 

→ケネディは若くして上院議員になり、立候補時も 43 歳と若かったことを中心に、ニクソンに

ついては現職の副大統領（２期８年）であり、実力や知名度では定評があったことなどを中

心に伝える。特にニクソンが有力な大統領候補であったことをきちんと述べておく。 
  →それぞれの肖像を見せながら話を進めていく。 

①人物紹介を兼ねて「キッチン討論」 
  ・1959 年にニクソンが訪ソした際に「アメリカ産業博覧会」の会場でフルシチョフ第一書記と

行った「キッチン討論」を見る。 
  →突然、始めるのは少し無理があると思います。世界史を先行して履修しているか、「メディア

の発達」に関連して衛星開発の話をしておくと展開しやすい。 
→討論でニクソンが資本主義の優れた点として「カラーテレビ」について語ったことと、フル

シチョフが共産主義の優れた点として「ロケット技術」を強調した点を確認しておく。 
→映像を見ると分かりますが、吹き替えの関係でフルシチョフの言葉の方が力強く感じるかも

しれませんが、この討論の内容はニクソンの反共主義者としての評判を上げたことは押さえ

ておくことが必要かもしれない。 

 指導上の留意点 

・事前にノン・バーバル・コミュニケーションについて解説しておくと、より効果的である。 
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教科（科目） 情報（情報Ｃ） 

 

 
目標 

 

 
過去の事例を通じて、情報の信憑性の確認の重要さを知る。 

 

 

 

使用機材等 

 

 

 

指導用パソコン＋展示装置（液晶プロジェクタ） 

プレゼンターションソフトによる展示資料 

ワークシート 

 

 

 
参考資料 

 

 

 

 

「デマの研究－愛知県豊川信用金庫取り付け騒ぎの現地調査」 
綜合ジャーナリズム研究 No.69（p.70-p.80）No.70（p.100-p.111） 
伊藤陽一・小川浩一・榊博文 1974 

 

 
展示・配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き込み用シート 

 教材の説明 

1973 年 12 月に愛知県宝飯郡小坂井町の豊川信用金庫小坂井支店で発生した取り付け騒ぎは、

誰かが明確な意図を持って流したデマでなくとも大きなパニックを引き起こす例として、一般的

に広く扱われる題材である。また、噂の広まり方が特定されている珍しい事例でもある。 
1973 年 12 月 8 日に電車の中で３人の女子高校生が話した言葉の中の「信用金庫なんて危ない」

という冗談が、人々の会話の中で「信用金庫」が「豊川信用金庫」に変化し、あたかも豊川信用

金庫が経営破綻するかのような情報が口コミで町中に広まっていった。 
13 日になって、この噂を聞いていた人が「豊川信用金庫から 120 万円をおろしてくれ」と電話

で話している人に出会い、「豊川信用金庫が倒産間近」と思いこみ、自分の口座から 180 万円をお

ろした後、知り合いに電話で知らせ始めた。これが引き金なり、この日だけで約 5000 万円が引き

出された。また、営業時間が終わってからも噂は悪い方へと変容しながら広まり続けた。 
14 日、朝から豊川信用金庫に預金者が詰めかけ、一気に取り付け騒ぎへと発展していく。 
15 日に当時の大蔵省東海財務局長と日本銀行名古屋支店長が連名で豊川信用金庫の経営保障の

アピールを始め、16 日になって警察がデマのルートを解明した結果を発表したことによってパニ

ックは収束していった。 
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③まとめ 
  ・正確な情報伝達の大切さ、情報伝達の困難さなどを気づかせる。 
  →人から人へ直接、情報を伝達することの難しさを気づかせ、可能であればメディアから一斉

に情報を発信することの難しさまで話しを広げられれば理想的である。 

 
 

②噂をたどる 
  ・12 月 8 日 
     女子高生３人が話していた。豊川信用金庫に就職が決まった友人に対して、「信用金庫な

んて（強盗などが来るという意味で）危ない」と話す。 
     就職が決まっていた女子高生は下宿先へ帰り、叔母に「信用金庫は危ないのか」と話し

た。叔母は豊川信用金庫本店の近くに住む兄嫁に「豊川信用金庫は危ないのか」と聞く。 
   12 月 9 日 
     兄嫁が美容院へ行き、美容院の店主に豊川信用金庫の件を話す。 
   12 月 10 日 
     美容院の店主が親戚に話し、親戚は家に来ていたクリーニング店の店主に話す。クリー

ニング店の店主は家に帰り、妻に話す。 
   12 月 11 日～12 日 
     クリーニング屋からこの噂が街に広まっていく。 
   12 月 13 日 
     クリーニング店にガス屋さんが電話を借りに来る。ガス屋さんは電話で「豊川信用金庫

から 120 万円おろしてくれ」と話した。業務上の連絡だったが、これを聞いたクリーニン

グ店の妻は「倒産するからおろす」のだと勘違いする。 
     慌てたクリーニング店の夫婦は豊川信用金庫に預けてあった 180 万円をおろし、親戚や

得意先に電話をかけた。この日のうちに 59 人が約 5000 万円を引き出した。 
   12 月 14 日 
     開店から豊川信用金庫に預金者が殺到し、取り付け騒ぎに発展。貼り紙などをして預金

者に冷静な対応を求めるが、火に油を注ぐ結果となり、引出総額は約８億円に達した。 
     新聞・テレビなどが取り付け騒ぎとこの情報がデマであることを報じる。 
   12 月 15 日 
     大蔵省東海財務局長と日本銀行名古屋支店長が連名で豊川信用金庫の経営を保障する貼

り紙を出す。また、「自殺した」との噂が流れた豊川信用金庫の理事長が対応にあたる。 

   12 月 16 日 
     警察が噂の広まり方のルートを解明し、発表する。取り付け騒ぎは収束していく。 
  →書き込み用のプリントなどを用意し、情報の変化が整理できるようにすると分かりやすく授

業を進めることができます。また、登場人物にアルファベットなどを振り、情報の広まり方

を図示すると分かりやすく整理できる。 

①背景の説明 
  ・銀行や信用組合の仕組みに簡単に触れ、金融機関について「取り付け騒ぎ」というものが、

いかに危険な現象であるかを説明する。 
  →最低限、「多額の払い戻しによって、預金残高が急激に低下すると経営危機に陥って、破綻す

る場合もある」ことが伝われば良い。 

 

 
指導上の留意点 

・「過去の面白い事件」を紹介するような方向に落ち込まないように注意を要する。 
・対人コミュニケーションにおける情報の変容や狭いコミュニティで発生する情報の二度聞き、

デマの現実化する瞬間などのポイントを抑えながらの解説が必要。 
 

  5 章資料：高等学校教材 03 噂が引き起こしたパニック 141



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高度情報社会といわれる現代社会には、様々な情報が氾濫しています。しかし、子どもたち

の中には、携帯電話、テレビ、ゲーム、インターネットなどのメディアを上手に使いこなせず、

中にはトラブルに巻き込まれてしまう例が見られます。 

 そこで、「メディア社会において生き抜く力」を身に付ける「メディア・リテラシー教育」が

必要となってきています。情報が氾濫するメディア社会から子どもたちを守るためは、家庭と

学校が連携して「メディア・リテラシー教育」を進めていく必要があります。ご家庭のご協力

をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

ご家庭にお願いしたいこと 

 ・まず、ご家庭で子どもの実態をつかみましょう。 

＊子どもが誰とメールのやりとりをしているのか、どんなサイトを見ているのかなどの実態をつかみま   

しょう。 

 ・携帯電話が本当に必要かをもう一度話し合いましょう。 

  ＊子どもに携帯電話を持たせるときは、利用の目的などを家族でしっかりと話し合うことが大切です。 

 ・パソコンや携帯電話を使うときのルール作りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 ・有害情報を遮断できるフィルタリングソフトの導入しましょう。 

一例として 

・ インターネット、テレビ、ゲーム等の使用時間を決める 

・ インターネットの利用は、居間などの家族の目の届く場所で行う 

・ 嫌なメールは書かない、受けとらない 

・ 使っていいとき、使っていい場所を考える 

・ おかしいなと思ったらすぐに相談する 

など 

＊インターネットは誰でも自由に情報を発信することができます。そのため、子どもにとって適切では   

ない情報も公開されていることがあります。是非、市販のフィルタリングソフトを導入してください。   

（最近では、プロバイダーや携帯電話業者でもフィルタリングサービスをしているところもありま

す。） 

＊ポータルサイトの中には子ども用検索サイトがあるものもあります。そこでは、有害な情報は検索さ   

れないようになっています。 

 ・家族と一緒に過ごす時間を大切にしましょう。 

 

学校でもメディア・リテラシー教育を推進してまいります。家庭・学校が連携し、子どもたち

にとって適切な教育環境作りをしていきましょう。
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生徒が安心して 
メディア社会の中で 

生活するために  

 
 
 メディア・リテラシーとは？

高度情報通信社会と言われる現代社会には、ありとあらゆる情報が氾濫して

います。生徒にとってその代表格は、「テレビ、ゲーム、インターネット、メ

ール」等が代表的なメディアと言えます。私たちの生活において、今後もあら

ゆる場面において、メディアとの関わりが強くなっていき、今まで以上に急速

に浸透していくものと考えられます。  
社会で生きていくためには、文字の読み書きの能力（リテラシー）が必要な

のであると同様に、現代の高度情報通信社会においては、メディアの読み書き

の能力（メディア・リテラシー）が必要不可欠な時代となっています。そこで、

メディア・リテラシーを「メディアをクリティカルに受容・理解し、自ら主体

的に表現する力」と考えます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メディア・リテラシー定着のために 

・ 学校、家庭、地域が一体となった教育環境をつくる。  
・ 有害情報を遮断できるフィルタリングソフトの導入する。  
・ 保護者自身が、それぞれのメディアに触れる。  
・ 各家庭でメディア利用のルールづくりを進める。  
 
 
 
 
 
・ 家族と一緒に過ごす時間を大切にする。  
・ 学校における、メディア・リテラシー教育の推進する。  

一例として  
・メディア情報で嫌な思いをしたらすぐに相談する  
・発信元のわからないメールには応答しない  
・インターネット、テレビ、ゲーム等の使用時間を定める  
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高校生の携帯電話利用について 

 
高校生の携帯電話普及率  

 保護者が携帯電話を子供に持たせる理由の多くは「緊急連

絡」や「家族のコミュニケーション」であるのに対し、子供

が携帯電話を持つ理由の多くは「友達が使っている」など友

人関係であった。 

96.0% 
 
高校生の携帯電話によるインターネット接続割合  

 中高生の利用者の内、25.1％（高校生男子は 49.4％）がわ

いせつな画像を、13.9%（高校生男子は 24.7％）が残虐な画

像を、4.6％が自殺を誘うようなサイトを見たことがあると回

答。また、2.6％が出会い系サイトを利用したことがある。  
８割 

 
携帯電話フィルタリング機能の利用者  

 有害情報をカットするフィルタリングを「利用していない」

が 83.2％。また、携帯電話会社が提供するフィルタリングの

認知については「よく知っている」が 7.1％、「聞いたことは

ある」が 36.7％となっており、「知らない」が 56.2％。  
2.1% 

 
家庭での「携帯電話の使用ルールを決めていない」率  

 また、49.2％が「何もせず、自由に使わせている」との結

果が出ている。さらに保護者の 61％が「親よりも子どもの方

がよく知っているため利用についてサポートできない」、

31％が「指導の仕方が分からない」と答えている。  
62.1% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

携帯電話・インターネットの利用指導の３つのポイント 
 

①有害情報 の種類を正確に把握する 

  ・まず、生徒がどのような情報に接しているかを知る必要があります。インターネットの

有害情報と聞くと、出会い系サイトなどを想像される方が多くいますが、実際には覚せ

い剤・睡眠薬等の販売や殺人の手口、爆弾のつくり方、薬物・毒物の入手方法、自殺の

方法、自殺の仲間を募る、家出を促す情報などの多様な種類があります。  
②インターネットから発信 される情報 の全てが正 確とは限らないことを知 らせる 

  ・インターネットなどの情報の一部を見て、「誰もがしていること」と思いこむ生徒が多く

存在します。多くの情報に触れ、情報の比較の重要さを伝えることが必要です。  
③生活の様 子を観察し、過度の利 用を抑制する 

  ・食事中や懇談中にも携帯電話を利用し続けたり、携帯電話の利用に過度に時間がとられ

たりする場合、睡眠時間が減るなど生活が不規則になります。過度の依存状態に入ると

携帯電話からもたらされる情報への依存度も高まり、危険です。  

（参考資料「携帯電話がもたらす弊害から子どもを守るために」バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを守る研究会（平成１８年９月 ）



 

メディア･リテラシー Ｑ＆Ａ 
 

Ｑ１ メディア・リテラシー教育を通してどのような児童生徒を育成していくのですか？ 

 

Ａ１  高度情報通信社会に生きる児童生徒のメディア・リテラシー・情報モラル・ル   

ールの育成は、心の教育と十分に関連させながら取り組む必要のある教育の重   

要な課題といえます。また、メディア・リテラシーは、メディアから発信される情

報について、クリティカルに（批判的）に吟味し、理解し、評価し、主体的能動的

に選択できる能力を育成することが必要であると考えます。 

   そこで、メディア・リテラシー教育を通して次のような児童生徒を育成していく   

ことが必要であると考えます。 

    ①メディアの特質を読み解き理解する児童生徒 

    ②メディアから発信される情報を受容し、批判的に吟味する児童生徒 

    ③メディアを通じて自分の考えを読み手にわかるよう表現しコミュニケーション     

を創造する児童生徒 

 

Ｑ２ メディア・リテラシー教育を推進するために学校内の取り組みで留意することはあ 

りますか？また、どのような視点に立って校内研修を計画すればよいのでしょうか？ 

 

Ａ２  メディア・リテラシーは、特定の教科だけで育成できる力ではありません。様々

な教育の場面で育成されるものと考えます。例えば、小学校段階では国語、中学校

段階では、国語や技術・家庭、高等学校段階では、情報での学習が活用される場面

の中心と考えられますが、その他の教科や総合的な学習の時間においてメディア・

リテラシー教育の場面を見付けて指導していくことが必要でしょう。 

       メディア・リテラシー教育を組織的に進めるためには、校内の推進体制の整備が

必要になります。これまでに組織されてきた校内情報化推進の分掌が中心となり、

教科会をはじめとする各教科部会との連携を図り、どの教科のどの場面でメディ

ア・リテラシーを育成するかを年間指導計画に位置づけるなどの活動が必要となっ

てきます。そのためには、校内情報化推進リーダーがメディア・リテラシー教育の

学習活動を支える基盤を作る中心となり、全ての教員が参画した校内体制を整備す

ることが必要となります。これまでの情報教育に関する校内研修の多くは、コンピ

ュータ等の操作技術の習得に重点が置かれる傾向がありました。しかし、これから

は、情報機器の操作方法やソフトの使い方といった情報スキルの研修から、授業で

どうやって児童生徒のメディア・リテラシーを育成するかといったような研修へと

目的を変え、校内研修を実施することが大切になるでしょう。例えば、身近にある

マスメディアの情報や情報社会の出来事などを取り上げ、その情報をクリティカル

に受け止めたり、自らが意図を持って表現したりするワークショップ的な活動を通

し、授業にどう生かすかを話し合う研修が考えられます。 
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Ｑ３ メディア・リテラシー教育を進めるために、地域・家庭と学校がどのように連携を 

とればよいのでしょうか？また、児童生徒のメディア・リテラシーを育成するために家

庭でできることは何ですか？ 

 

Ａ３  メディア・リテラシー教育はもはや学校だけではなく、地域・家庭と学校が連携

して指導していく必要があり、効果的です。そのためには、地域・家庭にメディア・

リテラシー教育について理解してもらうことが必要です。以下に、メディア・リテ

ラシー教育を進めるため方法として、学校でできることと家庭でできることについ

て一例を挙げます。 

 ○学校でできること 

     ・保護者会に合わせた、メディア・リテラシーに関する講演会や説明会 

  ・メディア・リテラシーや情報モラルに関する通信の発行 

     ・授業参観日にメディア・リテラシー育成の授業を公開する   

 ○家庭でできること 

  ・子どもがどんなメディアに触れているかなど、子どもの実態をつかむ 

  ・携帯電話が本当に必要かもう一度話し合う 

  ・パソコンや携帯電話を使うときのルールを考える 

    ・有害情報を遮断できるフィルタリングソフトを導入する 

    ・家族と一緒にいる時間を大切にし、何かあったときに相談できる環境にしてお

くなどです。 

 

Ｑ４  メディア・リテラシー教育を進めるにあたっての留意点を教えてください。 

 

Ａ４  メディア・リテラシー教育は、「～は危ないので近づかない」や「～してはいけな   

い」など、禁止をするだけ教育ではないと思います。情報教育の影の部分だけを強   

調するのではなく、メディアの利用方法や利便性を指導していくことが大切です。   

メディアのよさを理解させながら、情報社会を生きる力の一つである「メディア・   

リテラシー」が身に付くように支援していきましょう。
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山本 順一・村山 功「情報メデイアの活用 新訂」日本放送出版協会２００５  

越智貢／編  「情報倫理学入門  」ナカニシヤ出版２００４  

ＩＴで変わる「彩の国」の学校教育 埼玉県教育委員会 ２００３  

「情報モラル教育」指導資料 埼玉県教育委員会 ２００４  

小・中・高学習指導要領「国語」「社会」「技術・家庭」「情報」  
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【参考資料：平成１７年度アンケート様式】 
調査研究に関するアンケート（教師用）  
                    総合教育センター   情報教育推進担当  
                             研究協力委員会  
 
                              【校種】    小学校  中学校  高等学校  
                                           （             学校）  
                                           あてはまるところに○をつけてください。  
      ア ン ケ ー ト 項 目    はい  いいえ  ど ち ら と も い え

ない  
 ・校務の情報化をもっと進めるべきである。  
 意見欄（具体的に）  

 ・情報の共有化の必要性を感じる。  

 校  
 務  
 へ  
 の  
 活  
 用   意見欄（具体的に）  

     ア ン ケ ー ト 項 目 はい いいえ   
 ・授業の中で情報機器やコンテンツを活用した

  ことがある。（コンテンツとは、ここでは電

  子化された素材や教材です。）  

   

 

 授  
 業  
 へ  
 の  
 活  
 用  

 ・授業の中で情報機器やコンテンツを活用した方にお聞きします。（「はい」に  
 〇をつけた方）  
                                         （以下、複数回答可）  
 １ 情報機器やコンテンツを活用した場所は、どこですか。  
 
   ア ＰＣ室   イ 特別教室   ウ 普通教室   エ 体育館  
 
  オ 校 庭   カ その他（               ）  
 
 ２ どのような目的で活用しましたか。  
 
  ア 学習意欲の向上  イ 学習内容の深化  ウ 発表能力の向上  
 
  エ コミュニケーション能力の向上  オ 学習内容の定着  
 
   カ 学習効率の向上  キ その他  
 
 ３ どの教科等で活用しましたか。  
 
   ア 総合的な学習の時間       イ 国語   ウ 社会（地歴、公民）  
 
  エ 算数、数学  オ 理科（物理、化学、生物、地学） カ 生活  
 
  キ 音楽   ク 図工、美術、工芸  ケ 外国語  
 
  コ 技術･家庭、家庭  サ 保健、体育   シ 道徳  ス 特別活動  
 
  セ 専門（工、商、農等）   ソ その他（     ）  
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 ４ どのようなコンテンツを利用しましたか。  
 
  ア 市販のコンテンツ  イ インターネット上のコンテンツ  
 
  ウ   自作のコンテンツ  エ その他（          ）  

 ・授業の中で、情報機器やコンテンツを活用したことがない方にお聞きします。  
 理由は、何ですか。（「いいえ」に〇をつけた方）  
 
   ア 機器が不十分   イ 使えるコンテンツがない  
 
  ウ 機器等の準備の時間が少ない  エ 特になくても授業ができる  
 
  オ 効果的な使い方がわからない  カ その他  

 

 ・総合教育センターにどんな支援を望みますか。  
 
  ア 授業で使えるコンテンツの紹介  
 
  イ 情報機器やコンテンツの効果的な活用事例の紹介  
 
  ウ ＬＡＮ・ホームページ等の運営管理に関する研修  
 
  エ 情報機器やアプリケーションソフトの使い方の研修  
 
  オ その他（                           ）  

      ア ン ケ ー ト 項 目   はい  いいえ  どちらともい 
えない  

 ・児童生徒に情報モラル教育が、必要である。    
 記入欄（具体的に感じた場面は？）  

 ・県が出した「情報モラル教育指導資料」を知

  っていますか。。  
   

 ・教員に情報モラル教育に関する研修が必要で

  ある。  
   

 意見欄  

 ・児童生徒にメディアリテラシー（情報を適切

 に選択し、活用する能力）の育成が必要である。

   

 意見欄  

 ・どのような場面で、これらの教育（モラルやリテラシー）ができますか。  

 

 情  
 報  
 モ  
 ラ  
 ル  
 教  
 育  
 等  

 

  ※参考資料  （社）日本教育工学振興会「教育の情報化に関する調査」  
【参考資料：平成１８年度アンケート様式】 



 

参考資料 150

調査研究に関するアンケート                       

総合教育センター  情報教育推進担当 

研究協力委員会 

 

 【校種】   小学校  中学校  高等学校   養護学校    （             学校） 

 

  あてはまる番号に○をつけ、意見を記入してください。 

 

 【インフラの整備】 

 

   １ ２０１０年までに教員一人に一台のコンピュータが配布されることになっていますが、（ＩＴ新改革戦略   

（Ｈ１８／１／１９））、学校での教育活動にどのような変化を及ぼすと考えますか。 （複数回答可） 

 

    ① 授業への ICT 活用が増える     ② 特に、校務の情報化が進む 

 

   ③ 大きくは変わらない  ④ わからない 

 

   ⑤ その他（                       ） 

 

 意見欄（意見があれば具体的に書いてください） 

                                 ＩＣＴ（Information&Communication Technology） 

 【確かな学力の育成と教員の指導力】 

 

    １ 教育の中でＩＣＴ活用が増えていくと、「確かな学力」の育成にどのような効果があると考えます     

か？（・上記問題で ① 授業への ICT 活用が増える  と答えた人が回答してください。） 

       

 

 

    ２ 教員のＩＣＴ指導力の向上は、これからの学校教育にとって必要ですか？ 

 

     ① はい      ②  いいえ          ③ わからない  
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意見欄（上記回答の理由をお書きください。） 

            

    ３ ＩＣＴを利用した指導力の向上を目的とした研修会に参加したいと考えますか？ 

 

     ① はい  ②  いいえ  ③ わからない 

 

意見欄（どのような、研修内容を望まれますか。） 

  【授業への活用】 

  
   １ 授業（準備も含め）の中で教育センターの学校支援システムの機能使ったことがありますか？ 

 

    ① ある  ② ない  ③ 学校支援システムをしらない  

 

 あると答えた人は、具体的にその活用事例を書いてください。） 

  ① コミュニケーションサービス 

 

 

 

  ② ビデオ会議システム 

 

 

 

  ③ 教育コンテンツデータベース 

 

 

 

  ④ カリキュラムコンサルティング 

 

 

 

  ⑤ e-learning System 
 

 

   ２ 授業以外（自分のための研修等）で教育センターの学校支援システムの機能使ったことがあります   

か？ 
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    ① ある  ② ない   

 

 あると答えた人は、具体的にその活用事例を書いてください。） 

  ① コミュニケーションサービス 

 

 

 

  ② ビデオ会議システム 

 

 

 

  ③ 教育コンテンツデータベース 

 

 

 

  ④ カリキュラムコンサルティング 

 

 

 

  ⑤ e-learning System 
 

 

 

 

   ３ 教育用コンテンツ（ホームページや動画、プログラム、説明資料等）を活用していますか。 

 

     ① はい     
      →理由は。  ① 常に新しい資料を提示できる  ② 多様な授業展開が可能となる 

 

              ③ 児童生徒の興味関心を引き出せる    ④ その他（        ） 

 

        どのような場面で活用していますか。 

 

 

  

    ①  いいえ    
    

     →理由は。 

 

             ① 有用なコンテンツがない   ② コンテンツを探す時間がない 
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             ③ 手軽に使える環境がない   ④ 使う必要性を感じない 

  

⑤ その他 

 

 

 

 

 

 ４ どの教科のどのような教育用コンテンツがあれば利用しますか。 

    また、利用促進の為にどういった環境の改善が必要でしょうか。 

 

（例 教室からインターネットに接続できるようにする） 

 

  

 【校務への活用】 

    
   １ 校務の情報化は進みましたか？（日常的に情報機器を活用して校務を進めていますか？） 

         主にどのような点で進んだと思いますか？ 

 

    ① 教務事務、児童・生徒のデータ管理  ② データーベース化 

 

        ③ ペーパレス化        ④ 情報の受信発信によるネットワーク機能の活用 

 

    ⑤ その他（                       ） 

 

 

 意見欄（校務の情報化の障害になっているとすれば何ですか？ 例 予算的に困難） 

     
 

  【情報教育の推進】 

 

    １ 情報教育は、情報活用能力の育成が求められています。、以下の３つのどの力の育成は進んで 

     いますか。進んでいませんか｡また、その理由もお答え下さい。      

 

    ① 情報活用の実践力    進んでいる  進んでいない 

 

                  その理由 
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    ② 情報の科学的な理解   進んでいる  進んでいない 

 

                  その理由 

 

 

 

 

    ③ 情報社会に参画する態度 進んでいる  進んでいない 

 

                  その理由 

 

 

 

 

 

    ２ 情報化が進む社会で様々な事件事故が起こっています。高度情報化社会に生きていく児童生徒に   

必要な教育は何ですか。（複数回答可） 

     
   ① 人権・プライバシー    ② 個人情報   ③ 肖像権   ④ 著作権 

 

   ⑤ 情報の信頼性と有害情報  ⑥ ネットワーク上のエチケット        

 

   ⑦ 健康上の問題  ⑧ コンピュータウイルス   ⑨ 不正アクセス 

 

   ⑩ネットワーク犯罪  
 

      ⑪その他（                       ） 

 

 

３ 情報モラルの育成に取り組んでいますか 

 

        ① いる 

 

  （指導の難しい点は） 

 

    ② いない 
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   （なぜ） 

 

 

   
    ４  メディアリテラシー（情報を適切に選択し、活用する能力）の育成に取り組んでいますか 

 

        ① いる 

 

  （指導の難しい点は） 

 

    ② いない 

 

   （なぜ） 

 

    ５ 数多くの情報が行きかう時代、メディアからの情報を受けることで問題となること何だと考えます   

か？ 

 

       ① 情報の信頼性  ② 発信もとの信頼性  ③ 情報の意図を判断する力  

 

    ④ その他（                       ） 

 

 意見欄 
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に、ＩＴ新改革戦略が出された。教育に関わる部分として以下の

度までに全ての公立小中高等学校等の教員に一人一台のコンピュータを配 

力に関する評価をその処遇へ反映 ～ 全ての教員のＩＴ活用能力を 

より、教科指導における学力 

極的に推進するとともに、小学校段階からの情報モラル教育のあり方を見直 

ータネットワークシステムの教育活動での活用に

てきた。

学校支援システムや県立学校間ネットワークの機能や有効性の

大きいことに注目しながら教

そして、研究協力委員の連

ねてになりますが、ご協力いただいた先生、学校、各機関の方々有難

御座いました。 

おわりに 

 平成１８年１月１９日

点が上げられている。 

 ・２０１０年

  備する。 

 ・２００６ 年度までに教員のＩＴ指導力の評価の基準の具体化・明確化を行い ～ 教 

  員のＩＴ活用能

  向上させる。 

 ・２００６年度までにＩＴを活用した分かりやすい授業方法や、児童生徒の習熟度に応 

  じた効果的な自習用コンテンツの開発・活用の推進等に

  の向上等のためのＩＴを活用した教育を充実させる。 

 ・ＩＴ社会で適正に行動するための基となる考え方と態度を育成するため、情報モラル 

  教育を積

  す。 

 どの点も、今回の調査研究と関連するものであり、研究を引き続き進めていく必要性を

痛切に感じている。来年度も、コンピュ

ついて研究を進めていく所存である。 

 今回の研究は、県立総合教育センターの学校支援システムの利用・活用の研究及び検証

という側面もある。今年度のシステム稼働から、操作研修、ＩＤの登録、県立総合教育セ

ンターと学校を通した環境のテスト等、各校の先生に多くの協力をいただき進め

時間のない中で、各学校での研究報告をまとめていただいたことに感謝する。 

 各テーマ毎の成果と課題は、章末にまとめた。それぞれの研究から、「わかる授業」の展

開に県立総合教育センター

高いことが検証された。 

 また、今年度、新しくテーマとして取り上げた「メディア・リテラシー」については、

昨今よく話題にのぼる言葉となった。児童生徒に情報を見抜く力、情報的なものの見方を

育成し、情報社会を生きる力を付けていくことがますます重要になっていく。メディア社

会を生き抜く力は、情報科や技術家庭科のみならず、国語科、生活科などさまざまな場面

で育成されていかなければならない。また、保護者の役割が

育を進めていくべきであることを改めて記しておきたい。 

 ２年間の個々の研究委員の先生のご活躍、各学校のご協力、

携による成果が、調査研究事業を成功に導いたと思われる。 

 今後もこの力を発揮し、いろいろなところでさらに成果が現れることを期待して終わり

の言葉としたい。重

う
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しい 業支援体制の研究開発」研究協力委員 

＜平成１７年度 研

   

 

 

 

 

 

県立新座北高等学校 教諭 白石 紳一 

諭 後藤 孝志 

        ＜平

         平成１７年度情報教育推進マイスター 

校 教諭 原田 美智恵 

＜平成１８年度 研

   

 

  

 

 

 

県立坂戸ろう学校 教諭 後藤 孝志 

県立朝霞西高等学校  教諭 棟居 義弘 

 

 

 

○研究主題「教育の情報化に対応した新 授

 

究協力委員＞    

  

熊谷市立熊谷西小学校 教諭 關根 達郎 

本庄市立中央小学校 教諭 岡芹 純一 

秩父市立影森小学校 教諭 大場 正幸

入間市立豊岡中学校 教諭 島津 芳久 

深谷市立花園中学校 教諭 大谷 隆 

県立浦和北高等学校 教諭 岡村 起代之

県立浦和工業高等学校  教諭 堀口 真史 

県立小鹿野高等学校 教諭 川窪 慶彦 

県立坂戸ろう学校 教

 

成１７年度研究協力＞  

 

川口市立木曽呂小学

 

究協力委員＞   

  

熊谷市立熊谷西小学校 教諭 関根 達郎 

本庄市立本庄東小学校 教諭 岡芹 純一 

秩父市立影森小学校 教諭 大場 正幸 

春日部市立上沖小学校 教諭 鷲林 潤壱

入間市立豊岡中学校 教諭 島津 芳久 

深谷市立花園中学校 教諭 大谷 隆 

熊谷市立富士見中学校 教諭 林  孝安 

県立浦和北高等学校 教諭 岡村 起代之

県立浦和工業高等学校  教諭 堀口 真史 

県立小鹿野高等学校 教諭 川窪 慶彦 

県立新座北高等学校 教諭 白石 紳一 
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